

  [image: ]



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第５章


    
      川岸殴魚

    


    
      イラスト　ななせめるち

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    目次


    



    相　談１「二次元の世界へ旅立ちたい」


    相　談２「親友について」


    相　談３「疑ぎ心しん暗あん鬼きな気持ち」


    相　談４「うまく名前をつけたい」


    相　談５「危険を遠ざけたい」


    相　談６「押しが弱い」


    相　談７「テンションが低すぎる」


    相　談８「長いものには巻かれるべきなんでしょうか？」


    あとがき

  



  [image: ]



  
    人物紹介


    



    



    赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


    九く文もん学園一年二組。


    第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


    



    鈴木いくみ（すずき・いくみ）


    九文学園一年五組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


    



    遠藤梨乃（えんどう・りの）


    九文学園一年二組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


    



    九条ふみ（くじょう・ふみ）


    九文学園一年一組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


    



    村上絵美（むらかみ・えみ）


    九文学園一年三組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。美術系代表。


    



    二階堂彩香（にかいどう・あやか）


    九文学園二年五組。


    第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


    



    白河香織（しらかわ・かおり）


    九文学園二年一組。生徒会長。


    



    浅野浩太（あさの・こうた）


    九文学園三年三組。第一新聞部の部長。

  



  
    　文化祭のために雑然としていた部室もずいぶんと片づいてきた。文化祭終了後、毎日部室に通って、少しずつ掃除を続けていた成果だ。まあ元々校務員室として使われていた古い和室なので、どれほど掃除をしても、それほど綺き麗れいにはならないのだが、なんとか文化祭前の状態には戻ったように思える。


    「賢い生き方ってなんだと思う？」


    　第二新聞部部長二に階かい堂どう彩あや香かは部室の中央に復帰したちゃぶ台でお茶を飲んでいる。こうして彩香とちゃぶ台を囲むことができるようになったのも、しばらくぶりだ。


    「うーん。なんだろうね？」


    「適当でいいから、なにか答えなさいよ！」


    　彩香は久しぶりでも、まったく容よう赦しやない。答えろと言っておきながら、こちらに返事をする間まを与えずに、まくし立てる。


    「なるべく楽をしてお金が稼かせげる生き方が賢い生き方？　リスクをなるべく最小限にして、トラブルに巻き込まれない生き方？　安定した勝ち組のグループにうまく入るために努力する生き方？　私はそんなもの賢い生き方でもなんでもないと思う！」


    　そう言うと、部室の中央に据すえられたちゃぶ台を拳こぶしで力強く叩たたく。


    　秋も深まり、めっきり涼しくなってきたのだが、相変わらず彩香は情熱的だった。


    「勝負に出なければ負けることもないかもしれない。チャレンジしなければ傷を負うこともないかもしれない。ただそれでは不ふ戦せん敗ぱいじゃない！」


    「まあ、そういう面もあるかもしれないね……」


    　僕は別に賢い生き方がしたいと言ったことはないけど……。わざわざ部室に呼び出してこの話がしたかったのか？


    「勇ゆう樹きはいざというときにはリスクを顧かえりみず、向かっていけるハートを持っているよね？　負ける可能性が高い戦いでも、やらなければいけないときは決してひるまない、そんな男だよね」


    「自信ないなあ」


    　正直、買いかぶりすぎもいいところだと思う。


    「そんなことはない。自信を持って。おまえのなかに眠る獅し子しの心を呼びさませ！」


    　彩あや香かは立ち上がり、まるで演説のような身ぶり手ぶりで僕を鼓こ舞ぶする。観衆は僕ひとりなのにこの熱の入れよう。相変わらず大げさな人だ。


    「たぶん、僕はもっと平和主義者だと思うんだけど」


    「いや、私にはわかる。勇樹、おまえは仲間が窮きゆう地ちに陥おちいっていれば、自みずからの身を顧みず、助けに向かえるそういう男だ」


    「そうありたいとは思うけど」


    「きっとそう。もし、私が底なし沼にはまっていたら、躊ちゆう躇ちよなく沼に飛び込める男だ！」


    「なんで沼にはまってるのかな？　沼になんの用が……」


    「たとえ話っ！　とにかく、私は勇樹は普段は目立たなくて、無個性で、勉強ができるわけでも、スポーツができるわけでもなく、特技もなく、おもしろいトークができるわけでもなく、それでいて、女の子をちょっとエロい目で見ているけど、いざというときにはリスクを冒すことができる人間だと思ってる」


    「プラスを補おぎなってあまりあるマイナス評価だね……」


    「そんなことはない！　いざというときに動くことができる。それはすごいことなの。たとえ、勉強ができないから、いい大学にはいけず、ハキハキしていないから、就職もうまくいかず、コミュニケーション能力も低いから、人づきあいもうまくいかず、運も悪いから、生なま牡が蠣きを食べると毎回食あたりになり、油断してるから、怒ど濤とうの空あき巣すラッシュ。そんな人生だとしても、やるときはやる。そんな人間のほうが絶対にすばらしい」


    「勝手に悲ひ惨さんな人生を設定しないでよ！」


    　彩香は褒ほめてくれているつもりなんだろうが、あまりにも酷ひどい。っていうか、僕の人生はそんな感じになると思われているのか……。


    「だから、仮にそうだとしても、ってこと。本当にそうなるかどうかはこれからの自分次第でしょ」


    「そうだけど、そう思われてる時点でショックなんだけど！」


    　抗議の意味を込めてちょっとムッとしてみせようか、そう僕が思った瞬間、機き先せんを制せいするかのように、彩あや香かがそっと僕の手に触れる。


    「勇ゆう樹きがそんな性格だから、みんな安心して活動ができるってわけ。梨り乃のちゃん、ふみちゃん、いくみちゃん、絵え美みちゃんもそうだと思う。ちょっとむちゃしても、勇樹が最後はなんとかしてくれる、きっとそう思ってるはず。本当は頼りにしてるんだよ」


    　彩香は僕が担当しているお悩み相談コーナーの回答者、遠えん藤どう梨乃、九く条じようふみ、鈴すず木きいくみ、村むら上かみ絵美の名を出す。


    　頼りにしている？　本当かな……。あんまりそんなふうに感じたことないけど。


    「私だってそうだよ。もとはといえば、私のせいで生徒会長と対立することになったのに、文句ひとつ言わず、むしろ私を支えてくれる」


    「それは、生徒会長があまりにも酷ひどいから……。彩香がやっていることは正しいし」


    　彩香は僕の隣に座ると、両手で僕の手をぎゅっと握りしめる。


    　どうやら僕の言葉に感激してくれたらしいが……。


    「そういうところなんだよ。自分の保身ではなく、正しいことのために行動する。たとえ、部費の残高がゼロになっていても気にもしない。そういうところなんだよ」


    「ちょっと待ってよ！　なに残高ゼロって！」


    　あわてて、彩香と僕が共同で管理していた部費用の財布を確認する。


    　本当に入っていない。小銭が少々と近所のラーメン屋さんの替え玉無料券しかない！
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    　どうするんだ……。定期的に新聞を製作し、発行するだけでも、それなりに部費は必要となってくる。替え玉無料券では、紙一枚も買えないぞ。


    「生徒会の内部情報を得るために、いろいろと先立つものが必要だったの。でも勇ゆう樹きは部費がなくなっても、なんにも言わず自分のお小遣いから補ほ填てんしてくる。そういうところがある」


    　彩あや香かは、いかにも信頼しているといったまなざしで僕を見つめる。


    「そういうところはないよ！　勝手に自分の都合のいい一面を見いださないでもらえるかな！」


    「それに部のカメラが忽こつ然ぜんとオークションに出品されていても、見み逃のがしてくれる。そういうところもある」


    「おいっ！　それは本当にダメだって！　すぐに出品を取り消して！　活動できなくなっちゃうじゃん」


    「携帯のカメラでどうにかそれっぽい写真を撮る、そういう一面すらある」


    「ないから！　カメラは本当にダメだって！」


    　僕は目の前で彩香にオークションサイトにアクセスしてもらい、出品の取り消しを確認する。


    　どうにか、カメラは守られた。それにしても部費がゼロなのは痛すぎる。


    「責めるつもりはないんだけど。せめて説明してくれないかな」


    　僕の言葉に彩香は急に真顔になる。


    「取材費がかさんだの！　でもその甲か斐いあって、ついに生徒会長を追い詰めるネタをつかんだよ」


    　これまで彩香は、たったひとりで生徒会長の不正について真相を追い続けていた。


    　どうやら大きなネタをつかんだようだが……。


    「それはどんな……」


    　彩香は自分の唇くちびるに指をそっとあて、僕に声のボリュームを落とすように促うながす。


    「まだ、決定的なことは言える状態ではないんだけど。生徒会予算を自分の懐ふところに入れるルートが……。でも、まだ決定的な証しよう拠こがね……。ごめんね。まだ言える状況じゃなくて。でもしかるべきときが来たら、勇樹にも頑張ってもらうからね」


    「それはいいけど、あんまりむちゃはしないでね」


    「わかってる。勇樹も部費のために、バイトを頑張りすぎないでね」


    「バイトするって言ってないから！」


    「本当に大切なゲームと漫画は残しておいていいから。勇樹は仲間のためだと思うと、全部売っちゃうところがあるから」


    「なんで僕が漫画とゲームを売ることになってるの！　売らないから！」


    　このままでは身ぐるみをはがされる。僕は精いっぱい抗議を試みるが、彩香の耳に僕の声は届いていない。


    　僕の声をさえぎるかのようなタイミングで、彩香の携帯電話が着信音を奏かなでる。


    「おっと、さっそくメールが……ほほう。これは……」


    　どうやら、その内部情報を教えてくれる情報源のメールだったようで、


    「じゃあ、そういうことで」


    　と言い残し、部室を飛び出していってしまった。


    　なにがそういうことなんだか、さっぱり理解できないが、とにかく彩あや香かは頑張っているようだ。僕も自分の担当を頑張ろう。小さくなっていく彩香の背中を見つめながら、そう決心する。


    　まずはお悩み相談コーナーからだ。


    　その日の夜、僕は泣く泣くゲームを何本か売ったのだった。

  



  
    【相　談１「二次元の世界へ旅立ちたい」】


    
      二年　折おり原はら 南な雲ぐも

    


    



    　もう二次元の世界へと旅立ちたいです。バカバカしいことだとは思っていますが、かなり本気です。もう三次元の世界には夢も希望も持てません。二次元の世界へ行って、好きなキャラクターとイチャラブしたいです。家族と別れるのは寂しいですが、覚悟はできています。それくらい本気です。どうやったら二次元の世界に行けますか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：ｎ次元では、（ｎマイナス一）次元しか視認できない。


    行っても望むものは得られない。
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    ふみ：実はもう二次元の世界に到着しています。おめでとうございます。
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    いくみ：夢はでっかく持とう。二次元なんて言ってないで、


    四次元を目指せ！
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    絵美：逆に相手を三次元に引っぱり出すの。


    石を彫って好きなキャラを作るの。

    

  



  
    　文化祭後、一発目のお悩み相談コーナー。


    　理系代表の梨り乃の、文系代表のふみ、体育会系代表のいくみ、そして美術系代表、絵え美みの四人の回答者が部室に集まっていた。


    　部室の中央に据すえられたちゃぶ台を取り囲むように座り、僕がプリントアウトしてきた、今回のお悩みをじっと見つめている。


    　二次元の世界へと行きたい……。一発目から絶対に不可能なお悩みだ。好きな漫画やアニメのキャラクターに恋心に似た感情を抱いだいたりすることは、誰しも一度くらいはあるものだが、この相談者は本気度がなかなか高そうだ……。おそらく本人も二次元の世界に行くことは無理なことくらいわかっているのだろうけど、それでもそう言いたくなってしまうような気持ちなんだろう。この答えが見つかりそうもない相談に対して、最初に挑いどんだのは理系代表の回答者梨乃だった。


    「この相談者は二次元の世界に対して大きな勘違いをしている」


    　意見を述べるというより、すでに回答が出ている問題について解説するかのような語り口だ。


    「勘違いしているかな？」


    　僕からするとむちゃを言っているが勘違いはしていないように思える。


    「我々はいま三次元の世界にいる。そして、三次元の世界では視界は二次元、平面として物を視認しているのだ。その二次元の視界の連続で三次元を認識している」


    　梨り乃のの言うことはなんとなくだが、理解できる。たしかに僕たちの目は物の裏側を見ることはできない。それにしても、長い黒髪、透すき通るような白い肌はだ、大きな瞳ひとみ、この整った造形で二次元だとか三次元だとかの話をされると、まるで梨乃が最新のテクノロジーで作り出されたアンドロイドのような気がしてしまう。


    「このようにｎ次元の存在はｎマイナス一次元で視認することしかできない。四次元の世界では物は三次元に見える。三次元では二次元、二次元では一次元。仮に二次元の世界に行くことが可能だとしても、その世界の視界は一次元、つまりは線。相談者の好きなキャラクターも線の長短でしか視認できないのだ。そんな世界に行っても出会えるのはピンク色や青色の線だ。相談者はすぐに三次元の世界に帰りたくなるのは自じ明めいではないか。それに、それに……」


    　いや、アンドロイドは自分の興味のある話題だからってこんなに楽しそうに話はしない。


    　周囲の反応など一切気にせず、二次元の世界では物がどのように見えるのか、さらには四次元ではどのように見えるのかを語り続ける。相談者が興味のある方向とはまったく別の方向で、二次元というか次元の話そのものに夢中になっているようだが……。


    　こっちの二次元の話のほうが断然ついていけない。


    　僕は定期的に「なるほど」とだけ発言するモードへと会話のスタイルを切り替え、次元トーク終了を待つ。


    「この悩みはそういうことじゃないと思うんですよ」


    　梨乃の次元トークに終止符を打ってくれたのは、文系の回答者、ふみだった。


    「二次元に行きたいっていうのは、三次元というより、実在の女性にもはや興味が持てなくなって、自分の好きなキャラクターに恋愛感情が移ってしまっているってことだと思うんですよ。そこを問題にしないと解決にはなりません」


    　梨乃と違って、気持ちが安らぐような穏やかな語り口。議論中でも常に穏やかな笑え顔がおを絶やさないのも梨乃と対照的だ。優しく、品ひん行こう方ほう正せいで、それでいて隙すきが多い。そんな女の子なのだ。


    「それはそれでよいではないか。テクノロジーは進歩して、もっともっとリアルで自由度が高いものも出てくるだろう」


    　梨乃は平然と答える、


    「滅ほろびませんか？　人類」


    「世界中でそうなると仮定すれば、滅びる。万が一そうなったとしても、それはそれで別の方法で解決するしかあるまい。人工授じゆ精せいで子どもをつくるようにして、適度に人口を維持するしか……まさに未来ではないか……すばらしい」


    　梨乃がなんだかうっとりしている。男性はキャラクターとの恋愛に夢中になり、子どもは人工的に生産され続ける世界を夢む想そうしているのだろう。梨乃にとっては、それはわくわくするような世界なのだろう。


    「でも、不自然じゃないですか、人間は人間を愛するようにできているのです。なにか原因があって、二次元に興味が移ってしまったのです。その原因を考えないといけないと思うのです。どうして三次元に興味を失って、実在の人間を見限ったのか、それが大事だと思うんです」


    　梨り乃のと違って、ふみは相談者の気持ちを理解したいようだ。不自然と言いながらも、梨乃よりも相談者の気持ちに寄り添おうとしている気がする。どうして本来の恋愛対象である実在の人物に絶望して、どうして二次元へと興味が移ってしまったのか……。


    「誰からも強制されることなく、二次元のキャラクターを好きになったのだ。どこが不自然なのだ。自然ではないか」


    　梨乃はさもあたりまえであるかのように言う。


    「だって人間が本物の人間に興味が持てないのですよ。きっと悲しいことや、つらいことがあったんだと思います。ねえ絵え美みさん」


    　ふみはここまで黙って話を聞いていた美術系回答者の絵美に話を振る。


    　絵美はふみの話を聞きながら何度も大きくうなずいていた。文系と美術系、どちらも人の内面を大切にするジャンルだ。ふみと絵美では感性が近い部分もあるのかもしれない。


    　絵美はじっと目を閉じ、大きくもう一度うなずき、ついに口を開く。


    「よくわからないの」


    「じゃあなにをうなずいていたのですかっ！」


    「自分の考えをまとめていて……創作は……超えることができると思うの……リアルを。キャラクターは理想の姿なの。余分なものをバシッとして、かわいさを、ぎゅっとしてるの。だから……心がぶわっとなって……それで……よくわからないの」


    　わからないのかよ！　とにかく、創作物は究極的には現実の存在より、魅力的になりうるとの意見だろう。


    　たしかに二次元のキャラクターはトイレにも行かなければ、餃子ギヨーザ臭かったり、会話しようとしたら痰たんが絡んだりしない。現実の人間には到底到達できない魅力があるのも事実だ。


    　絵美からは援えん護ご射しや撃げきどころか、むしろ反対意見が出されたが、それでもふみは譲ゆずらない。


    「じゃあ、いくみさんはどう思いますか？」


    「私は四次元を目指せ派だからな～」


    　最後の回答者、体育会系のいくみが勝手な派は閥ばつを宣言する。


    「それはどういう派閥なのです？」


    「二次元よりも、三次元。三次元よりも四次元……。四次元のつもりでぶつかっていけば、三次元なんかよゆーっていうか……つまり、頑張っていこうぜってことかな」


    　四次元派……頑張っていこうってことだけだった。


    　さすがにこの回答にはふみも落らく胆たんするかと思いきや、むしろこの意見に大きくうなずく。


    「そうなんですっ。相談者を励はげまさないといけないんです。三次元の世界には夢も希望もないと言っているのですから、そこが問題なのです。二次元が好きなのはかまわないですが、現実の世界に夢や希望が持てないのは悲しいことじゃないですか。どうにかして現実の世界で夢や希望を持ってもらわないと」


    　相談者のことを心から心配しているのだろう。言葉が力強い。


    　その真剣さに気け圧おされたのか、梨り乃のも絵え美みも黙り込んでしまう。


    「みんなで、相談者さんを元気づける言葉を考えましょう。現実の世界でも夢と希望が持てるような言葉を。三次元でも戦う勇気が出る言葉を！」


    　元気づける言葉……。なかなか難しいと思うが……。


    「言葉など必要ない。これを手渡せば元気になる」


    　梨乃が自分のカバンから取り出したのは栄養ドリンクだった。


    「栄養ドリンクでは生きる希望までは湧わいてきませんっ」


    　理系だからなのか、それとも梨乃の性格からか、アドバイスではなく、物理的に解決しようとする傾向がある。


    「とりあえず、ふみの案に従って、相談者が三次元でも勇気が持てるような言葉をみんなで考えようか」


    　僕はふみの意見を採用して、この相談のまとめに向かう道筋をつくる。


    　誰かがびしっと、勇気が出る言葉を見つけてくれれば、この相談はそれで締しめにできそうだ。


    　しかし、そう簡単に人を勇気づけるようないい言葉は浮かんでこないようで、なかなか発言が出てこない。


    　そんな沈黙を切り裂くようにまっすぐに手を挙げるいくみ。


    　小ぶりな口を真ま一いち文もん字じに結び、真剣そのものの表情。


    「元気出しなよっ！」


    　そのまんま。かつ、とっても雑なお答え。それだけで元気が出れば世話はない。


    「……じゃあ、ふみならなんて言葉をかけるのかな？」


    「赤あか松まつっ、なんで私を無視したのさっ！」


    　いくみは猫のような俊しゆん敏びんさで、僕の左腕に飛びつくと、あっという間まに腕ひしぎ逆十字の体勢に入る。


    「いたたた……、無視してないよ……、ほかの意見も……」


    　無視したことを認めては、左腕の靭じん帯たいが無事ではすみそうもない。適当になだめて、左腕を解放してもらう。


    「そ、それでふみなら、どんな言葉をかけるのかな」


    「そのかける言葉が、回答の『実はもう二次元の世界に到着しています』なのです」


    　なおもふみは熱っぽく語る。


    「二次元を〝ここじゃないどこか〟の意味だととらえるなら、心のありようで、いつでもここじゃないどこかになると思うんです。すでに現実とそっくりな新しい世界に到着したと思えば、夢や希望が湧わいてこないでしょうか？　みんなそれぞれ、自分の世界の、そして自分の物語の主人公なんです！」


    　ふみはまるで相談者がこの場にいるかのように熱っぽく語る。


    「その物語にはヒロインが現れない可能性もあるが……」


    「ちょっと、梨り乃のさん、なんで水を差すんですかっ！　きっといつかはヒロインも現れます。ちょっと登場が遅れているだけです」


    「可能性を言ったまでの話だ」


    「梨乃さんも、ちゃんと励はげましてください」


    「むう……絶望するのはまだ早い。超精せい巧こうな女の子ロボットができるまで、耐えるのだ」


    「そういうことじゃありません」


    「いや、これこそ、相談者にとって励ましの言葉のはずだ」


    「現実逃とう避ひのためにではなく、現実に立ち向かうために励ましてください」


    「種しゆの存そん続ぞくのために、人間の好みは多種多様にできている。希望を捨てるな。マニアックな人もいる」


    「なんだかひっかかりますけど……。絵え美みさんも」


    　ふみはどうやら全員から励ましの言葉が欲しいらしいが……。


    「変態って……独特の魅力があると思うの」


    「やめてくださいっ！　相談者は変態ではありません！」


    「いい意味での……変態」


    「いい意味でも失礼ですっ！」


    　ふみの想定とは違ったが、それぞれが、それぞれの言葉で相談者を励ましている。


    　この言葉が本当に相談者を励ますことができるのかは心もとないが、お悩み相談コーナー一同から贈る精いっぱいの言葉だ。


    　この相談についてはこれで一いち段だん落らくだろう、今日きようのところはこれで、終了とするか……そう考えていたときだった。


    「ついにつかんだわよ！」


    　けたたましく開けられる部室の扉とびら。


    　扉の向こうには彩あや香かの姿。走ってきたのか、肩で息をしている。


    　ついにつかんだ……。彩香の手には一枚のチラシのようなものが握られている、チラシをつかんだのか？　そんなにつかむのが難しいものには見えないが。


    「このコンテスト知ってる？」


    　彩香が部室の中央に据すえられたちゃぶ台の上で、握っていたチラシを広げてみせる。


    



    



    【九く文もん学園美少女コンテスト開催！】


    



    　第一新聞部と生徒会が主催する、学園ナンバー１の美少女を決めるコンテストが開催されます。グランプリ受賞者には我が校を代表するアイドルとして活動をしていただきます。


    　もちろん我が校の代表となるのですからビジュアル以外にも、知性、品性なども重要な要素として審査の対象としております。


    　優勝者には超豪華賞品あり！


    　自じ薦せん、他薦は問いません。


    



    　書類審査および映像審査の後、面接となります。残念ながら高校のイベントですので水着審査はありません。服装は自由です。自由ということは、スクール水着もＯＫ。


    　むしろスクール水着大歓迎！


    　スクール水着の観客も大歓迎です！


    　応募は応募用紙、またはメールで。


    　使用ずみスクール水着を送りつける形でのご応募も大歓迎！


    



    　メールアドレスは sukumizudaisuki@sukumizu.sukuまで！


    



    



    　浅あさ野のが部長をつとめる第一新聞部と生徒会で美少女コンテストを開くのか……。チラシの文章からすると、なかなか大きな規模のイベントになりそうだ。


    「この病的なスクール水着愛好者によるイベントになにがあるというのだ？」


    　梨り乃のは募集のチラシを読んだだけですでに不愉快そうな表情を浮かべている。やっぱりミスコン的なイベントは大嫌いなのだろう。


    「そんな怖い顔しないでよ。せっかくつかんだ特ダネなんだから」


    　これが彩あや香かの言っていた、予算の不正使用のルートなのか……。


    「ただの悪あく趣しゆ味みなコンテストにしか見えないのですが……」


    　ふみも怪け訝げんな顔をしている。


    「問題はこの超豪華賞品ってとこ。これって、なにか知ってる？」


    　彩香はことさら強調されたフォントで書かれた『超豪華賞品』を指でとんとんと指しながら、あやしげな笑みを浮かべる。


    「まさか……うまいぼ」


    「違う。優勝者にはなんとおこめ券なんと五十万円分。準優勝で十万円分」


    　彩香はいくみの答えを即座に否定して話を進める。「違う」のタイミングが、いくみが間違えることを前提にしているとしか思えない速さだ。


    　おこめ券といえば、全国のスーパーやお米屋さんで使える商品券。それも五十万円分となると相当の高額賞品だ。


    「そのうえ、このコンテストは出来レースで、グランプリは決まってるらしいんだよね」


    「ズルするってこと？」


    　いくみの言葉にうなずく彩あや香か。


    「グランプリは誰だと思う」


    「……すごいお米好きの人？」


    「違う！　生徒会長の香か織おり。おこめ券は換金してお小遣いにしちゃうの！　そしてこのコンテスト予算を出しているのは生徒会なの。これがどういうことかわかる？」


    「会長はごはん派じゃなくて、パン派ってこと？」


    「いくみちゃん。よく考えてから発言しようか」


    　彩香は小さくため息をつく。いくみ以外は全員わかっているようだが、生徒会で予算を申請し、その予算でおこめ券を購入。そしてコンテストで勝って、白しら河かわ香織が自分のものにする。


    　つまりは彩香は香織による生徒会費私的流用のルートのひとつをつかんだってことだ。


    「それでどうするのですか？　記事にしてしまうのですか？」


    　ふみは少し不安げな表情。以前香織と揉もめたときのことが頭をよぎったのだろう。


    「そうしたいんだけど、実はまだ噂うわさの段階で、証しよう拠こはなにもないんだよね」


    　彩香はこれまでの秘密の取材について、話し始める。


    「生徒会に副会長がいっぱいいるでしょ。そのなかのひとりが、重要な情報があるって、連絡くれて……。それで情報提供の見返りとして、ご飯をおごれってことになったんだけど。そいつがグルメでさ。本当は証拠書類も渡してもらえるはずだったんだけど、予算オーバーでそれはなしになっちゃった」


    　彩香の情報源は、忠誠心の低い副会長のひとりらしい。


    「なるほど……。不正があるとしても、香織さんの美び貌ぼうであれば、優勝しても不自然ではないですしね」


    　ふみの言うとおり、香織が優勝してからインチキだとクレームをつけても、一いつ笑しように付ふされてしまいそうだ。


    「誰か、コンテストに応募して不正の証拠をつかんでくれる人がいたらいいんだけど、それも香織の優勝を脅おびやかすような子が……」


    　彩香はそう言いながら、四人の顔を順番に見つめていく。どうやら、誰かに潜入捜査的なことをしてほしいらしい。


    「そこで私の出番ってことだねっ！」


    　まっ先に名乗りを上げたのはいくみだった。すっくと立ち上がると、自分のスタイルをアピールするかのように少し腰を突き出してみせる。


    「…………」


    「…………」


    「…………」


    「…………」


    「なんでみんな黙ってるのさっ！　せっかく正義のために立ち上がったのにっ！」


    　絵え美みが無言のままじっといくみの胸を見つめている。そして視線はふみの胸に。


    「おっぱいが小さいからなんなのさ。巨きよ乳にゆうコンテストじゃないでしょ！」


    「なにも言ってないのに」


    「言ってなくてもわかるよ！」


    「まあ、まあ私はいくみちゃんがいいと思うよ」


    　彩あや香かがいくみをなだめるように言う。


    「やっぱ？　やっぱ、かわいいから？」


    「すばやいから」


    「すばやい？」


    「もし、潜入して見つかりそうなときは、逃げるにはすばやくないと。いくみちゃんなら誰からでも逃げられるし」


    　たしかに、コンテストに勝つことではなく、不正の証しよう拠こをつかむためのエントリーだとすれば、いくみがもっとも適任だ。


    　しかしこの言葉がまずかった。


    「すばやいだけ？　……やらないっ！」


    　いくみがヘソを曲げた！　ぷいっと顔をそむけて、頬ほおを膨ふくらませる。どう見てもご機嫌ナナメのスタイルだ。


    　自分がすばしっこいという理由だけで、美少女コンテストにエントリーさせられるのが、いくみのプライドをいたく傷つけたらしい。


    　彩香も「しまった」といわんばかりの表情。たしかに少し配慮に欠ける発言だったかもしれない。


    「す、すばやいだけじゃないから。ねえ勇ゆう樹き」


    　彩香は助けを求めるかのように突然僕に話を振る。


    「も、もちろん。すばやいだけじゃなくて、そ、その……かわいいと思うよ」


    「……ほんとに？」


    　いくみは穴が開くほどじっと僕の顔を見つめている。


    「う、うん。まあ、まあね」


    　思わず口ごもってしまう。


    　実際にいくみは小動物のようでかわいい。本心からかわいいとは思っているのだが、さすがに本人の目を見て「かわいい」とは照れくさくてなかなか言えない。


    「……ダメッ。気持ちが伝わってこない！　すっかり自信がなくなった」


    　いくみはくるっと背中を向けると、どっかりと胡坐あぐらをかく。腕組みをして、動かない。


    　もっと褒ほめてくれないと、機嫌を直さないとのアピールなんだろう。


    「いくみちゃん、機嫌直して。ほら、みんなもっと褒めてあげて」


    　彩あや香かが珍しく狼ろう狽ばいしている。まさか自分の失言でヘソを曲げられてしまうなんて予想もしてなかったんだろう。


    「なにやってんの、勇ゆう樹き。もっと、なにか言って。いくみちゃんがやる気になるように」


    「……げ、元気出しなよっ」


    「そんなので全然元気出ないよっ！」


    　さっき自分が相談者を励はげますときに言ったセリフなのに！　なんだよ！


    「ほら、みんなも」


    　彩香にたきつけられて、みんな口々にいくみを励ます羽は目めになる。


    「いくみさん。みんなそれぞれ、自分の世界の、そして自分の物語の主人公なんです！」


    　ふみまで相談者に贈ったはずの励ましの言葉をかけ始める。


    　それに続く梨り乃のと絵え美み。


    「種しゆの存そん続ぞくのために、人間の好みは多種多様にできている。希望を捨てるな。マニアックな人もいる」


    「なんでマニアックな人だのみなのさっ」


    「変態って……独特の魅力があると思うの」


    「変態は絵美ちゃんでしょ！」


    　そっぽを向いていたはずのいくみがいつの間まにかこっちを向いてくれている。


    「これを飲んで元気を出すのだ」


    　梨乃が栄養ドリンクを差し出す。


    「私は傷ついてるの！」


    　ぷんぷん怒りながらも、しっかりと受け取っている。


    「ねえ、みんなもこう言ってるわけだし、そろそろ機嫌直して。ねっ。いくみちゃんのかわいさなら、ちゃんと審査したら、優勝もありえると思ってるよ」


    「心から思ってる？」


    「ねえ、みんな。いくみちゃんはかわいいよね」


    「かわいいです」


    　卒業式の呼びかけのように答える、一同。


    「すばやくて、そのうえ、かわいいよね」


    「すばやくて、そのうえ、かわいいです」


    　実にバカバカしいやり取りだが、しかし、いくみの機嫌はみるみるよくなっていく。


    「かわいいは正義！　すばやいも正義！」


    「かわいいは正義！　すばやいも正義！」


    「うむっ！　よし。出るっ！」


    　拳こぶしを高々と振り上げて、ついにエントリーを宣言する。


    　誰からとなく自然に拍はく手しゆが生まれ、いくみはその拍手に笑え顔がおで応こたえる。


    　やっと最初の状態に戻ってくれた……。


    「ありがとう、いくみちゃん。じゃあさっそくで悪いんだけど、この応募用紙に記入してくれるかな？」


    　彩あや香かはチラシと一緒に持ってきた応募用紙をいくみに渡す。気分が変わらないうちに、手続きをすませてしまいたいのだろう。


    「よしっ。書いちゃうよ。でもその前に、喉のどがかわいたよ」


    　いくみは先ほど受け取った栄養ドリンクのフタを開ける。


    　そしてビンの先に鼻を近づけるとくんくん匂においを確認している。何度もくんくんしては不思議そうな顔で栄養ドリンクの小ビンをじっと見ている。


    「もしかして、いくみは栄養ドリンクを飲んだことないのか」


    　梨り乃のが少し驚いたように言う。


    「ずっと健康だから」


    　たしかにいくみに栄養ドリンクを与えようとする人間はなかなかいないだろう。なにせ、もともと尋じん常じようじゃないくらい元気なのだから。


    　栄養ドリンクの独特の匂いに驚いたようだが、しかしもう封は切ってしまった。飲むか、人にあげるかしかないが、いくみは人にあげたりはしないだろう。


    　いくみはもう一度、匂いを確認したのち、ビンを自みずからの唇くちびるへと運ぶ。


    　滋じ養ようたっぷりの液体がビンからいくみの口、喉へと移動していく。


    「どうです？　初めての栄養ドリンクは？　元気になりますか？」


    　ふみの問いかけに対するいくみの答えは意外なものだった。


    「……わははははっ」


    　意味不明の高笑い。表情もいつものいくみではない。やぶ睨にらみでただ一点を見つめ続けている。……不気味だ。


    「いくみさん？　大丈夫ですか？」


    　ふみが不安そうに声をかけるが、いくみからの返事はない。


    　両手を広げ、窓から差し込む西日を全身に浴びると、高らかに宣言する。


    「私は神だ！」


    　元々非常に元気な人に栄養ドリンクを与えたら、人間を超えてしまった！　ごくごく普通の栄養ドリンクで、珍しいものは入っていないはずなのだが、ほぼ野生の動物であるいくみの身体からだには効果が強すぎたのか？


    「いくみ、テンションが上がりすぎだから、ちょっと落ち着こうか……」


    　僕がいくみを座らせようと、そばに近づいたときだった。左のももに鈍にぶい痛みが走る。


    「神ローキック！　神の名前を呼ぶんじゃない！」


    　神のくせに地味な技を……。


    「わかったから、神はちょっと座って落ち着こう」


    「イヤだ。神はちょっと歩き回りたい！　わははははっ！　わははははっ！」


    　いくみは両手を広げ、視線を斜め上に固定したまま、部室を周回しはじめる。


    「前を見ずに歩くのは危ないよ」


    　そう注意しようとしたときだった。


    　やっぱり転んだ！　神が自分のカバンにつまずいて転んだ。


    「わははは。ノーダメージ！　神なのでノーダメージ！」


    　むっくりと起き上がり、神は再び部室を歩き回ろうとするが、右脚を引きずっている。明らかにダメージありだ。


    「さあ、神にお菓子をささげなさい。うまい棒神かみ味あじを持ってきなさい」


    「そんな味のうまい棒はないから。とりあえず座ろう」


    「神トルネード！」


    　再び僕の左ももに鈍い痛みが走る。神トルネードは下げ段だんの後ろ回し蹴げりだった。地味なのにすごく痛い……。


    　しかしひるんではいられない。僕はいくみの両肩をしっかりとつかむと、少し強めに身体からだを揺ゆさぶる。


    「落ち着いて。ほら、もう一度よく考えて。自分は誰なのか」


    「私は……ん？　あれ……？　私……なにを……私は……私は神だ！　神だ！　わははは！」


    　一瞬我に返ったかと思ったが、ダメだった！　結局、神だ！


    「もっと、強い刺激が必要なのではないでしょうか」


    　ふみは僕が肩を揺すっただけでは、足りないと考えているようだ。


    「キスすれば目覚めると思うの」


    　絵え美み！　なにを言っているんだ！　なんで僕がいくみとキスを……。


    　そんなメルヘンチックな状況ではない。もっと酔っ払い的な状況だ。


    「あのね、白雪姫じゃ……」


    　そう僕が否定しようとしたときだった。


    「そんな非科学的な方法は認めない」


    　梨り乃のはそう言うと、いくみの前へとつかつかと歩み寄っていく。


    「いくみ。これはプラシーボ効果のようなものだ。初めて飲んだ栄養ドリンクですごい効き目があると思い込んでいるだけ。落ち着いて、もう一度よく考えてみるのだ。いくみ」


    　梨り乃のはじっといくみの目を見て語りかける。


    　いくみはうつろな表情で、ぶつぶつと梨乃に言われたことを反はん芻すうしている。


    「……いくみ……いくみ……そうだ、私は……神だ！　わはははは」


    　おしい！　我に返ったと思われたが、またしても神に戻ってしまった。


    　不気味な笑い声を上げなら、再び部室をぐるぐると回り続ける。


    「しばらく、このままにしておくしかないですかね」


    　ふみがため息混じりにつぶやく。


    　結局、いくみは何十周か部室を旋せん回かいしたのち、水を飲んだら我に返ったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　二次元の世界は仮に行けたとしても、物体が一次元に見えるので、楽しいことはひとつもないようです。やはりここはつらいこともあるでしょうか、現実とうまい具合につきあって、生きていくしかありません。


    　現実の世界といっても、私たちは自分の視点でしか世界をとらえることができないのですから、世界も本人の気持ち次第でいろいろなかたちに変化します。


    　楽しい世界になるかつまらない世界になるかは本人次第なのです。つまりはあなたの世界の神はあなたなのです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「私は神だ！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    「ひっこぬかれる（紐ひも）」


    　僕は部活が陸上部ということや、少しよう林りん寺じを習っているのでメガネに紐をつけてます（メガネが落ちないようにするため）。しかしみんなは気になるらしくよく引っぱられます。実はわりと目のところが痛いのです。いまさら外すのは微妙ですし、個性として気に入っているので外したくありません……。


    　紐を引っぱられないためにはどうしたらよいでしょうか？


    
      （中学三年生　たくちゃん）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    紐ひもにウルシの樹液を塗る。引っぱればかぶれる。


    相談者の耳もかぶれるが。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    噂うわさを流すのです。メガネの紐を引くと、


    二十歳で死んでしまうらしいです。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    引っぱられると同時にそれと同じスピードで


    後ろに進めばＯＫ！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    デザインを工夫すればいいの。


    紐がメガネからさらに脳につながっているようにみせるの。

    

  



  
    【相　談２「親友について」】


    
      二年　木き村むら 直なお久ひさ

    


    



    　僕には親友と呼べる友達がひとりもいません。


    　もちろん友達がひとりもいないわけでありません。クラスではそれなりの会話もするし、趣味の合う友人もいるのですが、それが本当の親友かとなると、正直なところよくわかりません。わからないってことはたぶん違うんだと思います。


    　親友ってなんでしょうか？　どうやったら親友をつくることができるのでしょうか？


    　いまのただの友達の関係から親友の関係にランクアップさせるにはどうしたらいいと思いますか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：進化は環境の変化が誘発する。


    寒いところや暑いところへ、出かけるのだ。
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    ふみ：メロスを参考にしてみては？


    親友を人質に、結婚式に出かけて、寝すごしましょう。
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    いくみ：一度、敵として戦ったあとに、


    一緒にもっと強い敵と戦うといいよ。
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    絵美：大切なものを分け合うの。


    ……ゴッホとゴーギャンの関係を参考にするとおすすめは耳なの。

    

  



  
    　文化祭明け一発目の相談から一週間がたった。


    　再び、部室にはお悩み相談コーナーのためにいつものメンバーが集合していた。


    「進化とは自みずからするものではなく、周りの環境によって誘発されるものなのだ。厳しい環境に踏み出せば、友情も新しいかたちに進化するだろう」


    　理系の梨り乃のが生物の進化になぞらえて友情関係を語る。


    「偉そうなこと言ってるけど、梨乃はここでみんなと話すようになるまで、教室でひとりぼっちだったんでしょ。友達がいるぶんだけ、相談者のほうが偉いじゃん」


    　いくみがからかうような口く調ちようで言う。たしかに梨乃はここでこうしてお悩み相談コーナーの回答者をするようになるまでは、クラスでも誰とも話をせずに、休み時間も本を読んだりじっとほかの生徒を見ているだけで、誰とも交流を持っていないようだった。


    「そ、それは……私には必要がなかっただけだ……。こ、行動動物学的な見地から、人間観察を、行おこなって……じつに興味深かった」


    　いくみに痛いところをつかれたのか、梨乃は顔を赤らめながら反論する。


    「またまたぁ～、強がって、本当は寂しい学校生活だったんでしょ。よかったね、私たちと友達になれて」


    　いくみは感謝したまえとでも言わんばかりに梨乃の脇わきを突っつく。


    「いくみこそ、我々と知り合ってなければ、反省文の失敗で、来年もう一度、一年生をやることになっていたはずなのだ」


    　お悩み相談コーナーができて間まもないころ、いくみは英語の先生に叱しかられて反省文を書くことになったのだが、うまく反省文を書けずに、梨り乃のとふみに手伝ってもらっていたのだ。


    　梨乃はからかわれてムキになっているのだろうけど、そんな古いことまで掘り起こして反論しなくたって……。いくみもなかなか引き下がろうとしない。


    「そんなことないよ。梨乃なんか、友達ひとりもいなかったくせに！」


    「いくみも一年を二度やれば、クラスに友達はひとりもいなくなる。私たちに感謝するがいい」


    「感謝なんかしないよっ！　だって、まだ許してもらってないもん！」


    「いくみさん。まだ許されてなかったんですかっ！」


    　いくみの衝撃発言にふみが目を丸くする。


    「うん。いろいろと、こじれちゃって。月一ペースで反省文出してる」


    　……まだやってたのかよ！　先生もいい加減に許してやれよ。


    　あきれはてているのか、かける言葉が見つからないのか、誰も言葉を発さない。さっきまで激しく言い合っていた梨乃でさえも、ただ哀あわれみの表情を浮かべるばかりだ。


    「まあ、それはそれとして、相談者の悩みに答えようか。どうやったら親友がつくれるかなんだけど」


    「やはり親友について考えるなら『走れメロス』を抜きにして考えることはできないと思うんですよ。あのお話からすべてが学び取れると思うんです。自分より友人のことを大切にし、友人を信じる。それが暴君の気持ちまでをも変えてしまうのです」


    　ふみはなおも『走れメロス』のすばらしさについて語り続ける。文体のすばらしさから、簡潔にまとめられた筋立てのすばらしさ。太だ宰ざいが井い伏ぶせ鱒ます二じからお金を借りようとしたことなど、太宰の交友関係まで、語りつくす。


    「ふう、グラウンドに犬でもこないかな」


    　いくみはメロスにはまったく興味がないようで、窓の外をぼんやりと眺めている。


    「いくみさん。聞いてますか？　もしかして『走れメロス』を知らないのですか？」


    「……知ってるよ。……いい話だよね。はんぱないよね、メロスのロケットスタートは、感動するよ」


    　いくみはふみに一切目を合わせずに答える。……どう考えても読んでいない。


    「どのあたりに感動されたのですか？」


    「……すごい特訓して、百メートルの世界新記録を出したり……」


    「なんの話です？」


    「ああ、それはぺロスか。ぺロス選手の話だった」


    　誰なんだ、ぺロス選手！　おそらくそんな人はいないだろうけど。


    　いくみは読んだことがあるフリができたと感じたのか、安あん堵どの表情を浮かべている。


    「メロスはあくまで参考の例で、大事なのは自己犠ぎ牲せいの精神だと思うんです。友達のために、自分にデメリットがあることでも進んで行おこなう。そんな交流が親友をつくることになると思うんです。友達のために自みずからを犠牲にするのです」


    　ふみもいくみがメロスを知らないことを察したようで、メロスなしで自分の考えを伝えようとする。自己犠牲の精神が親友をつくるとの意見だが……。


    「なんだかポップじゃないの」


    　ふみの意見に反論したのは絵え美みだった。


    「どういうことでしょうか？　ポップじゃないというのは……？」


    　絵美の発言の真意がよくわからないらしく、目を丸くしている。


    「メロス……なんだか汗臭くて、ポップじゃない。ポップじゃないと、心が届かないの」


    　要は、『走れメロス』のような友情関係は汗臭くて、絵美にはなじまないってことみたいだけど……。たしかにメロスの友情はちょっと大おお仰ぎようすぎて、普通に生活をしていたら、ちょっと重くて、だるいかもしれない。


    「どうすればポップに親友をつくることができるのかな？」


    　絵美は僕の質問に答えることはなかった。


    　無言で立ち上がると、なにやら自分のカバンを引っかき回しはじめる。


    　どうやら、粘土を取り出したようだが……。


    　ひと言の説明もなく、一いつ心しん不ふ乱らんに粘土と格闘し始める。


    　どうやら、人間の耳を作っているようだ。回答のゴッホとゴーギャンのエピソードを粘土細工で表現しようとしているのだろうか……。


    　絵美は絵画だけでなく、造形でもすばらしい腕を持っていた。みるみる粘土がリアルな耳の形へと変へん貌ぼうを遂げていく。


    「この耳を……」


    　絵美はそれだけ言うと、できあがった耳を隣に座っていたいくみに渡す。


    「ありがとう……じゃあお返しに」


    　いくみはうまい棒を絵美に渡す。


    「それなら……」


    　絵美は先ほど渡した耳を取り戻すと、うまい棒をそっとくるむ。


    「ほほう……」


    　うまい棒にへばりつく耳の形の粘土……。それを見て満足げにうなずく絵美。


    「……このほうがポップなの」


    「ただ変人ふたりが会話しているだけではないですかっ！」


    　なぜか絵美は誇らしげだが、まったくふみには伝わっていない。僕もさすがに、これがポップな親友のつくり方だと言われても納得できない。


    「そもそも親友につくり方などないのではないか。無理やりにつくった親友など親友と呼べるのか？」


    　議論が進まないことにややいらだちを感じたのか、梨り乃のが根本的な疑問を呈ていする。


    「そこをなんとかしてほしいって相談だから」


    　そう言いながらも僕にも具体的なアイディアは思いついていない。


    　いまの軽い友達を親友と呼べるところまで、関係を深めるしかないんだろうけど……。


    　ほかのメンバーもアイディアがなかなか出ないようだ。


    　梨乃は押し黙ったまま。ふみはなにかヒントはないかと辞書を調べ始める。いくみは再び窓の外を眺めだし、絵え美みは耳の量産体制に入っている。


    　この重苦しい沈黙を破ったのはふみのひと言だった。


    「親友って意味を英和辞書で調べるとconfidantという言葉が出てくるのですが。ほかにも秘密を打ち明けられるほどの仲とも書かれているのですが……」


    　そうは言ったものの、それがどのように親友をつくることに役立つのか、具体的には思いついてはいないようだが……。


    「それだ。それをやろう」


    　いくみはこれみよがしにパチンと手を打ってみせる。


    「なにがそれなのだ」


    　梨乃はいくみの興奮状態に怪け訝げんな顔をするが、いくみはちっとも気にしていない。


    「秘密の言い合いっこだよ。やろう、やろう。じゃあ、また明日あした、そうだ、パジャマ持ってきてね。パジャマパーティーだから」


    　そう言うと、部室を飛び出していってしまう。


    　どういうことなんだ……。秘密を打ち明けあうといいながら、どうしてパジャマが必要なんだ。まったく理解できない。


    　みんなも理解できていないようで、開け放たれた部室の扉とびらから、遠ざかっていくいくみの背中をただ呆ぼう然ぜんと見送るばかりだった。


    



    　翌日の放課後、僕は一応いくみのリクエストどおりパジャマを持って部室へと向かう。


    　梨乃、ふみ、絵美は集まっているが、集合をかけたいくみがまだ来ていない。


    「どうしたんでしょう。いくみさん」


    「呼びつけておいて、なぜ遅刻するのだ」


    　梨乃は少しいらいらしているが、ちゃんとパジャマは持ってきている。案外素直だ。


    「はぁ、はぁ……、お待たせ……」


    　待つこと一時間、ようやくいくみが現れる。背中に大量の布団を背負っている。いくみの小さな身体からだに布団が覆おおいかぶさって布団が動いているように見える。


    　よくこの量の布団を背負ったまま動ける。さすがいくみだ。


    「ふぅ……、合宿所から借りてきたよ。秘密を言い合うには絶対必要だからね」


    　どうやらみんなで布団にくるまりながら、秘密を打ち明けたいらしい。


    　修学旅行なんかで好きな人を言い合うみたいなイメージなんだろう……。そんなことのために布団を何組も持って移動してくるとは……まったくもって無駄な行動力だ。


    「さあさあ、ちゃぶ台どけて」


    　いくみの指示のもと部室には布団が敷き詰められていく。


    　まず三組の布団を川の字に配置し、余ったスペースには、川の字の上に横線を一本引くようにさらにふた組。


    　合計五組の布団を敷くと部屋がすべて布団で埋め尽くされてしまう。


    　いくみは窓に駆かけ寄ると辺りに人がいないか左右をしっかりと確認し、カーテンを厳重に閉める。万が一にもほかの人に聞かれないようにとの配慮なのだろう。


    「さあ、パジャマに着替えてっ、さあ、さあ。赤あか松まつはどっか別のところで着替えてっ」


    　いくみにせきたてられて、僕は部室から追い出されてしまう。


    　近くのトイレでパジャマに着替えて戻ると、すでに全員がパジャマ姿であった。


    「梨り乃のさんのパジャマかわいいですね」


    　ふみが言うとおり、梨乃は普段のイメージと違って、ふわふわのタオルのような生地でうすいピンク色の、いかにも女の子らしいキュートなパジャマ姿。胸元で揺ゆれるポンポンもかわいらしい。


    「そ、そうかな。なんだか学校でパジャマなのも恥ずかしいものだ。……ふみはワンピースなのだな」


    「はいっ。わりと気に入っているのですが、いかがでしょうか？」


    　こちらはキャミソールタイプのワンピース。ゆったりとしたサイズで袖そでが少しあまり気味で、手がちょこっと出ているだけになってしまうあたり、なんともかわいらしい。なにより、ふみが少し前かがみになると、胸元が開き気味になるのもナイスゆったり感だ。


    「絵え美みさんはナイトキャップをかぶるのですね、珍しいです」


    　絵美は妖精の帽子のようなナイトキャップをかぶっていた。それにおそろいの淡い紫のパジャマ。美術系らしく個性的なパジャマ姿かと思ったが、案外、おとなしいスタイルだ。


    「今日きようは学校だから……、普段はナイトキャップに全ぜん裸らなの」


    　ぜんぜんおとなしくなかった！　なぜ頭だけを保護するのだ！


    「……脱がないでくださいね」


    　着慣れていないパジャマがどうも気に入らなさそうな様子の絵美。その不ふ穏おんな動きを察知したふみが事前に釘くぎを刺す。


    「さあ、じゃあみんなで布団に入ろう」


    　Ｔシャツにスパッツ姿のいくみが真っ先に布団にもぐりこむ。


    　それに倣ならって、梨り乃の、ふみ、絵え美みもそれぞれ布団に入る。


    　戸惑いながらも、僕も残った川の字部分の一番外側の布団へともぐりこむ。


    　カーテンを閉め切った部室は電気を消すと、まるで夜のように薄暗くなっている。


    　雰ふん囲い気きづくりのために、部室に急に設置されたものとはいえ、女の子たちと一緒に布団に入るのはなんともドキドキする。


    「なんだか秘密の会って感じがしてワクワクしますね。いくみさんがこだわっていた理由がわかった気がします」。


    　布団の中で枕まくらに顔をうずめながら、ふみが楽しそうな笑え顔がおを浮かべる。


    「でしょ、でしょっ！　じゃあ、さっそく秘密大会スタートッ。赤あか松まつからね」


    「僕から!?」


    「秘密は男子が先でしょ」


    　いくみはさもあたりまえであるかのように謎なぞのルールを適用する。そんな秘密って言うほど大層な秘密なんてないのだけど……。


    　僕がなんの話をしていいのか迷っていると、いくみが突然、布団から身を乗り出して、僕の顔を覗のぞき込んでくる。


    「エッチなのはどこに隠しているの？」


    「エッチなの？」


    「男子だから持っているでしょ。エッチな本とか漫画とかＤＶＤとか」


    　なんでそんなことを聞きたがる？　僕がどこにエッチなコンテンツを隠していても、別に興味ないだろうに……。


    　……って、全員、目をキラキラさせて僕の顔を覗き込んでいる！　まるで絵本を読んでもらう前の子どものように僕の答えを待っている。まさかそんなに興味を持たれるとは……。


    「……自分の部屋に机があるのだけど、そこの一番下の引き出しをノコギリで三割くらい短くして、そこにできたスペースに……」


    「なかなか厳重ではないか。デスノートの隠し方に似ている。そんなに必死に隠すものなのか……」


    　梨乃が興味深そうに言う。


    「普通はベッドの下とかだと思うけど……」


    「じゃあ梨乃の秘密」


    「私の……、実はまだぬいぐるみを抱いて寝ている。小さいときに買ってもらった、大きなクマのクーちゃんがいないと寝つけないのだ……」


    　梨乃はそう告白し終えると、真っ赤かになった顔を枕にうずめる。


    　別にそんなに恥ずかしがることもないと思うのだけど。


    「そんなに恥ずかしがるとは……、さては、クーちゃんとほかになにかしているな」


    「な、なにもしていない。なにも……なにも」


    　いくみの言葉に梨り乃のが露骨に反応している。顔を枕まくらにうずめたまま布団の中で泳いでいるかのように脚をバタバタさせている。


    「ふははは、やっぱり、やっぱりっ！　さあ、吐け。秘密を吐くんだっ」


    　野生の勘なのだろうか、いくみはこんなことだけ、察しがいい。


    　いくみは執しつ拗ようにさらなる秘密の公開を迫る。


    　するすると自分の布団を這はい出し、梨乃の布団へと飛び込んでいく。いくみの姿はまったく見えないが、梨乃の身体からだをくすぐっているのだろう。掛け布団が激しく動いている。


    「……や、やめろ、なにをする……言うから、言うから、そこは……」


    「さあ、言わないと、もっと、すごい場所を……」


    「キスの練習をしているっ！　その、いつかしかるべきときのために」


    　クマのぬいぐるみでそんなことを……。恋愛にはまったく興味がないそぶりだったのに、実は練習までしているなんて……。


    「よし、いい秘密だった。じゃあ次はふみね」


    　いくみの宣言によって、梨乃は解放され、次はふみの番となる。


    　素直な性格のふみには秘密などなさそうに思えるが。


    「私はですね……」


    「ふみはおっぱいの大きさ教えてよっ！」


    　いくみがふみの告白をさえぎって、勝手にテーマを決める。


    「それは……秘密です」


    「秘密を告白する会だ。なにカップなのだ」


    　いくみの援えん軍ぐんはまさかの梨乃だった。自分の秘密を告白させられて、開き直っているのだろう。なんだか目が据すわっている。


    「それは……その……」


    「ここだけの秘密だから、絶対に誰にも言わないから。拷ごう問もんされても言わないから」


    　いくみの圧力に負けて、ふみは意を決して告白する。


    「その……ＥとＧの間とでも……」


    「Ｊだ。Ｊカップだ！」


    　Ｆだ！　いくみは馬ば鹿かすぎる！　こうしていくみ以外はふみの胸の大きさを知ることができた。決して誰にも言うまい……。


    「これで、私は終わり。じゃあ、次は絵え美みさんです。すごい秘密を告白してもらいますよ」


    　ふみには珍しく少しサディスティックな表情で絵美を見つめる。梨乃もそうだったが、自分が秘密を告白させられると、こんな感じになってしまうのか……。


    「……私は……秘密なんてないの」


    「ダメです。なにか秘密を告白してくれないと」


    「……普段から……すべてをさらけ出してるから」


    　絵え美みは淡々と答えるが、それではこの会の意義が……、あれ？　なんだか絵美が布団の中でもぞもぞと動いている。いったいなにをしているんだ？


    「絵美さん、もしかして脱ごうとしていませんか？」


    「…………気のせいなの」


    「ちょっと、失礼」


    　ふみは僕に見えないように、気をつけながら、絵美の布団を少しめくって中の状態を確認する……。


    「すでに下着だけではないですか！」


    「…………はだけてしまっただけなの」


    「普段はどんな格好で寝ていてもかまいませんが、ここではダメです。ちゃんと着てください」


    　ふみにたしなめられて、再び布団の中で絵美がもぞもぞと動く……。


    「ちゃんと着ましたか？」


    　こくこくと絵美がうなずいてみせる。


    　疑いのまなざしを向けるふみ。再び絵美の布団をめくり確認するふみ……。
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    「全ぜん裸らではないですか！」


    　むしろ脱いでいた！


    　ふみはあわてて、めくった掛け布団を戻して、厳重に絵え美みをくるむ。


    「早く着てください！　なにを考えているのです」


    　ふみは絵美の秘密を聞こうとはせず、これ以上あられもない姿を見せないよう、絵美の上に自分の掛け布団もかける。まるで重病人のような姿だ。


    「……なにか秘密がないか考えてたら、いつの間まにか……脱いでたの」


    「すでに秘密以上のものを出してしまっているではないですか」


    　たしかに、全裸になってから秘密を言われてもなんのインパクトもない。


    　結局、絵美はすべてをさらけ出したからとの理由で秘密を告白したとカウントし、最後に残ったいくみの番となる。


    「どうしよっかな。秘密……やっぱり恥ずかしいね」


    　いくみは照れながらもどこかうれしそうに、自分のどんな秘密を打ち明けるか、考えを巡らせている。


    「発ほつ起き人にんなのだから、飛び切りの秘密でなければな」


    　梨り乃のがいくみにプレッシャーをかける。いくみもそのあたりは感じているようで、珍しく長考に入ってしまう。


    「うーん。すごい秘密……そうだ、あれを言っちゃおうかな……」


    　ようやくいくみの考えがまとまったときだった。


    「絵美さん。なにをしようとしているのです」


    　ふみが布団から出ようとしている絵美を目ざとく発見する。


    「別に……布団が……ちょっと暑いから」


    「ちゃんと着ているでしょうね」


    「もちろんなの……」


    「それなら、いいのですが…………、ちょっと待ってください！　ここにパジャマが落ちているじゃないですか。ブラもっ！」


    　ふみが言うとおり、絵美の布団の奥、部室の壁際に、脱ぎ捨てられた衣類が落ちている。


    　どう考えても、まだ全裸だ。


    「…………」


    　絵美はなにも答えない。ただ飼い主に叱しかられた子犬のような目でふみを見つめている。バツが悪そうな、甘えているような……。


    「なぜです？　なぜ全裸なのですか」


    「……布団の中で服を着ているのが気持ち悪いの」


    「ならば、なぜ布団から出ようとするのです」


    「話せば……長くなるの……」


    「私の目の黒いうちは、絶対にそのような、はしたない真ま似ねはさせませんよ」


    「今日きようのところは見み逃のがして」


    「見逃しません」


    　絵え美みがおかしな動きをしないように、じっと見張り続けるふみ。なんなんだ、この奇妙な争いは……。


    「ちょっと、私の秘密を発表するよっ！」


    　すっかり忘れていた。いくみが秘密を告白する番だった。


    　秘密より圧倒的に刺激の強い争いが行おこなわれて、すっかり意識から外れてしまっていた。


    「そ、そうだったね。とりあえずみんなでいくみの秘密を聞こうよ」


    　僕がそう言うと、ようやくみんなの視線がいくみに集中する。


    「じつはね……私ね……えへへ……こう見えてね……へへ」


    　いくみは自分の秘密に自分で照れてしまってなかなか話が本題に入らない。


    「私ね、うまい棒をね……」


    「絵美さんっ！　ダメです」


    　ふみがいくみの話をさえぎって、絵美に飛びつく。


    「バレた……」


    　絵美はみんなの視線がいくみに向いている隙すきに、そっと立ち上がっていた。


    　それに目ざとく気づいたふみがあわてて絵美の身体からだを布団で覆おおう。


    　しまった。なんでいくみの話なんか聞いてたんだ。聞いてるにしても、後ろを向いて聞いてるんだった。


    「赤あか松まつ、どっち見てるのさ。こっちを見てっ！」


    　まだなにか見られるのではないか……。そんな一いち縷るの望みにかけて、絵美を見つめていた僕の首をいくみが両手でつかんで、強引に自分の方向へと曲げ直す。


    「あのね、一か月くらい前なんだけど……うまい棒で……」


    「絵美さんっ！　またっ！」


    　後方からふみの悲鳴に近い声が聞こえる。


    「赤松……秘密を聞いてっ！」


    　いくみが僕の頭を両手で押さえつけて、振り向かせてくれない。


    「違う……。パジャマを着るだけなの」


    「だったら早く着てくださいっ！　なんで棒立ちなのですか」


    　これはいかん。早く振り向かなければ。仮に振り向くと魂たましいを取られてしまう道の途中だったとしても僕は振り向くぞ。


    　しかし、いくみの両手は僕の頬ほおをがっちりと捕らえて、離さない。すごい力だ。全力を首に込めているのだが、ちっとも動かない。まだだ。あきらめないぞ。人間は痛みや怪け我がを恐れる気持ちから、筋力のすべてを使うことができないらしい。いまこそリミッターを外して、潜在能力のすべてを使うときだっ！


    　うおおおお、見せてやる僕の限界をおおおっ！


    「ぬぬぬう、むにゅうううううっ……あのね、うまい棒をね……」


    　首が動かないっ。いくみも全力で僕の頭を押さえつけている。


    「絵え美みさん。ひと休みしないでください。なぜ先にお茶を飲むのです！」


    「暑かったから……」


    「先に服です。もう、私が着せてあげます」


    「い……くみ、振り向かせてくれええええええ！　時間がないんだあああああ！」


    「させないよおおおお！　ぬおおおおお……秘密を聞けええええええええ！」


    　……激闘の末、僕が振り向いたときには、絵美はすっかり着替えを終えていた。


    　そして、戦いのさなかにいくみの秘密が発表されたらしいが、まったく覚えていない。


    　聞こえてはいたのだろうが、まったく意識のなかには入ってこなかったのだ。覚えていないが、たぶんたいしたことない秘密だろう。


    　こうして、僕たちは秘密を告白しあって、お互いがお互いの秘密を共有しあう仲になった。これで友情がより深まったかどうかはわからない。それがわかるには時間がかかるだろう。


    　しかし、時間をかけずともわかることがある。


    　首に無理な力を入れたせいで僕がムチウチになってしまったことだ。

  



  
    【回　答】


    



    　親友をつくる方法ですが、「助け合いが必要なほど厳しい環境に身をおけば自然と親友関係になる」「自分の都合よりも友達を優先させれば、それに応こたえてくれる友達も出現する」そのような意見が出ました。


    　また、秘密を打ち明けあえば、より深い関係になれるとのアイディアも出ました。これは効果的な方法かとも思われましたが、相手が秘密を告白している途中で、別のことに気がいってしまうと、大変相手を怒らせてしまい、怪け我がのもとです。


    　秘密を聞くときはくれぐれも真剣に耳を傾けるようにしましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「ぬおおおおお……秘密を聞けええええええええ！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　友達がテニス部か吹すい奏そう楽がく部ぶどちらに入部するか迷っています。私が吹奏楽部に入る予定なので、吹奏楽部をすすめているのですが、なかなか決めてくれません。どうすれば吹奏楽部に決めてくれますか。


    
      （望もち月づき柚ゆ香か）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    運動は活かつ性せい酸さん素その発生を促うながす。


    身体からだに悪いのでやめておくべき。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    噂うわさを流すのです。


    テニス部の部室には妖怪ラケット舐めが出ると。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ここは間をとって、ふたりでサッカー部に入ろう！


    サッカーしようぜっ！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    音楽のすばらしさは、演奏で伝えるの。


    もしくは、テニスのダルさを演奏で伝えるの。

    

  



  
    【相　談３「疑ぎ心しん暗あん鬼きな気持ち」】


    
      大熊猫ぱんだ野や郎ろう

    


    



    　たとえば誰かに親切にされると、「なにかウラがあるんじゃないか？」とまず疑ってしまい、心から感謝できません。


    　どうすれば物事を純粋に見ることができるでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：論理の問題。自分にウラがあるから、相手にもウラがあると考える。


    そしてそれは振る舞いとして正解。
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    ふみ：愛を感じるのです。


    あなたが生まれたこと自体が愛の成果なのです。
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    いくみ：考えすぎちゃだめ。親切にされたら親切を返す。


    冷たくされたら、おもいっきり殴る。
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    絵美：人間は助け合って生きるようにできているの。


    原始の心に戻るの。……脱ぐの。

    

  



  
    　あれから一週間……。ムチウチはまだ完治していなかった。コルセットは外れたものの、首を動かすとまだ痛みがある。この一週間、クラスの連中は僕を心配してくれて、「事故にあったのか？」「暴行事件なのか？」などといろいろ聞いてくれたのだが……、誰にもその原因を伝えることはなかった。後方で女子が脱いでるっぽくて、どうしても振り向きたかったんだけど、阻そ止しされて……などと、伝えられるわけがない。とんでもない変態扱いを受けてしまう。「まあ、ちょっと」などとヘラヘラ笑ってごまかし続けるしかなかった。


    　相談者とは事情は違うが、僕も他人の親切を素直に受け止めることができなかったのだ。


    　僕の事情はさておき、問題は相談者だ。親切を受けるとウラがあるのではないかと、勘ぐってしまうらしいが……。


    「自分がそうであるから他人もそうだろうと考える。彼はおそらく他人に親切にするときはなにかウラがある人なのだろ」


    　梨り乃のがいきなり相談者をディスった！　申し訳ない！　ごめんよ、大熊猫ぱんだ野や郎ろうさん。


    「せっかく相談を送ってくれた人に、それは……」


    　僕がとりなそうとするが、梨乃はまったく悪わる気ぎはないようで、むしろあわてている僕の顔を意外そうに見つめている。


    「なにをそんなにあわてふためいているのだ。むしろそれは正しい振る舞いだと私は言いたいのだ。直す必要はない。相手の気持ちを類るい推すいし勘ぐる。これは人類が進化の過程で獲かく得とくした武器なのだ。魚類にエラがあるように、人類にはウラがある。自じ明めいのことだ」


    　梨り乃のは相談者にウラがあると考えることが正しいと考えているようだ。


    　人間にはウラがあるのが当然、勘ぐれと得意げに主張する……。せっかくかわいいのにつくづく残念な人だ。


    「梨乃さんは、人の愛が信じられないのですか？」


    　梨乃の回答に対してさっそく異議を唱えたのはふみだった。


    　なんとも寂しそうな表情。まるで梨乃を哀あわれんでいるかのようだ。


    「蟻ありはアブラムシを外敵から守る。その目的はアブラムシのお尻しりから分ぶん泌ぴつされる甘い液体を得るため。人間関係もそのようなものではないか」


    　梨乃はさも当然であるかのような口く調ちよう。ドライだ。相談者よりもさらに心が冷え切っている気がする。


    「利用価値がある人には親切にするとか、寂しいです。困っている人がいたら、できるだけ親切にする。親切にされたら心から感謝する。それが人間の正しいあり方です」


    「人間のあり方に正しいも正しくないもない。社会道徳は群れで生きるための、ルールにすぎない。ルールに抵てい触しよくする前からルールに縛られて生きるのは、人間の自由な行動を奪う結果になる」


    「でも私は感謝の気持ちを忘れたくありません。なにかウラがあるんじゃないかと疑って生きるなんて寂しいです」


    　ふみも一歩も譲ゆずらない。


    「だからと言って、過か剰じように善人であろうとするのも私は感心しない。ふみは素直だしいい人すぎる。ウラのある人間に利用されてしまわないかと心配なのだ」


    「そんなことありませんっ。利用なんてされません」


    　ふみは梨乃の言葉に少し口を尖とがらせて抗議してみせるが……。もうその反応がすでに素直さ丸出しだ。


    「少しは相談者のように勘ぐるくらいのほうが、効率的なのだ」


    「そんなことありません。人を疑うのは寂しいことです」


    　お互いに意見を対立させたまま、どちらも一歩も譲らない。


    　膠こう着ちやく状態を打破するべく、その対立に割って入ったのはいくみだった。


    「ほら、ややこしく考えるから、そうやってゴチャゴチャしちゃうんだよ。もっとシンプルでいいんだよ。ウラがあるとかないとか、変なこと考えない」


    　梨乃は人間の行動のウラを考えるべき派、ふみは人間の善意を信じる派だとしたら、いくみはウラがあるかないか自体考えない派なのだろう。言い換えるなら、梨乃が性せい悪あく説せつ派、ふみは性せい善ぜん説せつ派、いくみは……馬ば鹿か派だろうか。


    「たとえばいくみはあまり知らない人からプレゼントをもらったらどうするのだ。素直に受け取るのか？」


    　梨り乃のがいかにもなにかウラがありそうなシチュエーションを例に挙げる。


    「……まずよく嗅かぐでしょ。いい匂においがしたら食べるっ！」


    　ほぼ動物の判断方法。そもそもプレゼントが食べ物とは誰も言っていないのだが……。いくみは食べ物が欲しいんだろう。


    「毒が入ってないにしろ、プレゼントを受け取ったら、あとでなにか要求をしてくるかもしれないぞ」


    「なにを要求してくるのさ？」


    「たとえば、その……肉体関係を……」


    　梨乃は自分で言っておきながら、自分で照れている。


    「かば焼きさん太郎で？」


    「誰もプレゼントがかば焼きさん太郎とは言っていない！　なにかもっと高級なものだ」


    「たとえば？」


    「電子顕けん微び鏡きようとか……」


    「いらない……」


    　いくみは本当に、せっかくもらったプレゼントが電子顕微鏡だったかのように、嫌そうな表情を浮かべる。


    「もっといくみの欲しいものでもなんでもいい。とにかくそれほど知り合いでもない人が高級なプレゼントを渡してきたらどうするかなのだ」


    「まずプレゼントをよく嗅ぐでしょ。それからプレゼントを持ってきた人を嗅ぐ」


    「なぜ人まで嗅ぐ！」


    「匂いで悪い人かどうかわかるでしょ！　悪い人だったら、ガブリだよ」


    　完全に犬方面の判断基準だ。たしかにこの方法なら、相手にウラがあるかどうかなど関係ない。そもそもいくみにプレゼントを渡して肉体関係を迫ろうとしても、ただプレゼントを失うだけの気がしてならない。


    「その方法は一般的には参考にしづらいかな……匂いで判断する以外にはなにか？」


    　本人以外使用不可能な、いくみプレゼンツあやしい人の見分け方トークに終止符を打ったのはふみだった。


    「人を信じるということは究極的には理屈じゃないと思うんです！」


    　ふみはそう力強く宣言するとなおも言葉を続ける。


    「もちろん、あやしい人や、ウソをつく人もいますが。それでも人を信じる。信じたいって、人間の本能だと思うんです。人間である限り人を信じるのです」


    　意外なことに梨乃はその意見に反対しなかった。


    「あながち、間違っていないかもしれない。人間は群れで行動する動物。本能的に同じ群れに所属する個体は信頼しあう。そんな脳の働きがあってもおかしくないかもしれない」


    　どうやらふみの言葉に心を動かされて、信頼しないほうが効率的との考え方を改めたようだ。


    「私もみんなを信用するよ。秘密を教えあった仲間だからね」


    　厳密にいうと絵え美みといくみの秘密は聞いていないのだが……。それはそれとして仲間であることは間違いない。


    　いくみが自分の手を前に出す。


    　円陣を組んだスポーツ選手が手を重ねて、「ファイト！　オー！」みたいなことをするが、どうやらあれをやりたいようだ。僕たちはちゃぶ台を囲んで円状に座っている。


    　迷うことなくふみと絵美が手を重ねる。梨り乃のもちょっと恥ずかしそうにちょこんとその上に手を添えた。最後に僕が手を重ねる。


    　みんなの手がそろったことを確認するといくみが叫ぶ。


    「私たちはずっと仲間だよ。困ったことがあったら絶対に助けあうよ！」


    「オーッ！」


    「まずはコンテストの書類を助け合って仕上げるぞ！」


    「オー!?」


    



    　第一新聞部と生徒会の共催で開かれるビッグイベント、九く文もん学園美少女コンテスト。


    　そのイベント内で行おこなわれる不正を調べるために、いくみがコンテストに参加することになっていたのだが。まずはその第一関門として、書類審査と映像での審査がある。


    　これを通過しないと、潜入捜査以前に門前払いになるわけで……。ここは必ず通過しなければならないのだが。


    　いくみは自分のカバンから応募用紙を取り出す。以前彩あや香かから手渡されたものだ。


    



    　～九文学園美少女コンテスト応募用紙～


    



    　名前：鈴すず木きいくみ　学年：　　年　クラス：　　組


    　身長：


    　スリーサイズ：95・53・82


    　趣味：


    　特技：腕ひしぎ逆十字


    　座ざ右ゆうの銘めい：


    　長所：


    　短所：


    



    「なに書いていいかわかんなくてさ」


    　ほぼ空欄になっている応募用紙を見つめながら、いくみは苦笑いを浮かべている。学年とクラスくらい記入できると思うんだが……。


    「スリーサイズ、……サバ読んでいる」


    「絵え美みちゃん。それは内緒だからっ！　言わなきゃバレないんだから。隠れ巨きよ乳にゆうだよ……」


    　いくみは口に指をあてて、内緒だとアピールしているが。


    　……本当だ。バスト95……。隠れ巨乳もなにも明らかにないのに、どこに隠しているんだ。それこそ次元の狭はざ間まにでも隠しているのか……。


    「それにせっかく書いた特技ですが、もう少しどうにかなりませんか……」


    　ふみが「腕ひしぎ逆十字」の文字を見つめながら、悲しげに言う。


    「なんで？　最強だよ？」


    「知性も品性も感じません。いくみさん。書類審査で落ちてしまっては、意味がないですから、真剣にやりましょう」


    「そこなんだよね。じゃあ、まずは趣味はなんにしよっか？」


    「自分の趣味はなにかを、人に聞いてしまうのですか？」


    「みんなを信じてるからっ！　私の趣味ってなに？」


    　いくみはキラキラした瞳ひとみでふみを見つめている。仲間を信頼するってこういうことなのか？


    　ふみはいくみの圧倒的な依い存ぞん心しんに戸惑いながらも、真ま面じ目めに趣味を考える。


    「いくみさんは読書などしないのですか？」


    　ふみはいくみの趣味を読書にしたいらしい。たしかに読書は知性を感じさせる趣味の代表的なものではあるが……。


    　いくみが読書をしているところを見たことがない！


    「最近はなにか読んだものはありますか？」


    「読書かぁ……うーん……えーと、ねえ……うーむ。むぅう。あったはずだよ。私、読んだよ。うーんとうーんと……むう、ぬぅ……ぜったいに……なにか読んでるよ……むうぅ、ふぅふぅ」


    　いくみは大げさに腕組みをして考え込んでしまう。そんなに記憶の奥底をたどらないとなにを読んだのか思い出せないのか？　もう自我の限界、深層心理まで手た繰ぐりよせる勢いだ。


    「わかった。あれだっ！　モスのトレーにしいてある紙のやつ」


    　たしかにハンバーガーショップのトレーにはお肉へのこだわりとか、環境への取り組みとか書いてあるけど、読書にカウントしていいのか？


    「いくみさん……ほかにはないですか？」


    「週ベ！」


    「しゅうべ？」


    　ふみは聞きなれない響きにぽかんとしているが、『週刊ベースボール』の略だ。美少女コンテストで『週ベ』を読んでいることをアピールするのは戦略上、大間違いな気がする。それこそ偉い人に「喝かつ！」をもらう作戦だ。


    「週ベですか……」


    　ふみが露骨に落らく胆たんしている。


    「……やはり読書は無理があると思うのです。美術鑑賞も知性をアピールする趣味だと思うのです」


    　絵え美みが少しおどおどしながらふみに提案する。


    「では、いくみさん。絵は見たりするのですか？」


    「マックのトレーで……」


    　それハンバーガーができるまでのイラスト！　美術鑑賞ではない。そもそも、いくみの情報源はハンバーガーショップのトレー頼だのみすぎないか？


    「天体観測などはしないのか？」


    　今度は梨り乃のが理系っぽい趣味を提案する。


    「うーん。夜九時には寝ちゃうからな」


    　びっくりするほど早寝だな……。小学生でも高学年ならもう少し起きていると思う。


    「では、プログラミングなどは？」


    「なにそれ？　意味わかんなすぎだし。そんな趣味ないし！」


    　むしろいくみは嘲あざけるような笑みを浮かべる。


    「意味がわからないのはいくみの思考回路ではないか！」


    　梨乃が声を荒らげても、いくみは平然としている。


    　これでは埒らちが明あかない。


    「やっぱり興味のないことを無理に趣味だと書いても、バレるんじゃないかな。いくみの本当の趣味を書くのが一番だと思うんだよ」


    　僕はいくみに、普通に自分の趣味を書いてもらうように提案する。


    　いくみはしばらく応募用紙をじっと見つめたのち、ペンを手に取った。


    



    　趣味：うまい棒を食べる！


    



    　この一文だけでも、知性と品性のなさがありありと表現されている。


    　これでは書類審査の通過は危あやうい。


    「せめて表現をもう少し変えませんか？　いくみさん。知性と品性です」


    　ふみが文系らしい提案をする。ふみの言うとおり、せめて表現は変えてほしい。


    　いくみは再び書類を睨にらみつけると、再度ペンを手に取る。


    



    　趣味：うまい棒を少々食べる。


    



    「食べる量の問題ではありません！」


    　記入直後にさっそくふみから叱しかられてしまう。


    　いくみはぶつぶつ文句を言いながらも、改めて趣味を書き直す。


    



    　趣味：うまい棒を少々おちょぼ口で食べる。


    



    「食べ方の問題でもありません！　そうですね。庶民的なお菓子の研究とでもしましょう」


    「いくみはただ食べているだけではないか」


    　梨り乃のがふみの修正に不満そうだが、ほかの手も思いつかないので、とりあえず趣味は〝庶民的なお菓子の研究〟となる。


    「じゃあ次は特技ですね」


    「えー、腕ひしぎも変えるの？」


    「あたりまえです」


    　いくみはしぶしぶ、特技の欄を消しゴムで消し、書き直す。


    



    　特技：腕を少々へし折る。


    



    「少々をつけたら、品性があると思わないでください！」


    「わかってるって。知性と品性でしょ！」


    



    　特技：大衆的な肘ひじのへし折り方の研究


    



    「意味がわからないうえに怖いです！」


    「さっきのと一緒なのにっ！」


    「一緒だからだめなのです。梨乃さん、代わりに考えてあげてください」


    「……関節の可動域の調査」


    　ふみの仕切りによって、次々に応募書類は埋められていく。


    「じゃあ、いくみさん、座ざ右ゆうの銘めいは？」


    「ああ、あれね。……ちゃんと月水金に出してるよ」


    「……座右の銘の意味がわかっていないのですね？」


    　いくみはふみの問いに「うむ」とだけ答える。一切、恥じ入ることなく、むしろなにかの師匠のような風格すら感じられる。


    「自分の好きな言葉のことです」


    「どりゃああ！　かな」


    「叫び声じゃないですか！　もっといい言葉、人が感動するような言葉です！」


    「……明るい朝をあなたとつくる。朝マック！」


    　一瞬ちゃんとしたことを言うのかと思いきや……。朝マック！


    「朝マックを削除すれば気づかれまい」


    「そうですかね」


    　その後も、ああでもない。こうでもないと、揉もめに揉めながらも、いくみのプロフィール作りは進んでいく。それぞれ個性が強いせいで、意見は対立するが、揉めているのも含めて、なんだか楽しそうではある。お互いタイプは違うが、同じ時間を過ごし、さまざまな経験を共にしたなかで、やっぱり信頼しあえる仲間になったのかもしれない……。


    「短所の部分ですが、どうします？」


    「ステゴサウルス並みの知能。安請うけ合あい。失敗しても反省しない。間食が多すぎる」


    「そんなにいらないよ！」


    「……知ったかぶりも入れてほしいの」


    「だから、そんなにいらないって！　おい、やめろ！　勝手に書かないで！」


    　……信頼関係を築き上げる途中ではあると思う。少なくとも僕はそう信じたい。


    　大混乱になりながらも応募用紙のすべての項目がようやく埋まった。


    「できたっ！　かんぺきっ！」


    　いくみはそう言うとちゃぶ台の前で大の字に倒れる。


    　全力を出してやりきったと言わんばかりの満面の笑え顔がお。ほとんど他人に作ってもらっていたように見えるが、なぜ、倒れるほど疲労するんだ……。


    　僕はおそるおそる、できあがった応募用紙を覗のぞき込む。


    



    　～九く文もん学園美少女コンテスト応募用紙～


    



    　名前：鈴すず木きいくみ　学年：一年　クラス：五組


    　身長：１５０センチ


    　スリーサイズ：82・53・82


    　趣味：庶民的なお菓子の研究


    　特技：関節の可動域の調査


    　座ざ右ゆうの銘めい：明るい朝をあなたとつくる


    　長所：すばやさ


    　短所：安請け合いで知ったかぶりで、いっさい反省をしないものの、とくになし


    



    　短所の部分……。


    　いくみが、梨り乃のと絵え美みにどれだけ短所を挙げられてもかたくなに「とくになし」を主張したためにこうなってしまったのだが……。いくらなんでも強引すぎる。


    「短所はどうしても『とくになし』じゃないとダメなのかな？」


    　いくみは僕の言葉にぶんぶんと首をふって拒否の姿勢を崩さない。


    「短所なんかないっ！」


    　どうしても短所を認めようとしない。それ自体がすでに短所そのものなんだが……。


    「いくみさん。ひとつくらいは短所があるほうが素直で素敵な女性だと思われますよ」


    「本当に……？」


    　ふみの発した「素敵な女性」との単語に、いくみの態度が一変する。


    「じゃあね……これでどうかな？」


    「なにを書いているのですか！」


    　いくみが書き直した短所を見るなり、ふみの顔が真っ赤かになる。ふみはまるで見てはいけないものを見てしまったかのように、書き直された短所を消しゴムで消してしまった。


    



    　短所：短気なところ。ケンカで男子の靴くつに犬の　を　　れて、そこに　　　　こした


    



    　消されずに残っている部分からだけでも、ひどさが伝わってくる。


    「なんで？　短所があったほうが素直で素敵な女性って思われるんでしょ？」


    「素敵な女性はこんなことしません！　下げ品ひんすぎますっ」


    「小さいころの話だよ」


    「いくつでもダメです！　もっとかわいげのあるものにしてください！」


    　いくみはもう一度ペンを手に取ると、短所の欄らんを書き直す。


    



    　短所：ついついお菓子を食べすぎてしまう


    



    「できたっ」


    　いくみは再度畳の上に身体からだを投げ出すと、仰あお向むけになったままガッツポーズをする。


    　できたとは言いがたい出来だが……。


    　しかし、いくみのすがすがしい笑え顔がお。こんなさわやかな笑顔を見せられるとやり直してくれとも言えない。


    　この無む垢くな笑顔が伝わりさえすれば、予選落ちはないはずなのだが……。


    　せめて映像の撮影は頑張ろう。僕は心のなかでそう誓ったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　世の中には悪い人もウラがある人もいます。ですから疑うことは必ずしも悪いことではなく、トラブルに巻き込まれないためには必要なことだと思います。しかし人間は本来信頼し合い、社会をつくっていく生き物。自分が信頼すると決めた仲間だけは信じてもいいのではないでしょうか。普段からいい面も悪い面も見せ合う裏うら表おもてのない人間関係があれば、改めてウラがあるかないか考える必要もないはずです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「明るい朝をあなたとつくる。朝マック」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　友達がどうやら告白するそうです。どういった言葉で告白すればいいのか？　と聞かれましたが僕には、わかりません。やっぱりベタに「君の瞳ひとみに～」みたいなことを言ったほうがいいのでしょうか？


    
      （キンチョール）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    君の「眼球の虹こう彩さいが囲む円形の小しよう孔こう」に恋している。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    君の「夏か侯こう惇とんが矢が刺さって、


    引き抜いて食べちゃった部位」に恋している。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    君の「ボクシングで殴られすぎると


    はがれちゃうところ」に恋してる。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    君の……「ぎょろっとしたあれ」に……ぶわっっとしてる。

    

  



  
    【相　談４「うまく名前をつけたい」】


    
      田た中なか 翔しよう太た

    


    



    　僕はなにかに名前をつけるのが下へ手たで、よく友人に笑われます。


    　自分では普通のつもりなのですが、他人から見ると致命的にセンスがずれているみたいです。


    　どうすればネーミングセンスを磨くことができるでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：センスを問われないよう、番号で呼ぶ。
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    ふみ：流行は移ろいゆくもの。伝統を意識しましょう。


    犬ならポチ、猫ならタマ、ウサギならバックスです。
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    いくみ：練習はウソをつかない。ネーミングしまくるんだ。


    朝ネーミング、昼ネーミング、夜ネーミング！
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    絵美：一瞬のひらめきを逃のがしちゃダメ。

    

  



  
    　いくみのコンテスト応募用紙を作成した翌週、お悩み相談コーナー開催のため、いつものメンバーがいつものごとく集合している。


    　今回の相談はセンスについて。センスか……。むしろセンスがあると思っている人よりセンスがないと思っている人のほうがなんとなく人間的には信頼できる気もするけど。でも本人はセンスを磨きたいと悩んでいるようだ。


    「名前にセンスなど必要ない。確実に識別できればそれでいいではないか」


    　梨り乃のはいきなり、相談者の悩みを否定し始める。


    　梨乃の回答は名前でなく番号にすればよいとの意見。いくらなんでも極端だが……。


    「番号にしてもセンスからは逃れられないの。……番号にすれば番号っぽさが……ぶわっとなっちゃうから」


    　珍しく議論の口火を切ったのは絵え美みだった。センスの問題。やはり美術系の絵美としては興味がある話題なのだろう。身ぶりを交えて、懸けん命めいに話している。


    　完全には理解できないが、とにかく番号で名づければ番号のセンスが出てしまうってことだろうか。


    　しかし梨乃も自説を譲ゆずらない。


    「たとえばＺＶＫ６８４という名前にすれば、センスがずれているなどと言われることもないし、整理しやすくて便利ではないか」


    　ＺＶＫ６８４という名前が実際にあるのかないのかわからないが、たしかにダサいもダサくないも超越してしまっている。


    「それは違うの、想像してほしいの。ＺＶＫ６８４がおじいちゃんの名前だったらって……。そのおじいちゃんは改造人間なの」


    「そもそもおじいちゃんに名前をつけることはありえないと思うのだが……。基本的におじいちゃんは我々が生まれる前から名前がついているものだ……」


    「そういうことじゃないの。……番号には番号のイデアがあるの。対象と名前の関係からは逃のがれることはできないの。デュシャンは単なる便器に『泉いずみ』とネーミングして作品にしたの。だから番号にしたら番号が、ぶわってなっちゃうの」


    　結局、肝かん心じんのところがぶわっとなっちゃっているが、番号で名前をつけた時点で、無機質な、機械的なイメージのようなものが、付ふ与よされてしまうってことなんだろう。


    　ちょっと、話がややこしくなりすぎている気がして、僕は話題を本筋へと戻す。


    「結局、センスがある名前をつけるにはどうすればいいのかな？」


    「……それは……やっぱり……こう……ずばっと」


    　絵え美みはなにかを頑張って伝えようとしているが、もはや身ぶりだけになってしまっている。


    　代わりに具体的意見を提てい示じしたのはふみだった。


    「やっぱり、古来の伝統を意識するべきなのです。赤ちゃんに変な名前をつけることが問題になってますよね。あれはセンスが悪いというよりは、むしろ、いまのセンスで名前をつけてしまっているから問題だと思うのです」


    　ふみは伝統を無視して現代のセンスをあまりにも重視しすぎると、どういうことが起こるのか語り始める。


    



    「まったく、最近の若い親は、名前もまともにつけられんのか」


    　上うえ田だ麻ま可か論ろんはタブレット端末を睨にらみつけながら、吐き捨てるように言った。


    「お義と父うさん、なに読んでるんですか？」


    「この記事じゃ。最近、自分の子どもにバカバカしい名前をつける親が増えて、問題になっとるらしい」


    　麻可論は記事を息むす子この嫁であるジョセフィーヌ六十八世のゴーグル型ディスプレイに転送すると、すっかり白くなった頭髪を撫なでつけながら、なおも言葉を続ける。


    「教養のない人間が親になるから、このような問題が起こるんじゃ。まったく子どもはいつまでも子どもではないのだぞ。大人になったら恥ずかしくてしかたなかろう」


    「変な名前の子、私たちの周りでも増えてますよ。うちの幼稚園でも変な名前の子が増えてるんですよ」


    「そうなのか。ワインディングロードちゃん」


    　麻ま可か論ろんは孫娘であるワインディングロードを膝ひざの上に抱きかかえる。普段は厳格なＣＥＯとして社員に恐れられる麻可論もワインディングロードの前ではただの好こう々こう爺やである。


    「わかんなーい」


    「ワインディングロードと同じ、デンジャラスゴリラ組にも変わった名前の子がいますよ。百二十円ちゃんとか」


    　ジョセフィーヌ六十八世の言葉に、麻可論は眉まゆをひそめる。


    「百二十円？　そんなものは人間の名前ではない！」


    「ほかにも、ボストン行きＪＡＬジヤル45便くんとか、とっとこ人間太郎くんとか、チョッロップッペペントロ朗ろうくんとか」


    「チョッロップッ……もはや発音できないではないか！」


    「それが逆にかわいいらしくて流は行やっているらしいですよ」


    「まったく、日本人は日本人らしい名前が一番。シンプルに絵エ苦ク霊レ亜ア、樽タル斗ト、便ベン通ツでいいのじゃ。親は変な名前では就職に不利になるとは考えないのか？　少なくとも私が人事課の人間であれば、採用を躊ちゆう躇ちよするがな」


    「名前と仕事は関係なくないですか？」


    「いや、おかしな名前をつけるような家庭環境では、教育も行き届いておらん可能性が高い。我が社には必要のない人材だ」


    「お義と父うさんの、じょふふぅっけっ＆つぁあぐぅっばぅぇ物産は名門ですものね」


    「違う。じょふぶぅっけっ＆つぁぁあぐぅっばぅぇ物産だ」


    「すみません。じょぅふふぅっけっ＆つぁぁあぐぅっばぅぇ物産でしたか」


    「じょふふぅっけっ＆つぁあぐぅっばぅぇぉうぉうああ物産という説もある」


    「……じょふふぅっけっ＆つぁあぐぅっばぅぇぉうぉうああ物産」


    「そう、合併前は……じょふふぅっけっ＆ずぁあぐぅっばぅぇぉィィィィ物産だったが」


    「……なんでもいいです」


    　ジョセフィーヌ六十八世は麻可論に聞こえないようにそう言うと、朝食の片づけのために台所へと消えていったのであった。


    



    「……と、近い将来、このようなことになるかもしれないので、やはり古くからの伝統を守らないといけません」


    　ふみはようやく自分の妄もう想そうを吐き出しつくし、話し終えてくれる。


    　長いよ！　とにかく話が長い。長すぎるうえに、よくわからない未来の話だし！　いったい何年くらい後を想定しての話なんだ……。


    　そして、案の定、誰も話を聞いていない。


    　梨り乃のはスマートフォンでネットサーフィンを開始しているし、絵え美みはまた耳のオブジェを作り始めているし、いくみにいたっては、窓から逃走する寸前だった。


    「ちょっと、いくみさん！　どこへ行こうというのですか」


    　ふみが窓のへりを乗り越えようとするいくみの手を引いて引き戻す。


    「だって、話、長いんだもん」


    「ちょっと長くても窓から脱出を試みないでくださいっ！」


    「頑張ってセンスよくなればいいだけだよ。ややこしく考えなくてもいいんだよ。特訓、特訓！」


    　いくみはふみの話によほど飽きていたのか、強引に結論を出そうとする。


    「センスを磨く特訓なんてあるんですか？」


    　ふみが当然の疑問を呈ていする。


    　そもそも特訓してセンスが磨かれるのかどうか、微妙なところだし、どうやって特訓すればいいのかも謎なぞだ。


    　いくみはなにか特訓方法を知っているのか……。


    「……とにかく名前をつけまくるっ！　毎日つけまくれば、そのうち、ネーミング名人になる」


    　いくみは自信満々に答えるが……、


    「そもそも、特訓になるほど名前をつける機会がないと思うんですが」


    「待ってちゃダメ、自分から勝手につける」


    　いくみはそう高らかに宣言すると、すっくと立ち上がる。


    　獲え物ものを探すような鋭するどい目つきで部室内を歩き回りはじめる。どうやら名前をつけられるものを探しているようだが……、そのいくみの動きが梨り乃のの前でぴたりと止まった。


    　じっと梨乃を見つめるいくみ。


    「私にはすでに名前があるぞ」


    　しかしいくみは梨乃の言葉に耳を貸さない。穴が開くほど梨乃の顔を見つめたのちに、ようやく口を開く。


    「三日メガネ坊ぼう主ず」


    「私のことなのか？」


    「メガネかけたりかけなかったりだから。三日メガネ坊主」


    　たしかにかけたりかけなかったりするが、飽きっぽいからメガネをかけるのをやめちゃっているわけではないだろうに……。しかし、いくみはなんだか満足げだ。


    　次に標的とされたのはふみだった。


    　今度はふみの前に立ちふさがると、ふみの姿を舐なめ回すように上から下までじっくりと観察する……。


    「いいとこのおっぱい」


    「私のことですかっ！」


    　ふみが顔を真っ赤かにして抗議する。たしかにふみの家は立派な家だったけど、おっぱいが住んでいるわけではない……。


    　続けざまに、いくみはふみのカバンを指さす。


    「おっぱい入れ」


    「そんな使い方していません！」


    　ただの学校指定のカバンになぜそんな名前をつける……。


    　いくみはなおもふみの身の回りの物に次々と名前をつけていく。


    「秘密のおっぱい成長ドリンク」


    「ただのお茶です」


    「ｏＰＨＯＮＥ６オーフオンシツクス」


    「普通の携帯です。ｉＰｈｏｎｅアイフオーンですらありません！」


    「おっぱいの弟で子し」


    「私は三日メガネ坊ぼう主ずではなかったのか！」


    「いまいち混ざりきれてない人」


    「普通に……ショックなの……」


    　いくみのネーミング攻撃で、部室は混乱状態に陥おちいる。次々に披露されていく、非常に安易かつロークオリティーなネーミング。そのたびに、ほかのメンバーを少しずつ傷つけていく。


    　これは酷ひどい。この特訓はやるべきではない特訓だ。


    「いくみ、もうわかったから。特訓終了してもらっていいかな」


    　いくみはどうも納得いかなさそうな顔をしているが、これ以上みんなを傷つけるわけにはいかない。特訓は終了させてもらう。


    「特訓はあまり効果がなさそうだし……こういうことはやっぱり美術系の絵え美みの話を聞いてみたいんだけど」


    　僕はこの話の結論を得るべく、〝いまいち混ざりきれてない人〟こと、絵美に話を振る。


    　絵美は僕の問いに、黙り込んでしまった。


    　じっと、自分の手を見つめながら、何度も言葉を発しようとしては、その言葉を飲み込んでしまう。


    「センスは言葉で伝えるのが、難しいの……」


    　絵美はもどかしそうな表情を浮かべる。


    「そこをなんとか……」


    「センスって、世界を……こう……、普通の世界を…………」


    　絵美もなんとか自分のイメージを言葉にしようとしているのだが、どうしてもうまくまとまらないようで……。


    「だから……こうなの、たとえば日常って、なんでもぶわっとしているものなの……、だからこの鉛筆もにょろっと……」


    　わしゃわしゃと髪をかき乱しながら、奇妙な身ぶり手ぶりを交えつつ懸けん命めいに説明しようとしてくれいるが、誰にも伝わっていない。


    「……結局はこの鉛筆は鉛筆なわけで……、…………これをふまえて、あとはそれぞれで考えてほしいの」


    　絵え美みはそう言うと、勝手に説明を終える。


    「ぜんぜんわかんないよ。なにをふまえたらいいのさ！」


    「そもそも、センスについて考えてる時点でセンスないの。感じるしかないの」


    　あまりにも不親切な説明にいくみがぶーぶー文句を言うが、絵美は気にもとめない。


    　すっくと立ち上がり部室から出ていこうとする。


    「ちょっと、どこ行くのさ」


    「ここから先は口で教えるものではないの。見て盗むの。準備があるから今日きようはここまでなの」


    　絵美はそう言い残し、部室から去ってしまう。


    



    　翌日の放課後、僕は視聴覚教室へと向かっていた。昨日きのうの晩、絵美からメールでカメラと機材一式の貸し出し申しん請せいを行おこなって、公園に来てほしいと頼まれたのだった。


    　視聴覚室に備品として置かれているデジタルビデオカメラは、デジタル機器の取り扱いおよび、パソコンでの映像編集の学習のために、生徒であれば誰でも貸し出しが可能になっている。


    　申請書に氏名と学生番号を記入して提出すると、引き換えにビデオカメラ、三脚、マイクの一式が渡される。


    　僕はそれを持って、公園へと向かう。


    　センスの神しん髄ずいを見て盗む。そのための実じつ践せんの場として選ばれたのは、いくみのプロモーションビデオ撮影だった。


    　美少女コンテストの予備審査は書類審査と映像による審査。映像審査のために絵美が自みずから撮影と編集を行ってプロモーションビデオを作ろうというのだ。


    　撮影場所として選ばれたのは、学校近くにある公園。お悩み相談コーナーを開始して間まもないころ、ここで水風船を投げ合ったこともあった。


    　学校の近くで美しい風景を撮影しようと考えたら、誰でもまず最初に思い浮かぶのがこの公園だろう。この定番の場所を絵美がどう料理するのか、それがセンスの見せどころだ。


    　僕が公園に到着すると、すでにお悩み相談コーナー一同が集まっていた。


    「前に来たときは、新緑が眩まぶしかったのですが、この時期も素敵ですね」


    　ふみが黄色く色づいたイチョウを見上げながら言う。


    　僕は紅葉を見て感傷的になるような神経は持ち合わせてないが、紅葉をバックに女の子を鑑賞する神経は持ち合わせている。


    　ふみと紅葉、どこか寂しげで、日本的なもののあわれを感じる。これはかなりいい。


    　それに対していくみは、紅葉した木々とあまりマッチしないように思えるが。


    「これに着替えてほしいの」


    　絵え美みは自みずから用意してきた衣装の入った紙袋をいくみに手渡す。


    　いくみは公園のトイレへと消えていく。


    「テーマはあるのですか」


    　ふみは気軽な感じで、間まを持たせるために聞いただけだったろうに、絵美は頭を抱え込んでしまう。


    「テーマ……というかモチーフ……モチーフというより、コンセプト」


    　どうも自分の考えを言葉にするのは苦手なようで、絵美は自分の髪をくしゃくしゃとかき乱しながら答える。


    「つまりは……品性と知性、それでいて……日本的な美、……いくみさんの健康的な美しさ、そして……危なっかしさ」


    　結局なんのことかわからないが、とにかく、いろいろと考えているのだろう。


    「お、おまたせ……」


    　いくみが着替えから戻ってくる。いくみには珍しく動揺している。それも無理はなかった。


    　絵美が用意した衣装、それは巫み女こ装しよう束ぞくだった。意外と似合う。いつもの元気いっぱいのいくみとは違って可か憐れんで、清純で、まさに大和やまと撫なで子しこといったイメージだ。


    　それはそれで、いくみの新しい魅力を引き出していると思うのだが、明らかにおかしい点がある。


    　なぜか巫女装束のそこかしこに焦こげたような跡があり、穴が開いている。腹部の横あたりと、太もも付近に特に大きな穴が開いていて、そこから覗のぞくいくみの白い肌はだ。


    　どういうことなんだろう。これが日本的な美と健康的な美しさを表現しているのか？


    　しかし絵美は衣装についてなんの説明もせずに、いくみに芝しば生ふの上に横たわるよう指示する。不安そうな表情を浮かべながらも、素直に指示に従ういくみ。


    「……梨り乃のさん、あれを」


    　絵美は梨乃から２リットルのペットボトルを受け取り、横たわるいくみの上でそのフタを開ける。


    　──ねとおおおおおおお。


    　糸を引いて、ゆっくりと垂れ落ちる、緑色の粘ねん液えき。


    「わああああ。なにこれ、なにこれ、なにこれっ！」


    　いくみがあわてて跳ね起きて、ぎりぎり粘液から逃のがれる。


    「……よけちゃだめなの」


    「よけるさっ。気持ち悪すぎるよ！」


    　たしかにあれはよける。本能で生きているいくみなら、なおさらよけるだろう。そもそも、なんだ、あの粘ねん液えきは？


    「梨り乃のさんが……作ってくれたの」


    「ホウ砂しやと洗濯ノリだ。すべて薬局で購入できる。もっと時間があれば、より不快感の高いものを製作できたのだが」


    　梨乃はむしろ物足りないとでも言いたげだが……十分だ。すでに触るのも嫌なくらい気持ち悪い。


    「手作りだから……。じっくりコトコトしたやつだから……。垂らさせてほしいの」


    　いくみはぶんぶん首を振って、必死で拒否する。


    　しかし、絵え美みはまったく意に介していない。梨乃特製の粘液を持って、いくみに迫る。


    　いくみは梨乃に助けを求めるような視線を送るが、


    「害はない。安心して垂らされてくれ」


    　むしろ梨乃は誇らしげに答える。


    「待って、せめて、なんでそれを垂らすのか教えてよっ！」


    　いくみが珍しくもっともなことを言う。


    「もちろん……巫み女こさんが酸を出すスライムに襲おそわれているシーンだから」


    　……なにが「もちろん」なのかさっぱりわからない。


    　絵美はとにかく説明責任は果たした、と言わんばかりに、ペットボトルを傾ける。


    　いくみはその手をつかんで、粘液の落下を必死に防ぐ。


    「待って！　なんで巫女さんはスライムに襲われてるのさ？」


    「それは、……衣服を溶かしてしまうスライム型妖よう魔まと戦うことができるのは、代々、引き継がれた陰おん陽ようの秘術を身につけた、奇クシ稲ナ田ダ神社の血統の者だけなのです」


    　こんなことだけは、すらすらと説明する絵美。なんだその設定？　準備とはこの設定を考えることだったんだろうか……。


    「ぜんぜん意味わかんないよっ！」


    　いくみは必死に抵抗しているが、絵美も譲ゆずらない。


    「桜、着物、茶道、浮世絵……いろいろあるけど、究極の日本の美、それは粘液まみれの巫女。……粘液まみれの巫女こそ、きゅんとしてぶわっとしてるの。……間違いないの！」


    　間違いあると思う。


    　しかし、絵美の表情は自信に満ちあふれている。断固たる決意を感じるまなざし。その視線の先には巫女装しよう束ぞく姿すがたのいくみ。


    「……日本の美。やるっ！」


    　なぜか、納得した！


    「赤あか松まつさん。垂らす係を」


    　絵美は僕にペットボトルを手渡すと、カメラを三脚から外す。どうやら手持ちカメラでやるみたいだ。


    「……私、芸術のためなら頑張れるよ。日本の美だから」


    　いくみはそう言うと、芝しば生ふの上に横たわり、好きにしてくれと言わんばかりに、ぎゅっと目を閉じる。……なんだか、非常に申し訳ない気分だ。申し訳ないからやらないかと言われれば、やるのだが。


    「よーい……スタートなの」


    　開始の合図と同時に絵え美みが僕に向かって小さくうなずく。「垂らせ」との合図だろう。


    　ペットボトルを傾けると。ゆっくりと糸を引いて落下する深緑色の粘ねん液えき。


    　その粘液が、はだけた巫み女こ装しよう束ぞくから覗のぞくいくみの引き締しまったふくらはぎへと到着する。


    「うへえええっ！」


    　いくみがたまらず悲鳴を上げる。


    「いくみさん。違うの……大和やまと撫なで子しこは『いやああぁぁ』なの」


    「いやあぁぁぁ」


    「すばらしい……いくみさん……すばらしいの」


    　カメラをぐっと近づけ、脚からおなか、胸元、顔、と舐なめるように撮影していく。


    「燃えてきたの！　もっとスライム攻撃するの！　ふみさん。カンペを出すの！」


    　ふみはカンペ係に任命されていたらしい。
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    　健けな気げにスケッチブックに書かれたセリフをカメラの後ろから掲かかげている。


    「こないでっ！　いやっ……やめて。そ、そんなところに……いやあぁぁ」


    　カンペに書くようなセリフか……。しかし、絵え美みのボルテージはますます上昇している。


    「いくみさん。いいの。日本の美なの」


    「こんな……こんなこと……ああっ」


    「もっと、感情を込めるの！　神に仕つかえる清い身体からだを低級妖よう魔まに好きにされてしまう、その屈くつ辱じよくを表現するの！」


    　絵美が興奮するのは絵え筆ふでを執とったときだけかと思っていたが、カメラでも同様の精神状態になるようだ。触れんばかりにレンズを接近させ、スライムに怯おびえる、いくみの表情をとらえ続ける。


    「赤あか松まつさん。もっと垂らして！　もっと、上に」


    　絵美は僕の粘ねん液えきの投下量が気に入らないようで、僕の手からペットボトルを奪い取ると、カメラ片手に自みずから粘液を垂らし始める。


    　狙ねらいはいくみの首筋、そして胸元。


    「ぎにぃ～！　ひょえっす～！」


    　いくみの喉のどからいままで聞いたこともないような声が出る。


    「ぎにぃ～！　ひょえっす～！　は日本の美じゃないのっ！　もっと艶つやっぽく！」


    　絵美は容よう赦しやなく粘液をいくみの身体に投下し続ける。垂れた粘液が襟元から胸へと滑り込んでいく。


    「わぁぁ、そこは……、べとべとがっ、ぺたって！　ぺたっぺたじーにっ！」


    「違うの！　ペタジーニは違う！　もっと艶っぽく！　やりなおし」


    「やめて。そ、そんなところに……ぎぃ～ぎっ、ぎゃらーどっ！」


    「ギャラードも違う！」


    「ふぁぁ、ふぁ、ふぁるけんぼーぐっ」


    「ファルケンボーグも違う！」


    「う、うぅ……みっみっちぇ……ふぁるけんぼーぐっ！」


    「だから違う！」


    　粘液を垂らせば垂らすほど、どんどん新しいバージョンの悲鳴が上がる。いくみのおもしろい悲鳴コンテストみたいになってきた……。


    　それにしても、どちらかというといっつもちょっかいを出す側のいくみをここまで責めまくれる絵美はすごい。


    　ついには２リットル入りペットボトルすべての粘液をいくみに垂らし切ってしまう。


    　そして、それでも物足りなさそうな表情を浮かべている。


    「ダメなの！　まだまだ足りない！　こんなんじゃ、日本の美を表現できていないの」


    「もうスライムは十分だと思うんだけど」


    　いくみはもう全身に粘ねん液えきの蹂じゆう躙りんを受けている。


    　悲鳴を上げすぎたのか、ぐったりと倒れこみ、首筋からのスライムを逃のがれようとしたために、胸元はかなりはだけてしまい、身体からだにぴったりと白い巫み女こ装しよう束ぞくが張り付いてしまっている。


    　……艶つやっぽさも、もはや、コンテストに提出できないレベルで演出できていると思うが。


    「こうなったら……いくみさん。脱ぐの！」


    「ダメだって！　そんなものコンテストに出したら即失格だよ」


    「コンテストなんて、もはや関係ないの。いくみさんの美しさを最大限表現するの！」


    「ダメだって！」


    　しかし僕の制止では興奮状態の絵え美みは止まらない。


    「じゃあ私が脱ぐ！」


    「なんで監督が脱ぐ！」


    「理由はない。とりあえず脱ぐの！」


    　絵美はすでにブレザーを脱ぎ捨て、ブラウスのボタンを外し始める。


    「させません！」


    　ふみが後方から絵美に飛びつくと、羽は交がい絞じめにして、脱衣を阻そ止しする。


    「ヌードなしには表現できないの」


    　興奮が収まらない絵美は脚を激しく動かして抵抗する。いまにも振りほどかれてしまいそうだ。ふみを助けるべきなのはわかっているが、タイミングが重要だ。僕としてはちょっと脱いでもらってから、阻止したい。


    　しかし、がっちりと拘こう束そくされ、絵美の手はばたばたと宙を掻かくだけだ。


    「絵美さん、ヌード以外だったら、なんでもいいですから。とにかくヌードはやめましょう」


    「じゃあなにがあるの」


    「もう制服でいいのではないか？」


    　梨り乃のの何げないひと言。先ほどまで激しく蹴けり上げられていた絵美の脚がぴたりと止まる。


    「それなの！　制服。女子高生の制服。日本の美なの」


    　結局、制服か！


    　いくみは再び制服に着替えさせられ、ごくごく普通に、公園で散歩する姿を撮影することになったのだった。


    　こうしてできた二本のプロモーション映像の一本は秋の公園を散歩するいくみ。もう一本は巫女装束で粘液に襲おそわれるいくみ。


    　当然ながら秋の公園を散歩するバージョンをコンテストには提出した。そしてもう一本はＤＶＤに焼いたうえで僕の机の引き出しの裏へと収納されたのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　センスがよくなるためにどうすればいいか。センスの問題にしないために、番号を利用する、迷ったら伝統に立ち返るなど、さまざまな意見が出ました。そしてセンスの神しん髄ずいを知るために、我々の中でもっとも美的センスの高い、絵え美みから学ぶことにしました。


    　その結果、センスとはなんなのか、ますますわからなくなってしまいました。そもそもセンスとはわからないもの。言葉で言い表わせないのです。最終的に説明できないものこそがセンスなんでしょう。とにかくセンスについて考えすぎると危険な方向に進んでしまうことがありそうです。あんまり気にしないのが一番です。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「そもそも、センスについて考えてる時点でセンスないの。感じるしかないの」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　口ベタで口くち喧げん嘩かになると言葉が出てこなくていつも負けてしまいます。小学生のころは通用していた僕の必殺の悪口「おまえの母ちゃん、デベソ」がまったく通じません。「おまえの母ちゃん、デベソ」を超える悪口を考えてください。


    
      （ひろやす）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    おまえの祖先はネアンデルタール。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    おまえのお婆ばあちゃんはヘソがない。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    おまえの母ちゃん、テベス。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    母ちゃんのデベソがおまえっ！

    

  



  
    【相　談５「危険を遠ざけたい」】


    
      二年　大おお場ば 陽よう一いち

    


    



    　僕には行きつけのゲームセンターがあります。そのゲームセンターには少しガラの悪い中学生がいます。


    　噂うわさによるとカツアゲでお金を奪われる事件も発生したとか。僕は痩やせ型でメガネといかにも標的になりそうな見た目です。ですから、いつかＤＱＮドキユンにからまれるのではと不安でしかたがないです。


    　行きつけのゲームセンターを変えればいいだけの話と思われるかもしれませんが、そこでしかできないゲームもあるのでそうはいかないのです。


    　当然喧けん嘩かでは勝てませんので、どうにか口だけで威い嚇かくしたいのです。こいつにからむとヤバいことになるなと思わせる方法はないでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：「リーチが75センチ、そしてお互いの距離が１メートル50」


    などとつぶやき、数字で威い嚇かくする。
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    ふみ：相手を恐れさせるといえば不敵な笑みです。


    「クククク、たかだか人間が……」って感じです。

    


    [image: ]


    いくみ：海外組のフリをする。


    「しょせん日本レベルだな。世界では通用しないぜ」

    


    [image: ]


    絵美：言葉じゃなく行動で。フランスパンを頭にくくりつける。

    

  



  
    　撮影から一週間後。次のお悩み相談コーナー開催日。


    　いつものように理系、文系、体育会系、そして美術系の四人の回答者が部室に集まっているのだが……。


    　いくみの機嫌がすこぶるよい。


    「ふんふんふん～。やあやあみなさん。ごきげんよう」


    　鼻歌交じりで部室に入ってくると、軽かろやかにスカートの裾すそをつまみあげて、なぜか貴族っぽく挨あい拶さつをする。


    　美少女コンテスト一次審査合格者の発表以来、ずっといくみは上機嫌らしい。


    　すでに自みずからが学校を代表する、知性と品性をかね備えた美女だと、認められた気分になってしまっているようだ。


    　なんのために自分がコンテストにエントリーしたのか、忘れているんじゃないのか……。


    　そんな不安を抱えつつも、お悩み相談コーナーを開始する。


    　今回の相談はガラの悪い連中からの暴力に怯おびえる相談者だ。


    　たしかに男性としては暴力なんて一切否定派でも、からまれたら、謝って許してもらうのもなんだか情けない気がしてしまう。せめて毅き然ぜんと対応したいものだ。


    「相手を威嚇するにも数字は有効。すべて計測されつくしている。そう思わせることができれば、安易に手を出してくることはないだろう」


    　梨り乃のの意見はやはり数字を武器にするものだった。


    「相談者はそれほど強そうではないのだから、このプランこそがぴったりなのだ。足のサイズ、身長、肩幅、すべてを言い当てて『平均的レベルだな』とつぶやく。かっこいいではないか」


    　なんだか自分で説明しながら、少し興奮している様子。梨乃はそういうクールなタイプのキャラクターが好みなのかもしれない。


    「それはわりと早めに負けちゃうタイプです！」


    　梨乃が提案するデータ重視キャラに異論を唱えたのはふみだった。


    「データを集めるのは負けフラグです。基本的に主人公タイプの戦闘力を見誤って負けてしまうのです！」


    　たしかに漫画などではデータ重視のキャラは負けがちだ。


    　梨乃も痛いところをつかれたと感じたのか、明らかに動どう揺ようしている。


    「そ、それは……あとで主人公の仲間になってから活躍するパターンも……。それを言ったら、ふみの『クククク』タイプも負けるではないか」


    「でも恐ろしいほどの強敵のはずです！」


    「そもそも『たかだか人間が……』って相談者はいったい何者なのだ！」


    「たぶん吸血鬼的ななにかです」


    「ヴァンパイア……。それも悪くないな」


    　梨乃が珍しく引き下がった！


    「ヴァンパイアの冷たい笑え顔がお。ぐっときますよね。その瞳ひとみで見つめられただけで、人間は自分が狩られる側だと悟ってしまい、抵抗することすらできなくなるのです」


    　ただ自分の好きなキャラのタイプを語っているだけになってきた。


    　ずっとクールっぽいキャラについて語られても困るので、話の方向を変えるために、いくみへ話を振ってみることにする。


    「やっぱりびびらそうとしたら海外組でしょ。ゲーセンにいる中学生はみんな国内組だから、びびるよ。『やべえ、世界基準の人だ』って！」


    「海外ってどこなのですか？」


    　ふみから根本的な疑問が提てい示じされる。


    「それは……南米だよ。基本、南米」


    　いくみは自信満々に言い切る。南米……。南米のどこだよ！　と言いたいところだが、いくみにそんなところを突っこんでもしかたない。


    「国内組は海外の経験がある人にはびびるからね。カツアゲされても『日本ではこんな感じなんだ』って言われたら、もう恥ずかしくなっちゃうよ」


    　たしかに南米のカツアゲはすごそうだけど。カツアゲの海外組って。


    「海外帰りなら、ベトナム帰りがいいですね。ベトナム戦争では傭よう兵へいとして戦場を駆かけ巡ったんですけど、いまでは足を洗って普通の人間として生きてるんです。そんな人が不良にからまれて、むしろ『ああ、日本は平和だね』って感じがかっこいいと思います」


    　ふみが妙な設定をつけ加え始める。


    「おおっ、なんかかっこいいね」


    　いくみはうんうんとうなずいているが……、相談者は何歳の設定なんだよ。ベトナム戦争に従軍していた高校生って。


    「それならば、やっぱりナイフを出されて、『刃渡り７センチのバタフライナイフか。ベトナムではランドール・Ｍ18サヴァイバル使ってたな……』のような感じでやはり数字を」


    　梨り乃のがまた変な設定を加え始める。


    「それでしたら、ベトナム戦争時に吸血鬼の遺い伝でん子しで生物兵器にされてしまったことに」


    「なにそれ、強そうじゃん！」


    　いくみまで……さっきと変わっていない。


    「じゃあ絵え美みの意見は」


    　僕はまた話題を変えるために今度は絵美に話を振る。


    「ダリはアメリカに出かけたときに、頭にフランスパンをくくりつけて記者会見に登場したの」


    　どうやらサルバトール・ダリの行動をモチーフとしているらしいが。


    「それで？」


    「ダリはそのフランスパンを頭につけて『リーゼントだ』って言ったの。そういう感じで、アヴァンギャルドにパフォーマンスすればいいの」


    　ダリもなにやってるんだか、わかんないけど、絵美もなにが言いたいのかよくわからない。


    　ほかのみんなは理解できているのだろうか……？


    「毒を持つスズメバチは自分に毒があることを示すために黄色と黒の警告色なのだが、ハナアブも黄色と黒の体色で自分に毒があるように見せる。そのようなものだろうか」


    　梨乃は生物にたとえて、絵美の言わんとすることを説明しなおしてくれるが……、


    「……違うの」


    　あっさり否定されてしまった。


    「ではこういうことですか？　不良の方には不良の方なりのルールやモラルがあり、そしてリーゼントは古くからの不良の方の象しよう徴ちよう……、つまりは不良の象徴であるリーゼントを風ふう刺し的てきに表現しているのではないでしょうか？」


    「うん、そんな感じの…………でも、もっと、ぐいっと……やっぱり全然違うの」


    　ふみも懸けん命めいにかみ砕いて説明を試みたが、全然違うそうだ。その徒労感でふみはがっくりとうなだれる。


    　結局、絵美の真意は誰も理解できていなかった。しかし、いくみはそんなことはちっとも気にしていない。


    「もう、ややこしいこと考えないで、もう全部やっちゃえばいいんだよ」


    　全部合わせると頭にフランスパンをくくりつけたベトナム戦争帰りの傭よう兵へいヴァンパイアのフリをすることになってしまうが……。逮たい捕ほされないか心配だ。


    「そうだっ！　もうすぐ、コンテストの二次審査があるでしょ。それで潜入捜査するでしょ。もし見つかって取り囲まれたりしたら、今日きようの話を試してみるよ。なにが一番かすぐわかるよ」


    　もし見つかったら、と言いながらもいくみの口く調ちようはなんだか楽しそうだ。むしろ見つかって取り囲まれ、ピンチを楽しみたいんじゃないのか……。そんな不安を抱いだきつつ、今回のお悩み相談は解散となった。


    



    　二次審査当日。


    　彩あや香かと僕たちお悩み相談メンバーは部室に集合していた。


    　二次審査の控え室には生徒会室が割り当てられている。


    「いくみちゃん。連絡にはこれを使って」


    　彩香が取り出したのは自分のスマートフォンだった。


    　彩香は手際よくスマートフォンをいくみの制服の内側に仕込んで、イヤホンを首筋から耳へと忍ばせる。これで僕の携帯電話と通話しっぱなしにすれば、見つからずにこちらと連絡をとり続けることが可能だという。


    「おおっ、スパイみたいでいいね。映画のアレみたいだね。あーあー、テスト、テスト」


    　いくみはうれしそうに、何度もテストを繰り返している。おもちゃを買ってもらった小学生のようだ。


    「じゃあ、行ってくるね。ばっちりインチキの証しよう拠こを見つけてくるから」


    　いくみはそう言うと意い気き揚よう々ようと部室を飛び出していく。


    



    「いくみちゃん聞こえる。問題ない？　そちらの状況は」


    　彩香がスピーカーモードにした僕の携帯に向かって話しかける。


    『なかなか、いっぱい人がいるなあ。二次予選に通ったのは二十人くらいいるのかなあ』


    　いくみの白しら々じらしい独どく白はくが携帯電話のスピーカーを通じて、聞こえてくる。


    「生徒会長執しつ務む室しつに潜入できそう？」


    『目の前に、浅あさ野のが偉そうに座っているなあ。生徒会長は参加者側に座ってるなあ。審査で忙しそうだから、生徒会長室には誰もいなさそうだなあ』


    　……大丈夫か？　あまりに白々しい独り言を続けているとあやしまれるんじゃないのか。


    「じゃあ、気をつけてね。無理だったら、ギブアップしてもいいから」


    　彩香の言葉に、返事は返ってこない。


    　ガヤガヤと参加者たちの話し声、続いて、第一新聞部の部長、浅野がこのコンテストの主旨とグランプリ受賞者にはすばらしい特典が盛りだくさんであることを誇らしげに説明し始める。


    　その浅あさ野のの声が徐々に遠ざかり、突然、聞こえなくなる。


    　先ほどまで聞こえていた喧けん騒そうも消える。突然の静寂。どうなったんだ？


    　誰もひと言も発せず、携帯電話を見つめる。


    『潜入、成功』


    　いくみの声に、ほっと安あん堵どのため息が漏もれる。


    「さすが、いくみちゃん。すごいよ」


    『……いひひ。まあね』


    　誇らしげないくみの声が戻ってくる。


    「どんな感じですか？　生徒会長執しつ務む室しつは」


    　ふみが携帯の向こうのいくみに尋ねる。


    　生徒会長専用の執務室は一般の生徒が立ち入ることはできず、その内部は公開されていない。そのため、生徒たちの間では、「シャンデリアがある」とか、「でっかい鹿しかの首が壁にかけてある」とかいろいろな噂うわさが飛び交っているのだ。


    『すごいよ。すっごく、ふかふかだよ』


    　残念ながらふみの好奇心を満たす答えは返ってこなかった。とにかく、ふかふからしい。


    　しかし、生徒会長執務室がどんな様子かレポートしてもらう余裕はない。なにかの拍ひよう子しにいつ香か織おりが戻ってくるかわからない。


    「香織のデスクはどこにあるかわかる？」


    『もちろん。立派なのがあるよ。いっぱい書類があって、なんだか立派な花か瓶びんに豪華な花がささってて、高そうなお菓子も置いてあるよ』


    「じゃあ、それを調べてもらえる？」


    『おっけー』


    　返答の後、ガサゴソ、ゴトンゴトンとさまざまな音が断続的に聞こえるのみとなる。


    　いくみがデスクを調べているところなのだろうけど、音声だけでは状況がわからない。


    　ガサゴソ……ガサゴソ……ガサゴソ……ポリポリ……。


    　ポリポリ？


    「いくみ？　大丈夫？　なにかポリポリ言ってるけど」


    『……もぐ大丈夫だよ、もぐ』


    「いくみちゃん。高そうなお菓子を食べたの？　もぐもぐしてるけど」


    『…………心配ないよ。毒はないようだよ』


    　毒見をしたかのような口ぶりだが、そもそも食べる必要がないので、なんのための毒見なのかさっぱりわからない。


    「いくみちゃん。パソコンはないかな？　もしあったらパソコンのメーラーをみて、浅野とのやりとりをチェックしてほしいんだけど」


    『メ、メー、メー…ラー……メーラーね』


    　いくみは、大丈夫か？　ヤギのようにメー、メー言っているが、理解できているのか？


    　いくみがパソコンを持っているって話も聞いたことがないし、詳しいわけがないとは思うが、パソコンの電源を入れて、メールをチェックするくらいはできるか……。


    『ここがこれでしょ……これがあれでしょ……えーと、えーと』


    　音声だけでも、いくみがどうしていいのかわからず、おろおろしている様子が伝わってくる。


    「いくみ、まずはパソコンの形状を教えてくれないか、ノートパソコンなのか、デスクトップなのか？」


    　梨り乃のがなんとか助けようといくみに話しかけるが、


    『だ、大丈夫だよ。ちゃっちゃとダブルクリックしちゃうから……本当に大丈夫』


    　かなり大丈夫じゃない答えが返ってくる。


    「待つのだ。いくみ、まずはパソコンの……」


    『よし、ダブルクリックッ』


    　──ベキッ！


    　マウスをクリックしたとは思えない、悲しい音が聞こえる。


    「いくみ、いまの音は？　なにが起こったのだ？」


    　梨乃が必死に現状を確認しようとするが、しかし、いくみは相当あわてているのか、こっちの声を聞いていない。


    『落ち着いて、……そうこんなときは……、落ち着いて……大丈夫……ちゃんと、光は出てるし、ぶーんって音もしてるし、インテルも入ってる。今度こそ。パソコンの神様、私に力をっ！　ダブルクリックッ！』


    　──バキッ！


    　再び、鳴り響く、謎なぞのダブルクリック音。


    　梨乃が携帯電話の前に身を乗り出して、いくみに話しかける。


    「いくみっ。落ち着いて。その謎のダブルクリックをいったんストップするのだ。まず私に現状を報告して」


    『もぐ……もぐ……パソコンにあやしいところはなかったよ』


    「なぜもぐもぐしているのだ！　毒見は必要ない！」


    『もぐ……まあまあ。こういうときは、お菓子でも食べて落ち着かないと。大丈夫っ！　ちゃんと何個か持って帰るから』


    「欲しいってことではないっ！　パソコンはどうなったのだ？」


    『ちょっと待ってよ、ボタンがいっぱいついてて大変なんだから……えーと、えーとまずこれでしょ』


    　──バキッ！


    『……そっか。じゃあ、これを……』


    　──ブーン。ガスッ！　ブーン。ガスッ！


    『えーと、えーと……』


    　──ガリガリガリッ！　メシッ！


    『ふう……あやしいところはないようだ。……ごく普通のパソコンだったよ。白くて、四角くて、ボタンがいっぱいあって……壊れやすくて……』


    　残念ながらいくみの報告はパソコンの外見についてのみだった。いくみ……結局、電源を入れることすらできずに、壊してしまったのだな。


    「いくみちゃん。書類を調べましょう。きっとなにか不正の証しよう拠こになるものがあるはずだから」


    　証拠が見つかる可能性がもっとも高かったパソコンは破壊されてしまったが、彩あや香かはそれでもあきらめない。これでもしなにも見つけられなかったら、これまでの努力がすべて無駄になってしまう……。しかし、わざわざそんなリスクのある文書を、デスクの上に置いておくだろうか。残念ながら不正の証拠を発見する可能性はかなり低くなってしまっている気がする。


    『そうだ、たしか誰かに聞いたことがあったよ。秘密のものはね、机の引き出しを外して、その奥に……』


    　それは僕のエッチなグッズの隠し方！　ここでその知識を使うか！


    「いくみちゃん。なにその知識？」


    『秘密！』


    　いくみはそう宣言するが、梨り乃の、ふみ、絵え美みの視線が僕に注がれている。


    　三人の顔と僕を交互に見比べる彩香。


    「ふーん。いいけど」


    　彩香はなにか勘づいている。いまはそのことについて弁解しているタイミングではない。


    　僕は彩香の猜さい疑ぎ心しんたっぷりの視線に気づかないフリをして、携帯電話の音声に集中する。


    　ガタガタと引き出しを取り外す音。


    『おおっ、これは……』


    　いくみがなにか発見したようだ。


    「なにかあった？」


    　僕の問いかけにいくみからの返事はない。


    　見つけたものに集中していて、こちらの声が耳に入ってないのかもしれない。


    　パラパラと紙がめくられる音がしばらく続く……。


    『ほうほう……男同士で、あらあら……。ほほう……これはっ……こんなことまでっ！』


    　どうやら香織のエッチな本の隠し場所は僕と同じスタイルだったようだ。


    「いくみさん。次に行きましょう」


    　ふみの問いかけにようやくいくみが答える。


    『えー、ちょっと恥ずかしくて、報告できないな。持って帰るからみんなで読もうよ』


    「結構ですっ！」


    　ふみが顔を真っ赤かにして証しよう拠この持ち帰りを拒否する。


    「いくみちゃん。証拠を見つけて」


    　彩あや香かがさらなる捜査を要求したときだった。


    　──バタン。


    　ドアの音だ。


    「まったく、こんな茶番につき合わされるのも疲れますわ」


    　かすかに香か織おりの声が聞こえる。


    「会長の美しさはエントリーした女子のなかでも際立っておられました。なにもせずとも会長がナンバーワンであることは間違いありません」


    　続いて男子生徒の声。事実上、香織のボディーガードである、副会長たちの誰かだろう。


    　香織が生徒会長専用の執しつ務む室しつに戻ってきてしまったのだ。……いくみは大丈夫か？


    『……やばいよ。戻ってきちゃったよ』


    　聞き取れるギリギリの小声でいくみの報告が入る。


    「いくみちゃん。大丈夫？」


    『…………』


    　彩香の問いかけに返答はなかった。まったくの無音。


    　なにも音が聞こえないってことはまだ見つかってはいないんだろうけど……、これはマズい。


    　もし見つかったら、いくみも僕たちもただではすまされないだろう。


    　香織の権力だったら、本当に転校させられてしまうかもしれない。


    「どうしますか？　いくみさんがピンチですよ」


    　ふみが不安げな表情で僕を見る。


    「見つかるのは時間の問題。どうにかしないと」


    　梨り乃のまで、すがるかのような目で僕を見ている。


    　こんなタイミングで頼られても……。


    　なにかいい手はないか……。僕が突然生徒会室に飛び込んでいったら、結局は僕たちの仕し業わざだとバレてしまう。正体を隠したままいくみを逃がす方法があれば……。


    　なにか部室にあるものをかき集めて、救出する道具が作れないか……。


    



    「誰に断ことわって、美少女コンテストを開いているのだ！」


    　僕はそう叫びながら、生徒会室の扉とびらを勢いよく開ける。


    「きゃーっ」


    　審査のために集められていた女子たちの悲鳴が響き渡る。


    　それもそのはず。突然、謎なぞのヒーロースーツに身を包んだ男が乱入したら、悲鳴ぐらい上がるに決まっている。


    　いくみを逃がすには騒動を起こし、注意をこちらに引きつけるしかない。


    　そしてそれと同時に自分の正体を隠す。僕にはこの方法しか思いつかなかった。


    　以前にいくみに教わった声を変えるツボも押してある。声でバレることもない。


    「私は正義のヒーローコガネン。私に断ことわりなくこの地域で美少女コンテスト開催など許さん！　みかじめ料を払え！」


    　正義のヒーローとしてのイメージを著いちじるしく害するセリフだが、突然、コンテストの審査会場に乱入しているのだから、ヒーローらしいセリフも思いつかない。


    　案の定、生徒会室は大混乱に陥おちいる。逃げまどう女子たち。そして女子を押しのけて逃げようとする浅あさ野の。最低だ。


    「おとなしく、みかじめ料を払えば痛い目はみない。さあ責任者は誰だ。出てこい責任者！」


    「なにごとですか」


    　生徒会長専用の執しつ務む室しつの扉とびらが重々しく開かれ、香か織おりが現れる。


    　それに続いて、屈くつ強きような男子生徒がふたり、僕を睨にらみつけながら、香織の両りよう脇わきを固める。


    　見たことのない顔だが、おそらく副会長だろう。


    　香織はコガネンスーツを着た僕の姿を一いち瞥べつすると、バカバカしいと言わんばかりに侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべる。


    「そこの奇妙な格好の方、許可なく生徒会室へ立ち入ることは禁止ですわ」


    　その毅き然ぜんとした態度に、先ほどまで大混乱だった女子たちと浅野が急に落ち着きを取り戻す。


    　さすが生徒会長。すばらしい威厳だ。


    　しかし、感心してはいられない。こちらは騒動を起こすのが目的だ。


    「まったく私を誰だと思ってますの？　私の恐ろしさがわかっていないようですね」


    　どうしたらいい？　なにか言わないと……。相手を威い嚇かくするような……。


    「……リーチが75センチ、そしてお互いの距離が１メートル50か……」


    「私の恐ろしさはリーチの長さではありません！」


    　思わず、相談の回答が出てしまった。しかし、セリフはなんでもいい。いくみが逃げるまでの時間、威嚇し続けることさえできればいいのだ。


    　僕はゆっくりと、なるべく相手に不快感を与えるような足取りで香織に接近する。


    　しかし香織はまったくたじろぐことはない。


    「副会長、排除しなさい」


    　香織がそう言うと、副会長たちが、僕に向かって身構える。


    　どこか体育会系の部活からスカウトされているのだろう。ふたりともすばらしい体格。


    　肉弾戦でかなう相手ではない。


    「しょせん日本レベルだな。世界では通用しないぜ」


    　僕はいくみの考えたセリフを言ってみる。


    「中身は外国人か。もしかしてクリス・ペプラーなんじゃないのか……」


    　副会長たちが耳打ちしあう。クリス・ペプラーに暴力を振るうことを躊ちゆう躇ちよしているようだ。


    「クリス・ペプラーさんですか？　握手してください」


    　副会長のひとりが僕に向かって手を差し出す。


    「クククク、たかだか人間が……」


    「クリス・ペプラーはこんな酷ひどいことを言わない。誰だ。そのマスクを取れ」


    「これはリーゼントだ」


    「なにっ。マスクに見えて髪型なのか……」


    　副会長たちが混乱している。いまだ！


    「コガネーンエキスッ！」


    　僕はそう叫ぶと、手て拍びよう子しを打つように自分の両手首を勢いよく合わせる。


    　コガネンスーツの中で水風船が破裂する感覚。


    　スーツの腕と手袋の間から伝い落ちる、緑色の粘ねん液えき。


    「いやあああっ！」


    　最初の悲鳴よりもひとまわり大きな悲鳴が、生徒会室に響き渡る。


    「なにをしているのだ……このド変態」


    　さすがの香か織おりも驚きの表情を浮かべている。


    「コガネムシのヒーローならではの必殺技。コガネムシがつぶれたときに出る中身を自みずから放出するコガネンエキスだ」


    　以前使った水風船に、プロモーション映像撮影時にあまった梨り乃のの手作り粘液を入れただけなのだが、こけおどしには効果十分だった。気持ち悪がって副会長たちも近寄ってこない。


    　しかし、用意できたのはこれだけ……。いつまで気持ち悪がってくれるか……。


    　これ以上、引き延ばすのは難しいか……。


    　あきらめかけたそのときだった。そっと生徒会長執しつ務む室しつのドアが開き、いくみがこそこそと這はい出てくる。


    　いくみは僕というか、コガネンの姿を見ると、満面の笑みを浮かべる。


    　なんだか、我を忘れて、抱きついてきそうな喜びようだ。


    　ジェスチャーでそれを制止すると、コンテスト参加者のほうを向く。


    「今日きようはこれくらいにしておいてやろう。なにかあったらまた呼んでくれたまえ！」


    　僕はそう高らかに宣言すると、きびすを返して、全力で生徒会室から走り去る。


    「呼んでないし！」


    「コガネンエキス片づけてってよっ！」


    「変態っ！」


    「ありがとう、コガネン！」


    　僕は罵ば声せいのなかにこっそり混じったいくみの声援を背に、全力で廊下を走り、階段を下り、トイレの個室へと身を隠した。


    　すばやくコガネンスーツを脱ぎ、トイレを出ると、副会長たちとすれ違う。


    　副会長たちは僕のことなど目もくれずに、逆方向へと駆かけ去っていく。


    　どうやら、見つからずにすんだようだ。


    



    　万が一の尾行も警戒して、学校中をうろうろしたのちに部室に戻る。


    　部室に入ると、いくみも戻っていた。どうやらいくみも疑われることなく解放されたようだ。


    「危なかったね……」


    「コガネンッ！」


    　僕が話し終わる前に、いくみが僕の胸に飛び込んでくる。すでにスーツを脱いでしまっているし、それにみんなが見ているんだけど……。


    　しかし、いくみはそんなことお構いなしだ、両手を僕の背中に回して、そのうえ、両足まで腰に回して……。もうコアラが木にしがみついているかのような状態だ。


    「最高だったよ。私のために新必殺技まで出してくれて」


    　いくみは僕の身体からだにしがみついたまま、顔を僕の胸にぐいぐいと押しつける。


    　熱烈な感謝の表現はありがたいのだが、小柄ないくみでもさすがに重い。


    　僕も手を回して支えないと落っことしてしまう……。やむなく手をいくみの腰へと回す。


    「私、ピンチのときも怖くなかったよ。絶対に助けに来てくれるって、信じてたから」


    「そ、そうなの？」


    　部室にある人相を隠せるものが、あれしかなかっただけなんだけど。なんだか、今後もいくみがピンチになったらあの格好で助けにいかなきゃいけなくなりそうでちょっと怖い。


    「私のコガネンッ！　私だけのヒーロー！」


    　いくみはなおも、力いっぱい抱きついてくる。子どものようにしがみついて、なかなか離れない。本当の小さい子よりもいくみのほうがずっと子どもっぽいんじゃないのか……。


    　こうなったら、満足するまでこのままでいてやるか……。


    　そのとき、ようやく僕は気づいた。


    　梨り乃のの目が怖い……。なにも言わずにただ僕を睨にらみつけている……。


    「いや、これは……別に」


    　なんとなく言い訳しようかと軽く考えていたのだが……。


    「…………青せい酸さんカリの致ち死し量りようは３～７㎎／㎏、リシンは０・０３㎎／㎏、トリカブトのアコニチンは０・０５㎎／㎏」


    　毒殺される危険性が極めて高い！　っていうか、これが一番怖い威い嚇かくのセリフだ。


    「いくみ、ちょっと離れようか」


    　僕は強引にいくみを引き離し、梨り乃のに向けて目いっぱいの笑え顔がおをみせる。僕はなんにも悪くないとの気持ちを込めて。そして、毒殺されたくないとの気持ちを込めて……。


    「コガネンッ」


    　やっと離れてくれたいくみがまた僕の胸に飛び込んでくる。


    「……マスタードガスとは糜び爛らん性せいの毒ガスの硫りゆう化かジクロロエチルのこと。常温では無色、無臭、粘ねん着ちやく性せいの液体……」


    　梨乃が化学兵器禁止条約を破ろうとしている！


    「いくみ。離れよう。とにかく離れよう」


    　僕は再度いくみを引き離して、梨乃に向けて笑顔をつくる。


    　しかし、いくみが抱きつく。


    　これを僕たちはあと三セットほど繰り返すことになった。


    　こうして僕はいくみの救出のための危険な賭かけには勝ったものの、その後にもっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったのだった。
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    【回　答】


    



    　いわれのない暴力の危険。ある程度の都市で暮らしていれば避けることができない問題だと思います。


    　相手を威い嚇かくする言葉ですが。数字で相手を脅おどす。人間ではないフリをする。海外帰りのフリをするなどの、意見が出ました。


    　たまたま実じつ践せんしてみる機会があり、試してみたのですが、残念ながら、いずれもなかなか効果は望めませんでした。


    　しかし最終手段があります。粘ねん液えきを身体からだから垂らすと、どんな人でもドン引きして、襲おそいかかってくることはありません。参考にしてみてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「青せい酸さんカリの致ち死し量りようは３～７㎎／㎏、リシンは０・０３㎎／㎏、トリカブトのアコニチンは０・０５㎎／㎏」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕はメガネフェチで、メガネっ娘こが好きで好きでしかたないのですが、最近好きになった女の子がメガネをかけていないんです！　メガネっ娘を好きな気持ちもその子を好きな気持ちもどちらも自分の本当の気持ちで、あきらめられません……。もちろん、彼女にメガネをかけてくれなんて変態的なことをお願いする勇気もありません。この二に律りつ背はい反はんのなかで、僕はどうしたらいいのでしょうか？


    
      （くろあめ大だい逆ぎやく転てん）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    まずはコンタクトのデメリットをふきこむ。


    その後、高速でスクロールするディスプレイを見せ続ける。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    北風と太陽を参考に。


    「かけさせる」のではなく「かけたくさせる」のです。


    教室で見る文字をこっそり少しずつ小さくしていくのです。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    メガネを二個かけてきて、


    「一個あまってるんだけど、かける？」と聞いてみる！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    潜在意識に刷すり込むの。通学路や、


    最寄り駅、よく使う自動販売機の辺りに、


    さりげなくメガネを置いておくの。

    

  



  
    【相　談６「押しが弱い」】


    
      一年　弱よわ気きな男おとこ

    


    



    　僕は押しが弱く、なかなか自分の意見を押し通すことができません。当然僕にも自分の考えがあり、言いたいこともあるのですが、意見が対立すると、自分の意見を言わずに、相手に合わせてしまうことが多いです。


    　大事ではないことならそれでもいいのですが、これが癖くせになってしまい、本当に大事なことでも相手に合わせて意見を言わずじまいになるのではと不安です。


    　特に苦手な先輩がいて、その人の前では相手が間違っていても指摘することもできません。


    　どうしたら、ひるむことなく自分の意見を言うことができるでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：本当にひるむ必要があるのか冷静に分析。


    知力、権力、経済力を比較するべき。完敗の場合はひるんでよし！
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    ふみ：むちゃをして気持ちを奮ふるい立たせてみては？


    戦国武将高たか橋はし紹じよう運うんは部下を鼓こ舞ぶするために、おにぎりを一気に五つ食べたらしいです。
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    いくみ：イメージトレーニング！


    リアルシャドーで何回も先輩をやっつけておくんだ！
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    絵美：言葉で思い切って言えないなら、想おもいを形にするの。

    

  



  
    　いくみの奮ふん闘とうむなしく、香か織おりによる不正の証しよう拠こは見つけることができなかった。


    　しかし、それはそれとして、通常の活動である、お悩み相談コーナーは続いていく。ここは気持ちを切り替えるしかない。


    　今回は押しが弱いとの相談。


    　僕も決して押しが強くはないので、非常に共感を覚える悩みだ。いったいどうしたら自分の意見を強く言えるようになるんだろうか……。


    　逆に回答者の四人には縁遠い悩みなのかもしれない。とくに梨り乃のなんて自分の意見を相手に合わせて曲げたことなんてなさそうだが……。


    　しかし梨乃は自分ではそんな自覚がないらしく、


    「ひるんでしまうのが悪いのではない。適切にひるむのはむしろ正しい選択と言える」


    　僕が知っている限りでは、ちっともひるんだことがないにもかかわらず、同情的な意見を展開している。


    「そんなこと言って、梨乃はひるんで、自分の意見が言えなかったことはないんじゃないかな」


    　思わず司会の立場を忘れて反論してしまう。


    「そんなことはない。私だって言えないことはたくさんあるのだ」


    　梨乃はちょっとむっとした様子で言う。


    「たとえばどんな？」


    「すっごくお腹が空いているときでも、おかわり自由の店で、おかわりって言えないし……」


    　梨り乃のは顔を真っ赤かにして、身をよじりながら告白する……。


    　そっち方面か。もっと重要な意見について聞いていたつもりだったんだが。


    「なんで？　言ったらいいじゃん。すいませーんっ！　って」


    　一方、いくみはそっち方面でもまったく羞しゅう恥ち心しんがなかった。


    「ご飯をいっぱい食べる女だと思われてしまうではないか！」


    「やったじゃん！　元気いいじゃん」


    「やってない！　元気がいいとも思われたくない」


    　またいつもの口くち喧げん嘩かになってしまった……。ここはいったんシフトチェンジしないと。


    「それじゃあ、食べ物つながりで。ふみの意見の、おにぎりを食べるって……」


    　なんだかよく知らない戦国武将のエピソードだ。おにぎりを五つ食べてみせて、本当に部下の士し気きは上がったのか？　むしろ、「なに、おにぎり食ってんだよ。空気読めよ」的な感じになって士気が下がったりしないか？


    「高たか橋はし紹じよう運うんとその部下たちは激しい戦いくさのなか、疲ひ弊へいしきっていたのです。いったん休息をとるのですが部下たちは疲労と激戦によるストレスで食事が喉のどを通らなかったのです。そのなかで、高橋紹運はおにぎりをいっぱい食べてみせて、味方を鼓こ舞ぶし、味方もそれに倣ならってご飯を食べて、戦へと向かう気力と体力を回復させたのです」


    　ふみがまるで見てきたかのように、戦国武将のエピソードを語る。


    「まだまだだね。ツナマヨなら私は六個いける！」


    　なぜかいくみはおにぎりの量に対抗心を燃やしていた。


    「戦国時代にはツナマヨはありません！」


    「……こく旨うま、鶏とり醤しよう油ゆマヨは？」


    「ないです！　具は味み噌そか塩です。そもそも具は関係ないのです。あえてちょっとむちゃをして、気持ちを高ぶらせたってことが大事なのです」


    「あー、そういうことか。なんとなくわかるなあ」


    　いくみはうんうんと大げさにうなずいてみせる。


    「ですよね。体育会系のいくみさんなら、わかっていただけると思いました」


    「私もやってるよ。テストの前日にあえて、いっさい勉強をしないで寝ちゃって、逆に本番での勘を研とぎ澄ましたり。そういうことでしょ？」


    　いくみはさらに大げさにうなずいて、体験談を披露する。


    「それは……、ただのサボりのような気がします」


    「なにさっ！　せっかく賛成してあげたのにっ！」


    　いくみはぶーぶー文句を言っているが、ふみは意に介さない。


    「とにかく、カラオケに行ってハードロックで大きな声を出すとか、普段はしない行動で自分の気持ちを高こう揚ようさせるのです」


    　自説を堂々と展開し終えると、ふうと小さく息を吐き出す。


    　おにぎりのエピソードでは多少ややこしいことになったが、なかなか役に立ちそうな意見ではある。歴史に学ぶことも大切なのかもしれない。


    　ふみの意見はここまでにして、次は絵え美みの意見を聞いてみることにする。


    「この想おもいを形にするっていうのは……」


    「私も……自分の考えを伝えるのが苦手なの……だから、別の方法で伝えるの」


    　たしかに絵美が絵を描かくことに没頭しているのは、言葉にならない想いを伝えようとしているのかもしれない。


    「具体的にはどうしたらいいのかな？　たとえば先輩の考えが違っていても、指摘できなかったりしたときは」


    「……私も美術部の部長と……意見が対立したことがあるの……。合宿で海に行くか、山に行くか……私は海に行きたかったの……でもその場では……言い返せなかったの」


    　絵美はそれだけ言うと、突然自分の携帯電話をいじり始める。写真のフォルダを開くと、ディスプレイに油絵が表示される。


    　どうやら自分の作品を撮影した画像が入っているらしい。そのなかのひとつを選び、誇らしげに僕に見せてくれる。


    　それは地獄の業ごう火かに焼かれる、美術部部長の姿だった。


    　ほがらか君でおなじみの部長がどす黒い炎に包まれ、苦く悶もんの表情で身み悶もだえしている。


    「部長は三日寝込んだの……合宿は中止になったの」


    　ダメじゃないか！　どっちの案も意味なくなってるし！


    　とりあえずこのアイディアは確実に不採用だ。


    　残るはいくみの意見だが……イメージトレーニングをすすめているが……。


    「やっぱりここはイメージトレーニングでしょ。頭のなかで何回も練習すれば、本番ではすでに何百回も戦った相手になってるから簡単に勝てるんだよ。私もいつも強敵との戦いをイメージしてトレーニングしてるよ。恐竜とかおっきいカマキリとか」


    　いくみは得意げにイメージトレーニングの大切さを説とくが、どうもアイディアをどこかの漫画から借りてきたような気がしてならない……。


    　しかし梨り乃のは元ネタを知らないせいか、怪け訝げんそうな表情を浮かべている。


    「イメージトレーニングの大切さはわかるのだが、実際にはどうやって行おこなうのだ？　ただ相手をやっつけるところを妄もう想そうしても意味がないのではないか？」


    「相手をなるべく詳しく、リアルに、思い出す。都合よくイメージするんじゃなくて、リアルに、相手を甘く見ない」


    　いくみはすっくと立ち上がり、拳こぶしを握り、ファイティングポーズを取る。いくみの視線の先には誰もいない。どうやら自みずから実じつ践せんしてくれるようだ。できるのか、リアルシャドー。


    　いくみはじっと一点を睨にらみつけながら、小刻みなフットワークを始める。


    「相手は誰をイメージしてるのかな？」


    「本当は相談者の先輩がいいんだけど、知らないから、とりあえず、ふみのおじいちゃん」


    　僕の問いにもいくみは視線を外すことなく答える。


    　なんでふみのおじいちゃんを……。以前、ふみの家にお邪魔したときに、一度だけお会いしたことがあったが、槍やりの名人らしく、たいそう強そうな人ではあった。


    　そんなふみのおじいちゃんとの戦いをリアルにイメージするらしい。


    　いくみはすばやいフットワークで前へ出たかと思ったら、すぐにバックステップ、前後左右に動き回る。たぶん槍を避けるためのフェイントを繰り返しているのだろう。


    　フェイントで撹かく乱らんを繰り返したのちに、いくみが一気に相手の間合いに飛び込む。すばやくパンチを放ったかと思うとゴロゴロと畳の上を転げ回る。


    　どうやら槍での横よこ薙なぎから身をかわしたらしい。そして立ち上がると、目にも止まらぬコンビネーションパンチ。どうやら互ご角かくの戦いが続いているらしいが……、それにしても狭い部室でよくこんなに動ける。


    　いくみは左右に身体からだを振って、槍を避けたのちに、一気に後方へとジャンプする。そして、なにか抱きかかえるような動きをした。


    「かわいい孫がどうなってもいいの？」


    　いくみが空想のおじいちゃんに向かって叫ぶ。


    「ちょっと、いくみさん。私を人質に取らないでくださいっ！」


    　本物のふみの抗議を無視して、いくみは空想のふみを離そうとはしない。


    　両手を広げると、なにかを揉もみしだく！


    「揉まないでください！」


    　いくみの手の動きから、まるで本物がそこにいるかのように感じられる。というか、本物はすぐ隣にいるんだが……。とにかくリアルだ。むしろ本物よりさらに巨きよ乳にゆうを想定しているかのようにも感じられる。相手を甘く見ていない！


    「どうだ、おじいちゃん。槍を下ろすんだっ、さもないとふみの理科好きのお友達もこうだっ！」


    　いくみは空想のおじいちゃんに向かって叫ぶと、空想のふみから離れ、別のなにかを抱きかかえた……。やっぱり、揉んだ！


    　おそらく空想の梨り乃の。ふみに比べて、明らかにボリュームのないものを揉んでいる。


    「それは私なのかっ！　そんなにペタッとしてはいない！　甘く見てはいけないのではなかったのか！　もっと大きく揉むのだ！」


    　梨乃は梨乃で、怒るところがおかしい！　揉ませちゃダメだろ。


    「さあ、槍を下ろして降こう伏ふくするんだっ！　まだ抵抗する気？　それなら、ふみの美術のお友達をこうだっ」


    　今度は空想の絵え美みを人質に取って……。


    　揉もんでいる位置が高い。


    「目を揉むのはやめてほしいのっ！」


    　なぜだ？　なぜ絵美だけ目を狙ねらう!?


    「変な液を垂らされたうらみっ！」


    　いくみはどうやら、撮影のことを根に持っているようだった。


    「さらに、鼻をぎゅうっとして、耳たぶをにゅーってして」


    　見えないのでなにをしているのかわからないが、いくみは執しつ拗ように絵美を攻撃しているようだ。


    「……それなら私はいくみさんのつむじをぐいんとするの」


    　絵美までイメージでいくみに反撃を始める。


    「なにをっ！　そしたら、お尻しりをぷりーんとしてやる」


    「……そんなのむしろうれしいくらいなのです！　お返しにいくみさんのお尻もぷりーんとしてやるのですっ！」


    「おおっ、ならばこっちはぷりぷりぷりーんだっ」


    　隣に本人がいるにもかかわらず、空想の絵美といくみが尻を触りあっている……。


    　ふたりともすばらしく想像力が豊かだ。


    「あの……私のおじいちゃんはどこへ……」


    　激しく空想のお尻を触りあうふたりを見つめながら、ふみが寂しそうにつぶやく。


    　たぶんいくみはもう、おじいさんのことはすっかり忘れてしまっている。


    　これが実じつ践せんだったら確実にいくみは槍やりで貫つらぬかれていることだろう。


    「あの、もうイメージトレーニングについてはわかったから」


    　このままだと、いつまでも空想の世界で戦っていそうなので、僕はいくみのリアルシャドーを強制終了させる。


    「えーっ。もう少しで絵美のお尻をずたずたにできたのに」


    「私こそ……いくみさんのお尻にペインティングナイフを……」


    「私なんか、お尻に……」


    　もう、いくみと絵美にはこのままイメージトレーニングを続けてもらおう……。


    「梨り乃のは状況によって、折れるか折れないかを判断すればいいっていってたけど、どんなときは絶対に譲ゆずらないのかな？」


    「科学的に間違っていることを言われたときは引き下がるわけにはいかない」


    　以前、梨乃は血液型の話や幽霊の話でムキになって一歩も引き下がらなかったことがあった。


    　やはりオカルトの話は禁句のようだ。


    「自分のとっても大切なことについてなら、相談者の方も頑張れるかもしれません。自分にとって絶対に譲ゆずれないものがあって、そこだけは頑張ることができれば……それでいいのかもしれませんね」


    　ふみがまとめっぽいことを言って、議論も一いち段だん落らくとなる。


    　今日きようはこんなところか……。僕がお悩み相談の終了を告げようとしたときだった。


    「ちょっとおじゃまするよ」


    　部室の扉とびらが勢いよく開けられ、現れたのは彩あや香かだった。


    「いくみちゃん、絵え美みちゃん……。なにしてるの？　暗あん黒こく舞ぶ踏とう？」


    　イメージトレーニング合がつ戦せんの奇妙な動きに怪け訝げんな表情を浮かべている。


    　そして、彩香の後ろには珍しい来客がひとり。生徒会長の香か織おりだった。


    「汚い部室。こんなところで踊るなんて、理解できませんわ。豊作でも祈き願がんしているのですか？」


    　そう言うと、芝しば居いっけたっぷりに、口をハンカチで覆おおってみせる。


    「なんの用さっ！」


    　いくみは激しいイメージトレーニングで息を切らせながら、香織を睨にらみつける。


    「あなたにとって、悪くない話ですわ」


    　香織はそう言いながら、平然と土足で部室に上がろうとする。


    「ちょっと、靴くつを脱いでくださいよ」


    　かなり強い口く調ちようで抗議をするが、香織はまったく気にもとめない。しぶしぶ靴を脱ぐと、ちゃぶ台の上に腰を下ろし、これ見よがしに脚を組んでみせる。


    「正直に申しあげますと、今回はお願いにまいりましたの」


    　お願いに来た人間の態度とは思えないが……。


    「それで、そのお願いというのは？」


    「まあお願いと言うよりは、交渉、交渉と言うよりは命令なのですが」


    　どうにも自分がお願いをするのは性しように合わないようで、さっそくお願いから命令に言葉が変換されてしまう。しかし、香織はそんなことは気にもとめずに言葉を続ける。


    「あなたがた、生徒会長専用である執しつ務む室しつに侵入したでしょう？」


    　香織の眼光が急に鋭するどくなる。こちらに非がなくとも、思わず謝ってしまいたくなるような、威圧感。さすがに圧倒的支持率で生徒会長として君くん臨りんしているだけのことはある。


    　しかし、彩香にはこのプレッシャーも通用しなかった。


    「証しよう拠こもないのに、人を疑っちゃダメですよ。生徒会長さん」


    　まるで香織をからかうかのような口調。どうやらとぼけるつもりらしい。


    「あえて証拠不十分にしている私の優しさがわからないのかしら。私のパソコンを真っ二つにしたのですから、立派な器き物ぶつ損そん壊かい事件ですわ。でも私は生徒会長として、我が校の生徒を犯罪者にしたくない。だからあえて、グレーゾーンのままにしてさしあげているのですよ」


    　その自信に満ちた口調のせいなのか、整った美び貌ぼうのせいなのか、香織の言うことにも一理ある気がしてきてしまう。本当にいつでも僕たちがやった証しよう拠こを見つけることもできるのかもしれない。……それにしても、いくみ、なんでパソコンを真っ二つに……。


    「それで、条件というのは」


    「あなた方が調べていたのは今回のコンテストのことでしょう。それについて、一切、なにも書かないでいただきたいのです。そうすれば今回のことは見み逃のがしてさしあげます」


    　不正をしているのは香か織おりなのに、見逃してさしあげるとは……。さすがにずぶとい。


    「あなたはもちろん書かないでしょ？」


    　香織が僕に微笑ほほえみかける。彩あや香かの前に僕に白しら旗はたを揚あげさせるつもりらしい。


    　圧倒的な威圧感のある先輩との意見の対立、この状況は相談の内容とぴったり合がつ致ちする。


    　ここはさっきまでの議論を思い出して、自分の押しの弱さを克服しなければ……。


    　──おおっ、ならばこっちはぷりぷりぷりーんだっ──。


    　違う、思い出すべき言葉はこれではない。


    　──自分にとって絶対に譲ゆずれないものがあれば、そこだけは頑張ることができれば──。


    「書きますよ」


    　僕は意を決して、答える。


    　僕、個人としては、妥だ協きようしてなにも書かずに終わらせてしまいたい。しかし、そんなことをしたら、ぜったいに僕の評価が下がってしまう。彩香に、ふみに、いくみに、絵え美みに。そして梨り乃のに。僕は断固として女子に嫌われたくないっ！　だからここは無理をするしかないのだ。
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    　僕ならすぐに折れるだろうと考えていたのか、香か織おりは意外そうな表情を浮かべる。


    「もしかして、女子の前でいい格好しようとしてます？」


    　結構早い段階で見み透すかされた！　さすが生徒会長……ということにしておこう。


    「そ、そんなことは関係ない。書くべきことは、書きます」


    「ふふっ、こんなところで無理をしないでも、このレベルの女子なら、私がいくらでも紹介してあげますわ」


    「なにをっ、そっちなんか、引き出しの裏に、男同士が……もごっ！　もごっ！」


    　僕はあわてていくみの口をふさぐ。


    　危あやうく決定的な証しよう拠こを自白するところだった。


    「もごすっ！　もごもごっす！」


    　僕は腕の中でなおも暴れるいくみをどうにか押さえながら、香織を睨にらみつける。代わりになにか言ってやらないと。


    「僕はこのメンバーのためにいい格好がしたいんです。だから、書きます！」


    　香織はまさか、僕がここまで抵抗するとは思っていなかったようで、表情から余裕が消えている。唇くちびるをかみしめ、怒りで肩を震わせている。


    「ならば、覚悟しなさい。あなたが思っているより、ずっと酷ひどい仕打ちが待ってますわよ。ご存じないかしら、私に反抗的な態度をとった半ライス同好会がどんな目にあったのか」


    　……どんな目もなにも、そんな同好会自体を知らない。むしろ半ライス同好会が生徒会長に反抗的だった理由が気になる。


    「私たちは脅おどしには屈しませんっ！」


    　あまりに露骨な脅しが腹に据すえかねたのか、珍しくふみが声を荒らげる。


    「どうしても、あなたたちは半ライス同好会と同じ目にあいたいようですわね」


    　僕たちに与える仕打ちを思い描えがいているのか、香織はサディスティックな笑みを浮かべる。


    　その表情を見て、思わず背せ筋すじに寒さむ気けが走る。


    　──正直マズイことになってしまった。


    　急に後悔の念が胸の中に去きよ来らいする。自分たちの意思を曲げないにしても、もっといい方法はなかったのだろうか。いまからでも謝ってしまおうか……。


    「ちょっと待って」


    　僕の気持ちがいまにも折れそうなことを察してくれたのだろうか。彩あや香かが会話に割って入る。


    　あの冷酷な笑みを見ても、彩香はまったくひるんでいる様子はない。


    「わかった。折れる。記事は書かない」


    　彩香の言葉に僕は耳を疑う。まさか彩香が香織に屈するなんて……。絶対に折れないプライドと押しの強さの持ち主である彩香が……。


    　いや、そんなはずはない。なにか考えがあるはずだ。ここはおとなしく彩あや香かのやり方を見守ることにする。しかし、いくみはすっかり頭に血が上っているようだ。


    「ちょっと、裏切ったの、こんな男同士で、もごっす！　もごもごっす！」


    　僕はあわてて、いくみの口をふさぐ。


    　一方、香か織おりも、彩香の発言が予想外だったようだ。まさかあの彩香が折れるとは思っていなかったようで、かすかに戸惑いの表情を浮かべている。


    「あら、あら……ようやく、賢い判断ができるようになったのですわね」


    「そこで、少々相談があるんだけど……」


    　彩香は声のボリュームを落として言葉を続ける。


    「優勝は会長でいいから、二位をいくみちゃんにしてくれない？」


    　香織の表情から戸惑いの色が消え、満面の笑みを浮かべる。香織のような、常に相手をコントロールしようとする人間にとってみたら、急にただ、折れてくるほうが、むしろ気味が悪いのだろう。自分がそういう人間なだけに、ウラでなにかあると考えてしまうのかもしれない。その疑いが彩香の要求によって、ようやく晴れたのだ。


    「もごっす！　マジまごっす！　私は絶対にもごっす！」


    「ふふふ……たしかに二位の賞品も大変魅力的なものを用意していますからね。彩香さん。あなたのこと、柔軟な思考のできない人間かと思っていましたが、どうやら、私の勘違いだったようですわ。すぐに二次審査の合格者を発表するように伝えておきます。そこで彼女の名前を確認しなさい」


    「審査員の浅あさ野のにもよろしく言っておいてよ。いくみちゃんのときは特別優しく審査してほしいって」


    「ふふ……安心しなさい。その子がどんな失敗をしても、浅野は絶賛することでしょう。すばらしい名誉ですわよ。この私に次いで二位なのですから」


    「二位もごっす！　もごっす離せっ！　私の腕ひしぎ逆もごっすを」


    　いくみは僕の腕の中で大暴れしているが、香織はまったく気にする様子はない。用件はすんだとばかりに、さっさと部室から出ていってしまう。


    　これで大丈夫。僕が少し拘こう束そくの力を弱めるやいなや、いくみが彩香の前へと飛び出していく。


    「なんでよっ！　なんで私がズルしなきゃいけないのさっ！」


    　いくみはくやしさのあまり、目に涙をためている。


    「まあ、まあ、なんでいくみちゃんまで騙だまされてるの」


    　彩香は泣き出しそうないくみの頭をよしよししながら言う。


    「……どういうこと？」


    「なんだ。演技かと思ったら本気なのか」


    　梨り乃のは少しあきれた様子で言う。


    「凡およそ戦いは、正せいを以もつて合い、奇きを以て勝つ。いくみさん。そもそもまだ私たちは、生徒会長の不正の証しよう拠こを握っていませんよね」


    　彩あや香かの代わりに説明を始めたのはふみだった。どうやらふみと梨り乃のは、彩香の意図がわかっているらしい。


    「証拠がないわけですから。不正を記事にしたとしてもただの推測にしかすぎないので、あの生徒会長のことだから、まったくの事実無根だとして、一いつ蹴しゆうされてしまうでしょう。だからどうしても、証拠が必要なのです。そこで彩香さんは、相手が勝手に証拠を手に入れたと思い込んでいることを利用したのです。先ほどの交渉によって、最終審査で不正を行おこなうことを約束させたわけですから、いくみさんの動き次第で、まさに不正の現場を公開することができます」


    「記事じゃなくて、コンテストの会場で不正を暴あばけるなんて、最高の展開にできるってわけ。あとはいくみちゃんが大暴れしてくれれば、香か織おりにひと泡あわ吹かせられるってわけ」


    　彩香は頼んだよと言わんばかりに、もう一度いくみの頭を撫なでる。


    「ごめん……わかんない」


    　いくみはまったく理解していなかった。


    「だから、いくみちゃんが、最終審査の場で、ワザとむちゃくちゃして、それでも二位になったら、見ている人は誰でもおかしいって気づくでしょ。そこで、このコンテストには不正があるってバラしちゃうわけ」


    「……もごっす。もごもごっす」


    　誰も口を押さえてない！　話がわからないからって、どんなごまかし方だよ。


    「いくみさん……難しいときは、イラストで」


    　絵え美みは自分のカバンからスケッチブックを取り出すと、さらさらとペンを走らせる。


    　たしかにいくみにはイラストのほうがわかりやすいはずだ。


    「こういうことなの……」


    　スケッチブックに描えがかれていたのは、バンザイをして喜ぶ僕たちと、悔くやしそうに泣き崩れる香織。それを祝福するかのように舞う、天使たち。


    　全然説明になっていない！　ただの勝利の瞬間のイメージイラストだ。


    　これで理解できたら奇跡だ。


    「なるほど、こういうことか」


    　いくみが膝ひざを打って納得している。


    　奇跡だ！　奇跡が起こった！　というか、たぶんわかってないのに、絵を見たらわかった気になっただけだ。


    　いくみが本当の意味で今回の作戦を理解するまで、さらに数時間と、十枚以上のイラストが必要となったのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　僕も押しが弱いので気持ちはよくわかります。当お悩み相談コーナーでは、本当にひるむ必要があるのか冷静に分析して、ひるむべきところはひるむ。ちょっとしたむちゃをして気持ちを奮ふるい立たせてみる。イメージトレーニングで十分にシミュレーションしておく。などの意見が出ました。しかし押しの弱さは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは改善するものではありません。逆に押しの弱さを利用して、自分が折れたフリをして、実は自分の意見を通している。そんな手も考えてみてはいかがでしょうか？


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「戦いは、正せいを以もつて合い、奇きを以て勝つ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　演劇部に所属しているのですが、公演が教科書のような地味な内容のものばっかりでおもしろくありません。せめて演出だけでも派は手でにと思ってるのですが、なにか派手な演出はないでしょうか。お客さんをあっと驚かせるのがいいです。


    
      （オスカル・たかし）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ＣＯ２の力を借りる。


    どんな脇わき役やくの登場でもドライアイスを使ったスモークを。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    観客の虚きよをつくのです。


    偽にせの公演日を伝えましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    やっぱりアクションシーン。


    ロミオとジュリエットがバク宙連発！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    ミュージカルなのに誰も歌わない。

    

  



  
    【相　談７「テンションが低すぎる」】


    
      水みな瀬せ 春は留る

    


    



    　実は私は一年ほど前から就職活動ならぬ「バイト活動」をしています。


    　それなのに、一向に受かりません。


    　一番の原因はわかっているのです。私は普段からテンションの低いほうで、面接のときもあまり大きい声で喋しやべれず、笑え顔がおが少ないからだと自覚はしているのです。


    　もちろん毎回気をつけているのですが、どうしても直りません。


    　このままだと、母に金銭面で迷惑しかかけないことになってしまうので……面接のときにもっと明るく振る舞えるよう何かアドバイスをいただけませんか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：コーヒーなどで興奮作用のあるカフェインを摂取するべき。
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    ふみ：憧あこがれの存在の生まれ変わりだと信じましょう。


    上うえ杉すぎ謙けん信しんは自分を毘び沙しや門もん天てんの生まれ変わりと信じていました。
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    いくみ：適度な運動！　面接の前に、腕立て五百回！
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    絵美：深く眠っている感情を呼び覚ますの。


    そうすれば……、面接中も大暴れできるの。

    

  



  
    　今回の相談はテンションが低くてアルバイトの面接で落ちてしまうとの内容だ。たしかに面接で暗い感じが出ていると、採用される可能性は低くなってしまうだろう。


    　議論の口火を切ったのはいつものように梨り乃の。


    「精神状態など、しょせんは神経伝達物質のバランスにすぎない。要はドーパミンが活発に働くようにしてやればいいだけなのだ」


    　梨乃はこんな問題は簡単に解決できるとばかりに言葉を続ける。


    「本来はドーパミンの量を直接増加させるアンフェタミンなどが有効なのだろうが、それは違法、やはりカフェインが妥だ当とうだろう。カフェインはアデノシンレセプターに結びつき、アデノシンの働きを阻そ害がい。ドーパミンが自由に活動しやすい状態をつくりだす。やはりコーヒーが妥当ではないか」


    　コーヒーを飲むと少し気分が高こう揚ようするという、ごくごく普通の話をよくもまあこんなにややこしく話せるものだ。


    「でも、そういう梨乃さんがコーヒーを飲んでいるところをあんまり見たことがありませんね」


    　ふみのなにげないひと言だったが、突然梨乃の表情が曇る。


    「私は……むしろ冷静な状態でいたいから」


    　なんだか、声が小さくなる。別にふみは特別変なことを言っているようには思えないが。


    　この変化をいくみは見み逃のがさなかった。


    「さては……コーヒー苦手だね。お子様だっ！　お子様がいるぞ」


    　いくみは窓を開けると、なぜか、部室の外へ向かって叫ぶ。


    「だから、そうではないと言っているではないか。赤あか松まつは知っているでしょ。ほら、前に一緒にケーキを食べたときに、私はコーヒーを飲んでいたではないか」


    　たしか、このお悩み相談コーナーが始まって間まもないころに、梨り乃のと一緒に喫茶店でケーキを食べたことがあったが……。そのときの飲み物がコーヒーだったかなんて覚えていない！


    「そこまで遡さかのぼらないとコーヒーについてなにも出てこないのがむしろあやしいです」


    　ふみまでも猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で梨乃を見つめる。


    「私は脳内をむしろ抑よく制せい的てきな状態に……」


    　梨乃の弁解は最後まで続けられることはなかった。梨乃の前にそっと差し出されるコーヒーのボトル。アルミ製のボトルにはブラック・無糖の文字が書かれている。


    「……どうぞ」


    　タイミングがいいのか悪いのか、絵え美みがコーヒーを所有していた。


    「……これは絵美が飲むために買ったのではないのか？」


    「また買うので……どうぞ」


    　絵美はそれだけ言うと、じっと梨乃を見つめている。梨乃がコーヒーに口をつけるまで、いつまででもこうしていそうだ。まさに無言の圧力。なにも言われないだけに言い訳もできない。


    「別に……コーヒーくらい」


    　梨乃はそう言うと、ボトルを手に取ると、口へと持っていく。


    「…………にがぃ」


    　梨乃ががっくりとうなだれる。まさに痛つう恨こんの表情、これは親の死に目にあえなかったときレベルの表情だ。コーヒーをひと口含んだだけなのに……。


    「わははははっ！　おう！　梨乃ちゃん、どうしたのですかぁ？　コーヒー苦いですか？　やった栄養ドリンクの仕返しだっ！」


    　一方、いくみは大はしゃぎだ。よっぽど梨乃の苦い顔がツボに入ったのだろう、おなかを抱えて笑い転げている。


    「ミルクと……お砂糖があれば……平気なのだ」


    　梨乃の目にはうっすら涙がたまっている……。コーヒーが苦いからなのか、いくみに笑われて悔くやしかったのか……。


    「別に、梨乃がコーヒーが苦手でも、意見が間違ってるわけじゃないから」


    　僕はあわてて梨乃をフォローするが、


    「そうではない……。私はあくまでブラックのコーヒーが苦手なだけなのだっ！」


    　苦く悶もんの表情のまま、なおも反論している。


    「わかったよ。ブラックのコーヒーだけが苦手なので。もう、コーヒーはおしまい。次にふみの意見に」


    　本題からすっかりそれてしまったので、軌き道どう修正する。ふみの話はまたしても戦国武将のエピソードからだ。


    「上うえ杉すぎ謙けん信しんは自みずからを毘び沙しや門もん天てんの生まれ変わりだと信じることによって、自らを奮ふるい立たせ、数々の戦いくさに勝利してきたのです」


    「誰それ？　その、びしゃなんとかって人、バイト得意なの？」


    　さっそくいくみが余計な口を挟む。


    「毘沙門天はバイトしません！」


    「じゃあダメじゃん」


    「別に毘沙門天じゃなくてもいいのです。自分が憧あこがれている、なりたい存在の生まれ変わりだと信じるのです」


    「なんだか、イメージ湧わかないなあ」


    　いくみは毘沙門天を知らなかったせいか、どうもピンと来ていないようだ。


    「それでは実際に。梨り乃のさんは憧れの人っていますか？」


    　ふみは相手を変えて梨乃に話を振る。


    「そう……アインシュタイン、……ダーウィン、……ガリレオ」


    　梨乃は少し考えながら有名な科学者の名を挙げていく。


    「じゃあ、自分はガリレオだって強く思い込んでください。目を閉じて何度も心のなかで自分はガリレオだって唱えるんです」


    　ふみの熱心さに気け圧おされたのか、梨乃は素直に目を閉じる。梨乃の小ぶりな唇くちびるがかすかに動いている。心のなかで自分がガリレオであると唱えているのだろうか。


    「どうです？　なんだか、自分に自信がついて、気分が高こう揚ようしませんか？」


    「うーん……。単なる……自己催さい眠みんなのだろうが……」


    「先ほどより、目に力がみなぎっていると思います。ガリレオのオーラが梨乃さんに宿ってますよ！」


    　どうも強引に梨乃を納得させようとしているように見える。


    　目に力がみなぎっているというよりは、どちらかとするとぼんやりとしているように見える。


    　梨乃は体質的に催眠術にかかりやすいタイプなので、もしかしたら、ちょっと催眠状態に入りかかっているのかもしれない。


    「……ガリレオ梨乃さんに……さっそくこれを」


    　絵え美みがすかさず、コーヒーのボトルを差し出す。


    「…………にがぃ」


    　梨乃ががっくりとうなだれる。ご主人にこっぴどく怒られた子犬のようにしょげてしまった。


    



    「絵え美みさん。なぜコーヒーをっ！」


    「ガリレオパワーで……飲めるようになったかなって」


    「ガリレオとコーヒーは関係ありません」


    「バイトも関係ないの」


    「気分を高こう揚ようさせて、自信をつけるってことです。別にアルバイト必勝法ではありません。梨り乃のさん大丈夫ですか」


    「ミルクが……ミルクの脂肪分さえあれば……」


    　梨乃は小刻みに震えながらも強がってみせる。


    「もう、梨乃にコーヒーを飲ませるのは禁止ね。ちゃんと相談に答えよう」


    　僕は絵美に釘くぎを刺して、ゲラゲラ笑い転げているいくみを引っぱり起こす。


    　いくみは梨乃の苦い顔がよっぽどおもしろかったのか、まだクスクスと笑い続けている。


    　もっと、相談に集中してもらわないと。


    　僕はまずは自分の意識を相談へと戻すことにする。


    　テンションを上げる……。自在にテンションを上げ下げできる方法があれば、むしろ僕が教えてほしいくらいだ。そんなことができる人がいるのか？


    「絵美は絵を描かくとき、どうやってテンション上げてるの？」


    　よく考えたら、絵美は絵を描いているときは別人のようにテンションが高い。あまりの落差に不安になるレベルだ。なにかそこにヒントがあるかもしれない。


    「私は……心の底に眠っている……その……つまり」


    　絵美はそこまで言うと口ごもってしまう。髪をかき乱して、どうにか言葉にしようとしているが、どうにも自分の想おもいがうまく言語化できないようだ。


    　よくわかんないよ！　と、つっこみですましてしまうこともできるのだろうが、それでは絵美のことを知ることができない気がする。一度、とことん話を聞いてみよう。


    「あれは……まだ小さかったころなの」


    　絵美は絵で補足の説明を加えながらぽつりぽつりと幼おさなかったころの思い出を話した。


    　それをふみが絵本風に書き起こしたものがこれだ。


    



    　絵美ちゃんは小学校二年生の女の子。


    　学校ではクラスのみんなは楽しくお話ししていますが、絵美ちゃんはお話があんまり得意じゃなくて、なかなかお友達ができません。


    　学校から帰ってもお父さんお母さんは仕事で忙しく、ひとりぼっち。そんな絵美ちゃんの唯ゆい一いつの話し相手は、近所に住んでいたおばあちゃんでした。


    　おばあちゃんは、上じよう手ずではない絵美の話をゆっくりといつまでも聞いてくれました。


    　そしておばあちゃんも自分が若かったころのお話をしてくれました。画家を目指していた学生時代の話。でもお金がなくて、絵をあきらめて、働かなければいけなかったこと。


    　絵え美みちゃんはおばあちゃんのお話を聞いているうちに絵を描かいてみたくなりました。


    　おばあちゃんは絵美ちゃんにクレヨンをプレゼントしてくれました。二十四色のすてきなクレヨンです。


    　それから毎日絵美ちゃんはおばあちゃんと一緒に絵を描きました。学校であったこと、おばあちゃんの庭の風景、なんでも絵にしました。


    　それから、何年もたち、絵美ちゃんも成長し、中学生になりました。学校の勉強や部活動が忙しくなり、おばあちゃんの家に行くこともなくなってしまいました。


    　そんなある日、絵美ちゃんの家の電話が鳴ります。


    「絵美によくしてくれた、あのおばあちゃん。亡くなったんだって」


    　電話に出たお母さんは言いました。


    　絵美ちゃんは泣きました。ぽろぽろぽろぽろ涙が止まりません。もっとおばあちゃんのところへ行けばよかった。何度も後悔しました。


    　翌日、絵美ちゃんはおばあちゃんのお葬式に出席しました。そこでおばあちゃんのご家族から、絵美ちゃんへと書かれた、箱を渡されました。


    　その中にはすっかり小さくなった二十四色のクレヨンと、一緒に描いたたくさんの絵。


    　絵美ちゃんは思いました。おばあちゃんの分もいっぱい絵を描こう。


    　絵美ちゃんはおばあちゃんの描いた絵のなかで一番お気に入りの作品をプリントしてペンダントを作りました。いまでも絵美ちゃんとおばあちゃんはいつも一緒なのです。


    



    「ううっ……そうだったんだね」


    　いくみの目には涙があふれ、とめどなく流れ落ちる。


    「これがそうなの……」


    　絵美が首筋のチェーンを引くと、胸元からするするとペンダントが出現する。制服の内側につけているので気がつかなかった。


    「おばあちゃんとの思い出がつまってるの」


    　絵美が大切にしているお気に入りの一枚。それは一いつ糸しまとわぬヌードの女性が奇怪な動きをしているものだった。そしてその女性の周りを囲む無数の髑どく髏ろ。


    　非常にアヴァンギャルドで見る者にあやしい気分をかき立てる作品だ……。


    　エピソードとのすごい落差！　ハートウォーミングな話からは予想もつかない作風だ。


    「すごい力作だと思いますけど……」


    　ふみも戸惑いを隠せない。


    「おばあちゃんは……いつも『死ねぇぇ』って叫びながら、グロテスクな作品を作っていたの」


    　絵美はその当時のことを思い出したのか、懐なつかしそうに微笑ほほえむ。


    「おばあちゃんは『うまく言えないことを、うまく言わなくてもいい。心をそのまま出せば伝わる』って。あと『結局、最後はエログロじゃい！』って」


    「……エログロはどうかわかりませんが。うまく言わなくていいのは、本当にそうですね。相談者の人もうまくやろうとしすぎて、固くなっているのかもしれませんね」


    　──うまく言わなくてもいい。その言葉が気に入ったのか、ふみはうんうんと何度もうなずいている。


    　そして、もっともこの言葉に感かん銘めいを受けていたのはいくみだった。


    　勢いよく立ち上がると、拳こぶしを強く握りしめる。


    「よしっ！　私もそうするよ。うまくやろうなんて考えない。コンテストでも自分のそのままをぶつけてやるっ！」


    　いくみの目はやる気と闘志で燃えている。


    「いくみは本当にうまくやらなくてもいいんだから」


    　今回はワザと負けて、不正を知らしめることが目的なのに、本当にわかっているのか不安になってしまう。


    「わかってるよ。ただ、ちょっといいとこ見せちゃうかも」


    　いくみは少し前かがみになって、腰を突き出す。僕にセクシーポーズを見せつけているようなのだが……。本当に大丈夫なのか……。


    「大丈夫。知性と品性がテーマ。いくみではそもそも勝ち目がない」


    　梨り乃のは腰をくねらせるいくみを冷ややかな目で見つめる。


    「なにをっ！　絶対に勝つ！」


    「いくみさん、負けるんですよ……」


    　いくみのやる気が上がるほど、僕の不安も増加する一方だ。


    



    　いよいよ、美少女コンテスト、最終審査の本番。


    　体育館には我が校ナンバーワンの美少女が決定する瞬間を見ようと、生徒たちが詰めかけていた。


    　いくみを除く、お悩み相談メンバー一同も、パイプ椅い子すを並べて作られた客席の中央、最前列に陣取る。なにかあったときもこの位置なら舞台へとすぐに向かうことができる。


    　まもなく本番、ゆっくりと会場の照明が落とされ、やがて真っ暗になる。


    　本番のスタートを告げたのは仰ぎよう々ぎようしいファンファーレだった。


    　その音楽に合わせていくつものピンスポットの光の輪が激しく舞い、やがて舞台中央の一点を照らす。その光のなかに現れたのは審査委員長をつとめる浅あさ野のだった。


    　生意気にもタキシード姿だ。


    「皆さん長らくお待たせいたしました！　ただいまより、九く文もん学園美少女コンテスト最終審査を開催いたします！」


    　会場から自然に沸わき起こる拍はく手しゆ。かなりな盛り上がりだ。


    　誇らしげに手を振ってその拍手に応こたえる浅あさ野の。


    「上機嫌でいられるのもあと少しだけ。私たちの仕込んだ爆弾がもうすぐ爆発するんだから」


    　彩あや香かはその姿を見て、不敵な笑みを浮かべる。


    　コンテストは浅野の挨あい拶さつ、そして、審査員五名の紹介へと進む。


    　生徒会副会長のひとり、放送部部長、茶道部部長、映画研究会のメンバー。そして審査委員長の浅野。いかにも審しん美び眼がんのありそうなメンバーだが、間違いなく、全員が生徒会長の傀かい儡らいだろう。


    「本日の主役、一次審査を通過した我が校が誇る美女たちの登場です」


    　舞ぶ台たい袖そでから一次審査通過者がいっせいに登場する。


    　それぞれ、きらびやかな衣装に身を包み、メイクもばっちりだ。


    　いくみは舞台の左端から五番目。真っ赤かなドレスに身を包んでいた。


    　おそらく、実行委員会側が用意してくれていたんだろう。やはり、手心が加えられているのか。ほかの参加者に比べても特別豪華に見える。


    「いくみさん。かわいいです」


    　ふみから思わず感嘆の声が上がる。たしかにいつもの元気で無む邪じや気きで、おバカないくみからは想像もつかない。エレガントな衣装に、ちょっと着こなせてない感じも相まって、男性を惹ひきつけてやまないキュートさがある。
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    　……これ、優勝しちゃうんじゃないの？　列の最後に控える香か織おりも、当然ながらゴージャスで美しいが、普段とのギャップは少ない。個人的な好みでは、いくみの幼おさなさの残るかわいさが勝っているように思う。


    　香織が一位でいくみが二位、この、ウラでの取り決めが当然に見えてしまっては意味がないんだが……。


    「いくみ、自分の役割をわかってるかな？　機嫌よくなっちゃって、目的忘れてないかな」


    「大丈夫です。さっき楽屋に行って、差し入れもしてきましたし」


    　女子たちは楽屋として使われている、体育館の準備室への入室が許されたために、本番前のいくみを激げき励れいしに出向いていたのだが、そのときに本来の目的を確認してくれたのだろう。


    「ではエントリーナンバー一番の方からどうぞ！」


    　浅あさ野のの言葉をきっかけに、エントリー順に、ファイナルまで残った女子たちが登壇していく。


    　簡単な自己紹介に続いて浅野による質疑応答、特技の披露と続く。


    　最終審査に残った女子は当然ながらみんな美少女ばかり、バラエティー番組の司会者よろしく、軽妙にトークを続ける浅野も、単純に、女の子と話せて実に楽しそうだ。


    　普段学校では見ることのできない、きらびやかな衣装を身をまとった女子たちが次々と登壇しては、自みずからの美しさをアピールしていく。


    「さあ、エントリーナンバー一番の方の得点は？」


    　浅野と審査員たちが各自、十点満点で得点の札を上げる。一番は五十点満点で四十三点といきなりの高得点だ。


    　その後、エントリーナンバー二番、三番、四番と順に登壇し、美しさと知性、品性をアピールしていく。


    「ありがとうございました。続いてはエントリーナンバー五番、鈴すず木きいくみちゃんの登場だっ！」


    　浅野はいくみの名前をコールする。


    　舞ぶ台たい袖そでからいくみの姿が現れる。普段とは違い、観客をじらすかのように、ゆっくりと歩を進めている。表情もいつものいくみではない。やぶ睨にらみでただ一点を見つめ続けている。


    「私は神だ！」


    　いくみが満員の観衆に向かって宣言する。


    「申し訳ないが、一いつ服ぷくもらせてもらった」


    　梨り乃のが言葉とは裏うら腹はらに、さして申し訳なくなさそうに言う。栄養ドリンクを差し入れたのか……。


    　突然の神宣言。浅野が露骨に戸惑っている。いままでの軽妙なトークがウソのように、言葉が出てこない。


    「えーと、神と言いますと……」


    「神は神だ。びしゃなんとか……とにかくびしゃっとした神だ」


    「びしゃっとした……海の神様的な感じでしょうか？　今日きようはそんなイメージの衣装なのでしょうか。たしかに神こう々ごうしさを感じますっ！」


    　浅あさ野のはいくみの珍妙な発言に戸惑いつつも、見事に持ち上げ、その美しさを讃たたえる。


    　しかしその努力も一いつ服ぷくもられてしまったいくみには届かない。


    「さあ、神に質問したまえっ！　聞きたいことがあるんだろっ！」


    　いくみは大またで、ずいっと舞台中央に進み出ると、堂々と仁に王おう立だちする。とても美少女コンテストにエントリーしている人間とは思えない。


    「……すばらしい積極性！　そして、すばらしい自信。これは高評価ですよ。ねえ」


    　浅野が無理やりほかの審査員たちに同意を求める。動どう揺ようしながらも、うなずく審査員たち。どうやら香か織おりの指示は徹底されているようだ。


    「ではさっそく質疑応答に。……自分のチャームポイントはどこだと思いますか？」


    「チャー？　チャームポイント……。あれは押し入れにしまってある！　神だから四個しまってある」


    　いくみ……チャームポイントの意味を知らないのか。


    「……押し入れ。すばらしいっ。コンテストの場においてでさえも、自分をアピールしない奥ゆかしさ。これはすばらしい。高得点にしないわけには……」


    「うるさい。黙れ！　おまえ嫌いっ！」


    　いくみは浅野を睨にらみつけて言い放つ。


    「……すばらしい。お世辞は必要ないとのことですね。さすが。まさに大和やまと撫なで子しこです」


    「やまとなんとかではない。私は神だ！」


    「神でした！　失礼しました。まさに美の女神ですね」


    　浅野がうまいこといって取り繕つくろおうとしているが、神モードのいくみには通用しない。


    「神ローキック！」


    　浅野の膝ひざに神ローキックが炸さく裂れつする。


    「す、すばらしい……私の膝に虫がついていたので払ってくれたのです。決して暴力ではありません！」


    「神ローキック！　神ローキック！」


    「おうっ、ぐわっ。痛くありません！　こう見えてまったく痛くないのです」


    　ローキック連打！　浅野はたまらずがっくりと膝をついてしまう。審査委員長をノックアウトだ。これはどう考えても失格のはず。


    「す、すばら、しい。膝が……治りました。長年悩んでいた膝の痛みが、ウソのように消えてしまいました。これで階段の上り下りもラクラクだぁ。まさに生けるコエンザイムＱ10！」


    　浅あさ野のは震える脚でよろよろと立ち上がる。治ったどころか明らかに膝ひざを負傷している。


    　しかし浅野は笑え顔がおを絶やさない。すごい執念。恐ろしいほどの不正にかける情熱だ。


    「さて、そろそろ……特技の、ひ、披露を……ローキック以外で」


    「よかろう。神の力を見せてやろう」


    　そう言うと、いくみはいったん舞ぶ台たい袖そでに消え、またすぐに戻ってくる。手に握られているのはスプーン。まさか、あの特技を……。


    　いくみは舞台の中央でどっかりと胡坐あぐらをかくと、スプーンを自分の顔の前にかざす。


    「ふにゅうううううう！　うにゅうううううう！」


    　唇くちびるを尖とがらし、奇声を上げる。スプーンを曲げようと集中するいくみ。その表情はえげつないほどの変顔になるのだ。


    　会場からどっと笑い声が起こる。


    「……逆に、逆に…エレガント。これは……ぐふっ……むしろ、知性を感じさせる表情です。ぺろっと出た舌から逆に品性を感じます」


    　浅野は無理やり強きよう弁べんを続けるが、もう誰もその声を聞いていない。


    「くにゅうう。くにゅくにゅううう！　とわっ！」


    　いくみの絶叫と、ドレスから滴したたり落ちる緑色の粘ねん液えき。スプーンをどろどろと伝って、舞台に不気味な緑色の水たまりを作る。おそらく栄養ドリンクとともに仕込まれていたものが、スプーン曲げの激しい動きによって、いま解き放たれたのだろう。


    「うわぁぁああああ！　ちょっと……おえぇ……。いや、すばらしい！　エレガントな粘液！　知性と品性が滴り落ちております」


    　なにがすばらしいのかさっぱりわからないが、いくみは緑の粘液にまみれながら、スプーンを一いつ心しん不ふ乱らんにこすり続ける。


    「ふぅうううっ！　ふぁるけんぼーぐっ！　みせりっ！」


    　いくみはやりきったとばかりに舞台に仰あお向むけに倒れこみ、腕だけをまっすぐに伸ばし、高々と粘液まみれのスプーンを掲かかげる。


    　驚くべきことに、まったく曲がっていない！


    　浅野は全速力でいくみに駆かけ寄ると、スプーンをひったくる。


    　思いっきり強引に力で曲げた！


    「見事に曲がっております！　すごい、これは高得点間違いなし！　さあ採点を」


    （10点）（９点）（９点）（10点）（10点）。合計四十八点。おそらく香か織おりが五十点で抜き去る演出なのだろうが、ここまででトップの高得点だ。


    　当然ながら観客は大混乱。口々に採点がおかしいという声で騒然となっている。


    「ちょっと、どういうことなの」


    　ついに、すでに審査を終えたコンテスト参加者が舞台に戻ってきてしまった。


    「こ、これは……厳正な審査を……」


    　浅あさ野のはなんとか弁解しようとするが、その声さえも、観客の怒ど号ごうでかき消されてしまう。もう収拾がつかない。


    　この混乱のなか、ついに舞ぶ台たいに香か織おりが登場した。会場の混乱ぶりなどまったく気にするそぶりはなく、ゆっくりと落ち着き払った足取りで舞台中央へと進む。


    「みなさん。静せい粛しゆくに！」


    　香織の声はそれほど大きくはなかった。しかしその声を聞こうと会場が静まり返る。


    「私もコンテストの参加者のひとりですので、意見をさしはさむことは控えようと思いましたが、これは生徒会と第一新聞部共催のイベント。ここは参加者としてではなく、生徒会長として発言します」


    　次の瞬間、香織の行動に僕は自分の目を疑った。


    　すべての観客の視線が注がれるなか、香織は深々と頭を下げる。あの高こう慢まんな生徒会長が頭を下げるなんて……。


    「私は、生徒会長としてこのコンテストには不正があると判断し、陳ちん謝しやいたします。私が責任をもって不正に関わった者を処罰し、しかるべきかたちで再度コンテストをやり直しいたしますわ」


    　会場は水を打ったように静まり返り、しばらくして拍はく手しゆが沸わき起こる。


    　香織が頭を下げただけで、その誠実さに観客たちは心を打たれてしまった。


    「なにが処罰……。自分がやったくせに」


    　彩あや香かはそう言うと、席を立ち、舞台へと向かおうとする。僕は彩香の手をつかんで、席に引き戻す。この雰ふん囲い気きでは登壇して事の真相を説明したとしても、むしろ反感を買うだけだろう。ここは香織のカリスマ性にやられたってことだろうか。


    　香織はコンテストをやり直すからには、いまよりスケールアップして、よりおもしろいものにすることを誓う。再び沸き起こる拍手。手を振ってそれに応こたえる香織。


    　彩香がその光景を呆ぼう然ぜんと見つめている。表情にいつもの意志の強さが感じられない。


    　香織が舞台から去ると、観客たちはいっせいに席を立ち始める。予想外の展開に誰もが興奮気味だ。僕は人の波にぽつんと取り残されて、誰もいなくなった舞台を見続けていた。


    　もう待っていても、なにも起こらないことはわかっている。


    　計画は失敗に終わったのだ。


    　香織も、本番の舞台の上なら言い逃のがれできないだろう。そう思っていたが、さすがは生徒会長、まったく動揺するそぶりさえ見せなかった。


    　せっかくいくみにあそこまでしてもらったのに……。


    　客席にはすでに誰も残っていない。実行委員を務めている副会長たちが、撤収作業の邪魔だと言わんばかりに僕を睨にらみつける。


    　その視線に急せき立てられて、僕はよろよろと席を立ち、体育館をあとにする。


    



    　後片づけのために、僕と彩あや香かは部室へと戻っていた。


    　もし香か織おりが不正をみんなの前で認めたら、すぐに号外を出すために、かなりの部分まで原稿を作成していたのだ。


    「いくら香織が絶対的な権力を持っていても、あの混乱は抑えられないと思っていた。……まさか香織が頭を下げるなんて」


    　彩香は自みずから作成していた原稿を削除すると、パソコンの電源を落とす。


    「勇ゆう樹きにもみんなにも迷惑をかけてしまった」


    　夕暮れの部室は薄暗く、うつむいている彩香の顔がよく見えない。


    「ぜんぜん。きっと誰も気にしてないよ」


    　彩香の頭が僕の胸にこつんとあたる。うつむいたまま、なにも言わず、頭をただ僕の胸に押しつけている。こんなに落ち込んだ彩香を見たのは初めてだった。

  



  
    【回　答】


    



    　テンションを上げる方法ですが、コーヒーを飲み、カフェインを摂取する。自分を毘び沙しや門もん天てんの生まれ変わりだと思い込むなどさまざまな意見が出ました。


    　しかし無理やりテンションを上げると、確実に空から回まわりします。少なくとも自分がなんの生まれ変わりだと思い込んでいるのかくらいは確認しておきましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「びしゃなんとか……とにかくびしゃっとした神だ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕は、嫌なことを後回しにしてしまいます。


    　そのことでいろいろな人に怒られているので、どうにかして直したいのですが、何かよい方法は、ないでしょうか。


    
      （やごし ゆうと）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    どうしてやるべきなのか、合理的に考える。


    合理的に考えた末やらないのであれば、


    それは必要ないか、本物の怠なまけ者。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    褒ほう美びこそ、やる気の秘ひ訣けつ。


    嫌なことをするたびに自分で自分にご褒美をあげるのです。


    かっこいい茶器を買っちゃいましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    自分に罰を与える。


    後回しにしたら、誰かに後ろ回し蹴げりをやられちゃう罰。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    自分の一番嫌なことが


    「後回しにすること」だって決めちゃえばいいの。

    

  



  
    【相　談８「長いものには巻かれるべきなんでしょうか？」】


    
      一年　川かわ村むら 浩ひろ紀き

    


    



    　部活で先輩からしごきに近いものを受けています。納得がいかないので反抗したら、反抗的なヤツとのレッテルを貼はられ、誰もまともに相手をしてくれなくなってしまいました。


    　それ以来、僕は不満があっても言わないように心がけています。


    　でも本当は納得がいっていません。相手が自分より権力が上だったら、適当にご機嫌だけとって、自分の意見は言わないほうがいいのでしょうか？　長いものに巻かれるのが賢いやり方なんでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：先輩は長いものなどではない。長さを正確に測定するべき。
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    ふみ：唐とうの太たい宗そうは諫かん言げんを好みました。


    媚こびへつらう後輩を好む先輩はたいした先輩ではありません。
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    いくみ：理屈じゃないよ。卑ひ怯きよう者ものは嫌い！
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    絵美：長いものより太いものに巻かれるべきなの。
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    浅野：巻かれるべき！　長いものに巻かれているときの安心感は最高！

    

  



  
    　大混乱となったコンテストから一週間後。


    　グラウンドの片かた隅すみにぽつんとたたずむプレハブの体育用具倉庫。


    　そこにお悩み相談コーナーの回答者一同は集まっていた。


    　別にグラウンドに白線を引きたいわけでも、綱つな引ひき用のロープが必要なわけでもない。僕たちは、なじみの部室を追われ、ここを部室とするようにと通達が下くだったのだった。


    



    　生徒会からのお知らせ


    



    　先日行おこなわれました美少女コンテストにおきまして、採点に関する不正がありました。このような行いは、コンテストの価値を損じるだけではなく、我が校の品格を貶おとしめるものでもあり、決して許されるものではありません。


    　不正の首しゆ謀ぼう者しやである第一新聞部部長、浅あさ野の浩こう太たをコンテスト審査委員長から更こう迭てつ。さらに浅野が部長をつとめる第一新聞部を廃部とし、第二新聞部と統合合併することとします。


    　また罰則として、統合した新聞部はいままでの部室の使用を中止し、新しい部室へと移動することを命じます。今後はこのようなことがないよう、厳重に管理を徹底していく所しよ存ぞんです。


    



    
      生徒会長　白しら河かわ香か織おり

    


    



    　不正を行おこなったのは浅あさ野のの第一新聞部、それをウラで操あやつっていたのは香か織おりなのに。第一新聞部の廃部を名めい目もくとした、事実上の第二新聞部への仕返し。それが香織の通達の目的であることは、明白だった。


    　もちろん彩あや香かはこの裁さい定ていに納得がいかず、連日生徒会室へ抗議に出向いているが、香織の目的は自分に恥をかかせた第二新聞部への報ほう復ふく。折れるはずもない。


    「これ……この世のものとは思えない匂においがするの」


    　絵え美みはいつ使われたのかわからない、ラグビーのヘッドギアをペンの先でぶらさげて、部へ屋やの片かた隅すみに追いやる。


    「住めば都みやこと言います。掃除をすれば少しはマシになるかもしれませんよ」


    　ふみは気丈に絵美を励はげましているが、常にハンカチで口を覆おおっている。


    　少し動くと石せつ灰かいとほこりが舞い上がり、僕もさっきからくしゃみが止まらない。


    「なぜこんなものがあるのだ。高校生が大玉転がしなどする可能性があるのか？」


    　梨り乃のは自分のすぐ隣に横たわる大きな玉を睨にらみつけて憎々しげに言っている。


    　そしていくみは……。サッカーボールを発見して、実に楽しそうにリフティングをしている。


    　……とにかくひどい状況だ。当然のことながら部室として使用できる場所ではない。


    「まあまあ、こうなってしまった以上、文句言ってもしかたない。気持ち切り替えていこうよ。それにかわいい女の子に囲まれていれば、用具倉庫もパラダイスさ」


    　明るくみんなを励ましたのは部室を追われることになった元げん凶きよう、浅野だった。


    「なんであんたがいるのさ！」


    　いくみは即座に退場を命じる勢いで浅野を睨みつけるが、浅野はまったく気にしていない。


    「そりゃいるさ。ここが、新生新聞部の部室なんだからさあ、相談やろうよ。今回の相談はなにかな？」


    　浅野はいくみの視線を気にすることなく、勝手に仕切り始める。自分の不正による処罰によってこのような事態を招いているのに、まったく悪びれた様子はない。


    　たしかに部が統合されて、ここが部室になったんだから、第一新聞部の部員がいても仕方ないんだけど、浅野以外の部員の姿はない。


    「ほかの第一新聞部の部員は？」


    　僕の質問に浅野は笑え顔がおを浮かべながら答える。


    「ああ、みんな今回の失態に無茶苦茶キレちゃってね。部室がもとに戻るまでボイコットするってさ。くみと志し乃のは無言でいなくなるし。よしたかなんか、泣きながら殴りかかってくるし……笑っちゃうよね！」


    「笑う部分はとくにないですけど……」


    　くみと志乃は、たしかふみと梨乃の偽者。そして、よしたかは第一新聞部の坊ぼう主ず頭の一年生。涙の抗議を「笑っちゃうよね！」ですまされるとは……気の毒だ。


    「そういうわけで、僕が新しい部の部長ってことになると思うから。怒りが治まったら、第一新聞部のメンバーとも一緒にやってくから。みんな改めてよろしく！」


    　自分が招いた事態であるにもかかわらず、まったく反省している様子はない。浅あさ野のは満面の笑え顔がおで僕たちに手を差し出すが、すぐにいくみにはねのけられてしまう。


    「本当なの？　新聞部、こいつが部長になるの？」


    　いくみがすこし不安げに言う。


    「大丈夫。いま、合併を取り消して第二新聞部が存そん続ぞくするように、彩あや香かが動いているから……」


    　もちろん、香か織おりがそれを素直に認めるとは思えないが、それでもいまは希望を語るしかない。


    「さあ、さあ、じゃあ、ふみちゃん。自分の意見語っちゃってよ！　文系らしい感じで！　さあ、どうぞ！」


    　今度はふみの肩に手を回そうとして、またしても手をはねのけられている。なんなんだ、この調子のよさは。


    「あの……そもそも、浅野さんをメンバーにした覚えがないんですが」


    　僕がたまらず抗議をするが、浅野はまったく気にする様子がない。


    「堅いこと言わずにさあ。同じ部の仲間じゃないか。これがこっちの看板コーナーなんでしょ。勉強させてよ。さあ、ふみちゃん。さあ、いってみよう！　三、二、一、はい」


    「じゃあ、梨り乃のから話を聞こうか」


    　僕は浅野を無視して、梨乃から話を聞いていくことにする。梨乃もちらりと浅野を見ながらも、いないものとして話を始める。


    「長いものにたとえられるほど、先輩は長くないと思われる。誤差レベルではないか」


    「梨乃さん。本当に細長い先輩がいるわけではないですよ」


    「そんなことはわかっているのだ。権力がある人間のたとえとしても、たいした権力などない。しょせんは学校レベルではないか。軍隊を持っているわけでも、自分の死後のためにピラミッドを建設できるわけでもあるまい」


    「いやいや、わかってないよ。俺おれたちは学生。つまりはこの学校が世界のすべてに見えるってこと。そのなかで強い人間の下につくのは、当然のことじゃないか」


    　浅野が頼まれもしないのに猛烈に反論する。


    「それはただ視野が狭いだけではないか」


    「適切な視野と言ってくれないかな。世界情勢やら、日本の行ゆく末やら、あんまり視野を広げると疲れちゃうだろ。快適なレベルの視野の持ち主なのさ」


    　……言っている内容はクズそのものだが、口だけは達者だ。


    「スケールが小さいです」


    　今度はふみが浅野に反論する。


    「中国史上最高の名めい君くんのひとり、唐とうの太たい宗そうは常に部下に諫かん言げんを言わせ、自みずからを律しました。媚こびへつらう人間が得をするのは、低いレベルでの話なのです。相手を見て態度を変える人間の成功など、小さな成功にすぎません」


    「理想論だな。たとえば電車の中で大きく股またを広げて座っている人がいたとして、それが超怖そうな人だったら、注意しないでしょ。いちいち注意してたら大怪け我がするよ。日本史上最高のプロレスラーと名高いアントニオ猪いの木きは『いつ、なんどき、誰の挑戦でも受ける』と言ったけど、それはちゃんとオファーをされて興こう行ぎようとして成立する場合だけなのさ」


    　唐とうの太たい宗そうに対してアントニオ猪木……。


    「それはまた別の話です。長いものに巻かれるって、要するに、不正や間違いを自らの保身のために見み逃のがすこと、それを表現を変えてごまかしているだけじゃないですか」


    「ごまかしなんかじゃないよ。そのものずばりだよ。保身に決まってるじゃないか！」


    「言ってて恥ずかしくないのですか……」


    「僕は自然体というかエコなんだよ。自分に優しい生き方だよ」


    　地球じゃなく、自分に優しいのか……。


    「まあ、結局、その、長いものに巻かれる生き方も、失敗して、部がなくなっちゃったんだけどね。……君たちのせいだよ。君たちが邪魔しなけりゃ、いまごろ、分け前のおこめ券を換金して、コンテスト三位くらいの女子とサイパンっぽい島でバカンスくらいは」


    　浅あさ野のは自じ嘲ちようするような薄笑いを浮かべながら言う。


    「バカッ！」


    　突然いくみは立ち上がると、浅野の前に立ちふさがり、頬ほおを激しく打った。


    「インチキしたお金で遊んでなにが楽しいのさっ！」


    　怒りではなく哀あわれみの表情。叩たたかれるほうもつらいが、叩くほうだってつらい。そんな感情が伝わってくる気がする。


    「そりゃ、どんな……」


    「バカッ」


    　いくみが浅野の頬を激しく打った。


    「いや、まだ……お金は」


    「バカッ！」


    　いくみが浅野の頬を激しく打った。


    「ちょっ……だから」


    「バカッ！」


    　いくみが浅野の頬を激しく打ち、リフティングしていたサッカーボールを投げつけた。ボールを顔面に受けてダウンする浅野。


    「喰くらえっ！」


    　いくみは倒れている浅野を大玉で轢ひいた！


    　ボコボコだ……。どうやら叩たたくほうはつらくないらしい。


    「いくみ、もうわかったから、いちおう浅あさ野のさんは先輩だし」


    　僕はもう一発お見舞いしてやろうと、振りかぶるいくみの手をつかんで、強引に止める。


    　これ以上叩くと平ひら手てとはいえ、深刻なダメージが懸け念ねんされる。


    「まったく、いくみちゃんは、ちょっと暴力的なところがあるね。そこがいいところなんだけど……じゃあ絵え美みちゃんはどう思う？　長いものに巻かれる派？」


    　この状態でまだ仕切ろうとするか！　浅野は大玉の下敷きになりながらも、恍こう惚こつの表情を浮かべている。タフな性格というよりは単なる変態の可能性が高い。


    「……私は太いものに巻かれるの」


    「……ああ……なるほど……あるかもね」


    　浅野があっけに取られている。なにが「あるかも」なのか本人もわかってないはずだ。


    「長いものは、ただ巻かれやすいだけなの。本当に巻かれるべきは太いもの……ドＭさんもそうするといいの」


    　ドＭさん。おそらく浅野のことだろう。


    「あ、うん……」


    　浅野はうなずくしかない。


    「太いものってなんなのかな？」


    「それは……自分にとっての……インスピレーションをもたらす人。私を……新しく生まれ変わらせてくれる人」


    　また絵美が髪をくしゃくしゃとかき乱しながら、ぽつりぽつりと語る。


    「つまりは……ここのみんなのような人」


    　絵美は最後にそう付け加えると、少し照れたようにはにかんだ。


    「絵美さん。うれしいです」


    　ふみは両手で絵美の手を握りしめ、素直に感謝の意を示す。


    「そうだよ。これから、一緒に頑張っていこう。新しい新聞部の出す新創刊の新聞で、スクール水着グラビアコーナーなんてどうかな？」


    　浅野がふたりの手の上に勝手に手を重ねる。


    「バカッ！」


    　いくみが浅野の頬ほおを激しく打った。


    　ここまでくると、平手打ちされたくて暴ぼう言げんを繰り返しているようにしか見えない。


    「バカッ」


    　さらにいくみが、異様な臭しゆう気きを放つラグビーのヘッドギアを無理やり浅野に装着させようとしたときだった。


    「新聞部の皆さん。なにをしてるのすか？」


    　体育用具倉庫の扉とびらが開かれ、不思議そうにこちらの様子を見ているひとりの女子。


    　以前、僕たちに「東京についていけない」との悩みを相談した、田舎いなか出身の女子、山やま中なか君きみ江えさんだった。


    「あら、君江さんこそ。こんなところでなにをしているのです？」


    　ふみが問いかけると、山中さんは声をひそめて答える。


    「これは内緒にしてほしいのすけど、わたす、この倉庫の裏で畑を作ってるのす。隠し畑なのす。それでスコップを取りにきたのす」


    　学校で勝手に畑はた作さくを営いとなむとは……。


    「すごいですね。年ねん貢ぐ逃のがれみたいですね。見たいです、君江さんの隠おん田でん。皆さん、議論もこんなにほこりっぽいところでするよりは、畑を見ながらのほうがはかどりますよ」


    　ふみの言うとおり、こんな場所ではまともな考えも浮かばない。


    　僕たちは気分転換もかねて、山中さんの秘密の畑を見学することにする。


    　山中さんの畑は四畳半ほどの大きさだった。畑というより、家庭菜園の規模だが、こっそり作っているにしてはなかなかの広さだ。


    「これから、秋植えの小こ松まつ菜なを始めるのっす」


    　山中さんはそう言うと、よく耕たがやされて黒々とした土に種を蒔まいていく。


    「こっちの、もう生えてるのはなに？」


    「カリフラワーなのす。ウチの田舎では、うめえ草と呼ばれてるす。そろそろ収穫なのす」


    「ほんとだ、葉っぱの真ん中にカリフラワーみたいのできてるっ！　すごいね」


    　いくみは白い花の蕾つぼみのようなカリフラワーを発見して目を丸くしている。


    「こうして、畑さ、やってると、気持ちが落ち着くのす。勝ったとか負けたとか、誰が偉いとか、そんなことは畑の前では関係ないのす。土と向かい合ったら、そんなことはどうでもいいのす。気持ちが落ち着くうえに、売ればいい金になるのっす」


    　山中さん。売るんだ……。学校でこっそり作った野菜を。


    「お金はちょっとよくわからないですが、こうして見ているだけでも、なんだか落ち着いた気持ちになります」


    　ふみはまだ小さなカリフラワーをちょんと指でつついて、笑え顔がおを浮かべる。


    「都会の人は競争しすぎなのす。ナンバーワンになる必要はないのっす。大きな花や小さな花、それぞれ世界でひとつだけの花を咲かせるのす」


    　山中さんは手を休めることなく種を蒔きながら言う。


    　……いいことを言っているのはわかるが、どうしても時代遅れ感が気になって素直に感心できない。山中さんの田舎では最近流行はやったのだろうか……。


    「そ、そうだね。僕たちの相談者にもすごく参考になる意見だよ」


    　僕はさも心を打たれたかのように言う。しかし本人はかなりいいことを言った感触があるようで、なおも言葉を続ける。


    「そうなのす。みんな、ひとりひとり違う種を持っているのす。その種を育てればいいのす。ただし、ジャガイモの種イモは水やりすぎると腐くさるのす。そこは注意す。水はけを……」


    　たとえ話だったはずが、リアル農作業の話に。山やま中なかさんは僕たちそっちのけで、ジャガイモ栽さい培ばいのコツを語り続ける。そろそろ、おいとましたいんだけど。そんな気持ちを察したかのように、携帯電話が小刻みに震え、メールを受信したことを知らせた。彩あや香かからだ。


    　──生徒会室に集合して。


    　件名はなく、そっけない本文。どうやら、なにか進展があったようだ。


    　僕たちは山中さんにお礼を言って、生徒会室へと急いで向かう。


    



    　生徒会室は相変わらず豪華な作りだった。


    　部屋の真ん中に据すえられたソファーには彩香と香か織おりが向かい合って座っていた。


    「あら、いらっしゃい。お茶でもどう？　アールグレイのいいのがありますわ」


    　香織は妙に上機嫌だった。それに対して、彩香は不機嫌極まりない表情。あんまりいい予感はしない。


    「それで、どうなったの？　新聞部は？」


    「残念ながら、決定はなにがあっても覆くつがえせませんわ。もともとひとつの部だったのですから、いい機会じゃないですか。ひとつにまとまって頑張っていけばいいじゃないですか。新しい部室で。あら、みなさんなんだかほこりっぽいですわね」


    　香織はそう言うと、なんともうれしそうに笑う。


    「だったら、なんの用？　わざわざ全員を呼び出して」


    　彩香は憮ぶ然ぜんとした表情のまま言う。


    「それはもちろん、美少女コンテストのやり直しについてですわ」


    「悪いけど、もう私たち、興味ないから」


    　そもそも美少女コンテストは香織の不正を暴あばくために参加した。その目的がなくなったいま、誰が学校一番の美少女なのかなど、どうでもいい。


    「そうはさせませんわ！　きっちり参加して、きっちり私に負けていただかないと。そうでなければ私の気がおさまりません」


    　僕たちのせいで観客の前で謝罪させられたことをまだ根に持っているようだ。


    「もういいって。私たちは勝負とかやめたから。世界でひとつだけの……」


    「許しません！」


    　いくみの言葉を、香織は最後まで言わせずにさえぎる。


    「私と勝負しなさい。必死に私に抗あらがい、そして無む残ざんに敗北し、私にひれふすのです！　我が白しら河かわ家けの歴史は勝利のみに彩いろどられているのです。当然、私にも敗北は許されていないのです」


    「勝手にやったらいいではないか」


    「メガネ！　黙りなさい！」


    　今度は梨り乃のを一いつ喝かつする。


    「現在は我が校の理事長である、祖父、白しら河かわ宗そう十じゆう郎ろうが我が校の学生であったころ、無敗を誇っていた将しよう棋ぎで一度だけ敗れたことがあります。もちろん祖父は負けたままになどしませんでした。翌日、その男は桂けい馬まが両方のこめかみに刺さって、入院することになりましたわ」


    　将棋で勝てよ。


    「どうせまたインチキするくせに。インチキする人とはなんの勝負もしてやんないから」


    「安心しなさい。今回は本当に正々堂々と勝負してあげますわ。しかも不正を働く余地すらないルールを考えましたの。そして優勝賞品のおこめ券も大幅増額します」


    　香か織おりはいくみのその言葉を待っていたかのように即答すると、新しい美少女コンテストのルール新案を披露する。


    



    １　おこめ券を増額し、全校生徒におこめ券千円分を配布。つまり全校生徒千二百人×千円で合計は百二十万おこめ券。


    ２　おこめ券を投票券として、大会最終日に、より多くのおこめ券を集めた人が優勝。


    ３　一位の者にはその時点で獲かく得とくしたおこめ券が優勝賞金として提供される。


    ４　おこめ券は暴力以外どのような方法で獲得してもよい。


    ５　期間は一週間とする。最終日には体育館での最終投票と結果発表を行おこなう。


    



    「このルールなら不正の疑いはないでしょう。そもそもなにをしても自由なのですから、不正は存在しえませんわ」


    　香織は誇らしげに言うが、なんでもあり、がそもそも香織に有利だ。学校最大の権力者の顔色をうかがってみんな香織に投票するに決まっている。


    「勝手にやったら？」


    　彩あや香かがあきれたように言う。


    「あらあら、せっかく購買でもおこめ券専用のすてきな賞品を取り扱うことにしましたのよ。どれも参加意欲をかき立てるものばかりですわ」


    　香織が作成途中の書類を僕たちに見せる。そこにはおこめ券で取り扱われる賞品の一覧が掲載されていた。


    



    　購買における新賞品案


    



    ・保健室のベッド優先使用券　二万おこめ券


    ・授業中、絶対にあてられない権利　十万おこめ券


    ・好きな人を停学にする権利　二十万おこめ券


    ・体育の授業がマラソンのときに自動的に見学になる権利　三十万おこめ券


    ・保健室を一時的にエステサロンとして使用する権利　三十五万おこめ券


    



    　学校の私物化もはなはだしい……。香か織おりが優勝したら、保健室がエステサロンになってしまうのか……。体調が悪いときはどうしたらいいんだ？


    「だから、もう興味ないって言ってるでしょ、私たちへの仕返しなら、もう十分にしたじゃない！　しつこいよ」


    　彩あや香かが、話は終わりだと言わんばかりに席を立つ。


    「ちょっと待ってください、彩香さん」


    　引き止めたのは香織ではなく、ふみだった。


    「どうしたの？　マラソンの授業、見学したくなったの？」


    「見学したくもありますが、そうではありません。生徒会長、もうひとつ新賞品を加えてくれませんか。そうしたら私は参加します」


    「あら、なにかしら。言ってごらんなさい」


    「部活設置の権利です」


    「それはできませんわ。新聞部の合併は決定事項ですし、生意気にも私に恥をかかせた罰なのですから」


    　香織は自分からは身勝手な要求をしておいて、こっちの要求はまったく聞き入れるつもりがないらしい。そんな香織の態度を変えるひと言を、ふみが言い放つ。


    「逃げるんですか？」


    　香織の反応は眉まゆがかすかに動いただけだった。しかしそれだけでも、十分に伝わる怒ど気き。


    「逃げるですって？　この私が？　おもしろいことを言いますわね。どこの国のジョークなのかしら。私が逃げる？　ふざけたことを……いいでしょう。ただし六十万おこめ券。全生徒の半数分を獲かく得とくしたら認めましょう。その代わり、もし負けたらあなたが貧ひん血けつになるたびに、保健室をエステサロンにしてやりますわ」


    「そんなに貧血にはなりませんっ！」


    「どうかしら、今後、校長のお話がとんでもなく長くなる気がしますわ」


    　なんの脅おどしだ。恐ろしいといえば恐ろしいが、回りくどい嫌がらせだ。とにかく絶望的と思われた第二新聞部の復活に一いち縷るの望みができた。


    　ほんとうにわずかの可能性かもしれないが……。


    「あなたがたの浅はかな魂こん胆たんは見え透すいてますわ。全員でエントリーして、最終的に獲得したおこめ券を誰かに集中させるつもりでしょう。そんな程度で私に勝てると思っているのかしら？　私の美しさの前ではあなた方が束たばになっても勝てはしません」


    



    　生徒会室を出た僕たちは再び部室へと戻る。


    「ふみちゃんすごいね。よくあの条件を引き出したね。ありがとう」


    　彩あや香かがふみをぎゅっと抱きしめる。よほどうれしかったのだろう。


    「あの言葉を言えば挑ちよう発はつに乗ってくるとわかってましたから」


    　ふみはそう言うと、自分の携帯電話を操あやつり、とあるサイトへとアクセスする。


    



    　半ライス同好会　解散のお知らせ


    　同好会結成から十二年、我々半ライス同好会は、半ライスを愛し、半ライスに関する情報をお伝えしてきました。


    　全国の半ライスを食べ比べた日々。日本一ボリュームのある半ライスを探し求めた日々。半ライスを一日四杯食べ、だったら普通のライス二杯でよかったんじゃないのかと朝まで議論した日々。どれも昨日きのうのことのように思い出されます。


    　僕たちの半ライスに対する熱い思いは消えていませんし、お店で半ライスのみを注文する勇気もまだあります。


    　しかしそんな半ライスデイズも終わりを迎えるときがきました。


    　ことの発ほつ端たんは半ライス部部長と生徒会長とのトラブルでした。問答無用の廃部の決定に我々は「逃げるな、生徒会長」キャンペーンを展開し、公開の場での議論を要求。


    　キャンペーンの結果、その議論の場を得ることができ、半ライス部の必要性を訴え、真っ向から勝負したのですが、あえなく惨ざん敗ぱい。ノーライスとなってしまいました。またいつか半ライスを食べられる日が来ることを祈っております。


    



    　これは香か織おりが廃部にしたと言っていた、半ライス部のページ！　すでにサイト自体は閉鎖され、この解散のお知らせのみが残されている。


    「このページを見て、会長は『逃げる』という言葉を使えば必ず挑発に乗ると判断したのです」


    「よくこんなの、見てたねえ」


    　いくみはふみの携帯を覗のぞき込みながら、感嘆する。


    「敵を知り、己おのれを知れば、百戦危あやうからず。孫そん子しです」


    「ありがとう孫子！　ありがとう半ライス研究会」


    　いくみがオレンジ色に染まる西の空に向かって叫ぶ。西の方角に孫子も半ライス研究会もいないだろうが、とにかく第二新聞部存そん続ぞくの望みは、再度開催されるコンテストの結果次第となったのだった。


    



    　おこめ券争奪美少女コンテストは、その概がい要ようが発表されたとたんに、学校中がその話で持ちきりになった。なにせ賞品が高額、すべてを獲かく得とくするのは不可能だろうけど現金に換算すると百二十万円。高校生に与えていい金額ではない。


    　エントリーする女子たちでたちまち生徒会室の前は長ちよう蛇だの列ができた。


    「さて、どうやって優勝するかだね」


    　自みずからエントリーをすませて生徒会室から出てきた彩あや香かは、参加者の多さになかばあきれ気味に言う。とりあえず、梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美み。お悩み相談コーナーのメンバー全員がエントリーを承諾してくれた。


    　部室に戻って、まずは全員で作戦会議だ。


    「なにか、ぱっと勝つ手はないものかね？」


    　彩香はため息をつきながら言うが、表情は明るい。ふたりっきりのときに見せた弱気はすでに吹き飛んでしまったようだ。


    「わざと負けなくていいんだから、そしたら勝てるでしょ」


    　いくみは自信満々に言う。勝負事でわざと負けるなんていくみの性格には合わなかっただろう。そのストレスから解放されて、純粋な勝負に燃えているんだろうけど……いかんせん、なんにも根こん拠きよがない。


    「こっちは五人、相手はひとりですから。いくら生徒会長のカリスマがあるといってもいい勝負にはなりそうなんですが……」


    　ふみもそこから先、言葉が続かない、やはり必勝の作戦があるわけではなさそうだ。


    「しかし、美少女コンテストに本当に参加する羽は目めになるとはね。いくみちゃんにも潜入捜査をしてもらっただけだったのに……美少女コンテストで勝たないと部がなくなるなんて、なんの因いん果がか……ごめんね、みんな」


    　彩香はそう言うと自じ嘲ちようする。ふみがその言葉を首を振って否定する。


    「美少女コンテストなんて恥ずかしいですけど、私たちも、あの部室が居場所みたいになってましたから。あそこに戻れなくなるなんてイヤなんです。ねえ、梨乃さん」


    「私は人間を見た目で評価するのは大反対だし、自信ないけど……」


    「梨乃はここがないと、友達いないもんねっ！　やるしかないよね」


    　いくみがまた余計なことを言う。梨乃は顔を真っ赤かにして否定するが、いくみはなおも、からかい続ける。いつもの見慣れた光景だが……。この光景を守るために僕もなにかできるといいんだけど……。歯がゆい。


    「まあ、私に任せておきなよ」


    　いくみは僕の気持ちを察したのか、バシンと背中を叩たたく。


    「そうだね。しかたないね。私も本気出しちゃおうかな。単独でも香か織おりに勝っちゃうかもね。なにせ、向こうは意地の悪さが顔に出てるから」


    　彩あや香かもいくみに影響されたのか、ようやく強気の発言が出てくる。


    「そうです。私たちは生徒会長の横おう暴ぼうに立ち向かっているのですから。その気持ちはきっと伝わるはずです。我々には最強の戦略、大たい義ぎがあるのですっ！」


    　ふみまで珍しく威勢のいいことを言う。


    　とにかくみんなの気持ちはひとつにまとまった。この気持ちが勝利へとつながってくれればいいが……。


    



    　翌日、おこめ券争奪、美少女コンテストが始まった。


    　放課後、終業を告げるチャイムと同時に、エントリーした女子たちが、配布されたおこめ券を自分のものにしようと、男子たちを取り囲み始める。気の弱い男子はなかば強引におこめ券を奪われてしまっている。


    　なんて教育上よろしくないコンテストなんだ……。


    　クラスでエントリーした女子たちの獲え物ものを狙ねらうような視線を背中に感じながら、僕はそそくさと教室を出て部室へと向かう。


    　唯ゆい一いつ、コンテストに参加していない僕は部室で連絡係だ。といってもなにもトラブルが起こらなければ、とくにやることはないが……。


    　おそらくいまごろ、みんな頑張ってくれていることだろう。


    　せめて労ねぎらいをと、僕は体育用具倉庫を精いっぱい掃除して、空あいたスペースに以前の部室から持ち出したちゃぶ台を設置し、お茶を用意して、みんなの帰りを待つ。


    「ただいまぁ」


    　最初に部室に戻ってきたのはいくみだった。


    　満面の笑え顔がお。なんだかいつもより歩幅も大きく、どすどす歩いて、ちゃぶ台の前でどっかり胡坐あぐらをかいた。どうやら、かなりの収穫があったのだろう。


    「いやあ。みんなわかってるねえ。ちゃんと誰がかわいいのか、わかってる」


    　いくみは獲かく得とくしたおこめ券を誇らしげにちゃぶ台の上に並べてみせる。全部で十七枚。一日だけでこれはすごい。しかし、何枚かのおこめ券の隅すみに、転々と赤黒いシミがついているのが気になる。


    「ちょっと汚れてるね」


    「え？　殴ってないよ！」


    　……なんだ、その返事は。そして、なんだ、その目をそらして口笛を吹くリアクションは？


    「殴ったんだね」


    「違うよっ！　『おこめ券あげるから、触らせろ』みたいなこと言われたからっ！　それで、それで正せい中ちゆう線せん四連突きを」


    　それはまた大技を……。とにかく頑張ってくれているのだから、これ以上は問い詰めないでおこう。


    「ふふふ。みんなわかっているな。やはり私の魅力は香か織おりを凌しのぐっ」


    　次に戻ってきたのは彩あや香かだった。いくみの獲かく得とくしたおこめ券の上に自分の分を重ねる。


    　数えてみると二十二枚。いくみを上回っている。彩香は勝利を確信したかのような会かい心しんの笑みを浮かべているが……。


    「なんで水着なんだよ！」


    　彩香は合宿のときに着用していた水着姿だった。


    「あれっ？　ほんとだっ。いつの間まに！　うっかりうっかり」


    　なんて白しら々じらしいとぼけ方……。どうやら水着で学校を闊かつ歩ぽしてきたらしい。さぞかし男子たちが群がったことだろう。


    「ズルだっ！」


    　いくみはそう叫びながら、彩香のウエストのくびれを指さす。水着になったのがズルなのか、それともこのプロポーションがズルだと言いたいのか……。


    「ズルじゃないって。ミスだから。ウチの制服って、ちょっと水着に似てるとこあるから」


    　ぜんぜん似てないよ！　とにかく勝負のためには手段を選ばないその姿勢。いまは心強い。


    　それに彩香は明るく振る舞ってはいるが、自分のせいでこの事態を招いたことに責任を感じているのだ。自分のミスは自分で取り返す。その強い決意がこの抜群のプロモーションとなって現れているのだ。


    　彩香といくみによる〝水着はズル論争〟が続くなか、次に部室に戻ってきたのはふみだった。


    　ふたりに比べて表情は暗い。


    「すみません。やっぱり、恥ずかしくて、声なんてかけられませんでした……」


    　そういうと自分に失望したかのように肩を落とす。


    　やはり厳格な家で育ったふみには、この勝負は大変だったようだ。無理もない。


    「そんな、謝らなくても、チャレンジしてくれただけでも感謝だよ」


    　水着姿の彩香がふみを慰なぐさめる。ふみは申し訳なさそうに、そっとおこめ券を追加する。


    　どさっと音がしそうなくらいの量だ。三十枚以上はある。


    「あれ？　恥ずかしくてって言ってたのに」


    　彩香は自分の獲得した枚数を凌ぐおこめ券を前に目を丸くしている。水着姿で！


    「はい。声がかけられなくて、廊下でもじもじしていたら、優しい方がくださいました」


    「ズルだっ！」


    　いくみが叫ぶ！


    「ズルですか？」


    　ふみはいくみの言っていることの意味がわからずぽかんとしている。


    「なんだかわかんないけど、ズルだっ！　とりあえず、おっぱいが大きすぎる！　悪質なファウルだ！」


    　もじもじしていただけのふみに負けてしまったことが、よっぽど悔くやしかったのだろう。わけのわからないファウルアピールを続けている。


    　そんな騒然としている部室に絵え美みがいつの間まにか戻ってきていた。


    「ただいまなの……」


    　絵美はいつもと同じローテンション。落ち込みも勝ち誇りもしていない。しかしその手には大量のおこめ券が握られている。ふみよりさらに多い！　いったいどんな手を使ったんだ。


    「絵美さん。脱ぎましたね……」


    　ふみがじっと絵美の目を見つめる。


    「脱いでないの……」


    「ではどんな手を使ったのですか？」


    「……言えないの」


    「絵美ちゃん。気持ちはありがたいけど、脱いじゃダメだよ」


    「彩あや香かさんが言わないでください！」


    「私はうっかりだから」


    「私も脱いでない……。ならば、いま脱ぐの」


    　そう言うと、絵美は自みずから制服のスカーフを外し始める。


    「なぜいま脱ぐのですか」


    「身の潔けつ白ぱくを」


    　ふみがすばやく絵美の手をつかんで、脱衣を阻そ止しする。


    「わかったから。みんな、変な詮せん索さくはよそう。とにかく頑張ってくれたんだから。お疲れ様でした」


    　僕は絵美にお礼を言って、この話を強引に打ち切る。


    　あとは梨り乃のが残っているだけなのだが……。しかしいくら待っても梨乃は戻ってこない。


    「遅いなあ、梨乃」


    　いくみは僕が用意したお菓子をほとんどひとりで平らげ、ごろりと横になっている。


    　かわいいといえばかわいいんだが、この姿を見るだけでもコンテスト向きではない。


    　そんなことより梨乃だ。いくらなんでも遅すぎる。


    「ちょっと見てくる」


    　僕はそう言い残し、部室を出る。梨乃はいったいどこに……。


    　しかし、僕は梨乃を捜して歩き回る必要はなかった。


    　扉とびらから出てすぐ、お悩み相談ポストの前に梨乃は立っていた。しょんぼりと肩を落とし、うなだれている。


    「梨乃、どうしたの、入りなよ」


    「私は……どうしても声をかけたり……できなかった」


    「それはふみもそうだったみたいだから」


    「ふみは廊下でもじもじできたではないか。私は、その、声をかけられたら思わず逃げてしまって……ずっと逃げ回っていたのだ」


    　どうやら部室の中の様子はうかがっていたらしい。それにしてもコンテストで逃げ回るとは……。本当に苦手なんだな。でも梨り乃のがほかの男子生徒になにかねだっているより、逃げ回ってくれたほうがなんだかうれしい。


    「無理はしなくていいんだよ」


    「しかし、みんな、何枚も獲かく得とくしてるのに、私だけ……顔向けできないではないか」


    　いまにも消え入りそうな声。いつもの自信に満ちあふれた梨乃は見る影もない。


    「これ、梨乃に」


    　僕は自分に配布されたおこめ券を梨乃に差し出す。暗がりのなかでもわかるくらい、梨乃の顔が真っ赤かになっている。


    「ひとり一枚しかないのに……私なんかに。気を遣ってくれなくてもいいのに」


    「気を遣ってじゃないよ。ただ渡したい人に渡しただけだよ」


    「そ、いや……私はっ、つ、つまり」


    　気が動転しているのか、なにを言ってるのかさっぱりわからない。
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    「結局、みんなの合計になるから、一緒なんだけど、まずは梨り乃のに……」


    「あっ……ありが……とりあえず、これは、みんなの分だ。全体に合計しておいてくれ。みんなに、明日あしたから本気を出す。結局、勝利するのは私だ。と伝えておいて。赤あか松まつも見ているがいい。私が手段を選ばなければ、どれほどの力を発揮するか」


    　梨乃は僕におこめ券を突き返すと、全力で走り去ってしまう。


    　しかも捨てゼリフ付き。相変わらずの負けず嫌いだ。


    



    　日を追うにつれて、コンテストは激しさを増し、ますます盛り上がっていく。


    　僕たち第二新聞部チームも着実におこめ券を獲かく得とくしていく。


    　ここまで部内ではいくみ、彩あや香かがほぼ同数、それよりやや上の数をふみと絵え美みが獲得している。そして、それをさらに上回る数を集めているのが梨乃だった。


    「……梨乃さんは悪魔に魂たましいを売り渡してしまったの」


    「そうだよ。梨乃はズルしてるよ」


    　絵美といくみはその状況に不満を漏もらす。


    　放課後、学校中の廊下ではおこめ券の獲得競争が行おこなわれていたが、梨乃が現れるとそこはもう梨乃の独どく壇だん場じようになる。


    「梨乃さんだって、みんなのためを思って、やってくれているのです。そんなこと言ってはダメですよ」


    　ふみは廊下を行ったり来たりして、獲え物ものを狙ねらう梨乃の様子を見ながら言う。


    　宣言どおり、梨乃は本気を出した。


    　そして手段も選ぶことはなかった。


    　梨乃の最終手段。


    　それは催さい眠みん術じゆつにかかることだった。


    　放課後になると、自みずからオカルト研究会の部室へと足を運び、しばらくたって出てくる。


    　すこし眠たげな表情。まるで幼おさな児ごのようなおぼつかない足取りで廊下を歩きまわる。


    　梨乃はおこめ券を集めている女子を発見するなり追跡を開始する。


    「あのね……。私ね、それ欲しいな」


    　梨乃が上目づかいで女子の顔をじっと見つめる。


    　甘えんぼモードの梨乃は、男子ではなく女子にターゲットを定めていた。


    「なんで私が……」


    　相手が戸惑っても、梨乃はおかまいなしだ。


    「食しよく物もつ連れん鎖さなのだ。植物プランクトンをね、動物プランクトンが食べるでしょ。それをイワシが食べて、イワシをアシカが食べるの。そしてアシカをシャチが食べるの。だから、それ、欲しいなぁ」


    　自分は、エントリーした女子が獲かく得とくしたおこめ券を、さらに狙ねらうシャチ的な存在だと言いたいのだろうが、なんとも甘えんぼなシャチだ。


    「ねえ、ねえ……それ、ちょうだいな。ちょうだいなったら、ちょうだいなっ！」


    　梨り乃のの不思議なおねだり力と執しつ拗ようさによって、梨乃に捕まった女子がおこめ券を譲じよう渡としていく。梨乃はそれを握りしめて、満面の笑みを浮かべる。


    　ぺこりと頭を下げてお礼を言うと、また次の女子へと狙いを定める。


    「ねえ、ねえ、その券欲しいんだけど」


    「あげるわけないでしょ」


    「じゃあねぇ、取りかえっこするのだ。これとかえっこしてよ」


    「なにこれ？」


    「見てのとおり、駒こま込ごめピペット５㎜だよ。ねえねえ、かえっこして。いい駒込ピペットだよ。コンタミしないよ。異物が混入しないんだよ。かえっこ。かえっこ」


    　梨乃は猫のように身体からだをすり寄せると、甘えた目でターゲットを見つめる。


    　おねだりに負けて、おこめ券を手放すターゲットの女子。呆ぼう然ぜんと自みずからの手に残った樹脂製の駒込ピペットを見つめている。


    「これは……勝てるっ！」


    　これは自分の獲得枚数を増やすと同時にライバルを減らす効果バツグンの戦略だ。ただ甘えているだけだけど。


    　この様子をじっと見ていた彩あや香かが会かい心しんの笑みを浮かべる。


    「これなら、勝てるっ！　一気にたたみかけるよっ！」


    　彩香はそう言い残すと、駆かけ去ってしまう。


    　いったいなにをするつもりなんだ……。


    



    「ねえ、ねえ、それちょうだいなっ」


    　梨乃は相変わらず、エントリーしている女子を発見すると、おこめ券をおねだりしている。


    「な、なに？　猫？」


    　おねだりされた女子の視線は梨乃の頭に注がれている。


    　無理もない。梨乃の頭にはネコミミが装着されていた。しかも、ネコミミは操作されることなく勝手に動いている。


    　彩香の一気にたたみかける策、それは脳波ネコミミだった。


    「おねだりモードの梨乃ちゃんにネコミミをつければ、無敵！　このおねだり力に抗あらがえる人間などいない！」


    　彩香の言葉どおり、梨乃のおねだりはさらに力を増す。


    　相手が戸惑っていることなどまったくお構いなしで、まさしく猫のように身体をすり寄せる。


    「ちょっと、あんたなにもの？」


    「あのね、猫なのだ。だから、ちょうだいな」


    　梨り乃ののセリフに合わせるかのようにピンと立つネコミミ。


    「なにが〝だから〟なの！　関係ないし！」


    「猫ってね。全力で走ると、時速50キロ出るの。だから、それちょうだいな」


    「意味わかんないしっ！」


    「猫ってね。猫ってね、甘みを感じる味み蕾らいが退化しててね。甘みをあんまり感じないの。ゆえに、ちょうだいなっ！　にゃーだいなっ！」


    　ネコミミがぺたんと垂れたり、ピンと立ったり、激しい挙きよ動どうを繰り返している。脳波ネコミミはリラックスすると垂れて、興奮すると立つってことらしいが、いったいどういう精神状態なんだ。


    　猫化した梨乃は勢いを増して、おねだりを続ける。


    　そしておこめ券を獲かく得とくするたびに得意げに僕に見せてくれる。まるで狩りをしてきた猫そのものだ……。


    　とにかく順調におこめ券は増加していった。開催三日目にして、すでに四百枚を超えている。


    　額にして四十万おこめ券。このままいけば、目標の六十万おこめ券の到達は難しくないはずだった。


    



    　しかし、四日目、五日目、六日目、ぱったりと伸びが止まってしまった。


    　彩あや香かが水着で廊下を闊かつ歩ぽしても、ふみがもじもじしても誰も声すらかけてこない。むしろ目を合わせずに、逃げるようにしてその場を離れていってしまう。


    「どうやら、始まったみたいね」


    　彩香は今日きよう獲得することができた、わずか三枚のおこめ券をちゃぶ台の上に投げ捨てるように置くと、高跳び用のマットに身を投げ出す。


    「あきらかに、なんらかの妨害工作が行おこなわれていますね」


    　ふみもがっくりと肩を落としている。


    「ぜったいにズルされてるよ！」


    　いくみは落ち込むどころか怒りをあらわにしている。


    「ねえねえ。いくみ、それ、にゃーだいなっ」


    「私のを梨乃にあげても意味ないでしょ！　もうネコミミ外しなよ！」


    　梨乃の耳も悲しげにぺたりと垂れる。


    「私がこっそり開いていたポルノ映画館も閉鎖を余よ儀ぎなくされたの……」


    　絵え美み、そんな秘密の活動を……。


    「おこめ券をチケットに……視聴覚室で取っておきのを……」


    「絵え美みさん。とっておきって、まさかいくみさんの粘ねん液えきまみれのあれを……」


    「言えないの」


    　ふみの質問に黙もく秘ひを通す絵美だが、もはや言ったも同然だ。


    「ちょっと、私の秘ひ蔵ぞう映像で取ったんだったら、私の分だからね」


    　いくみが変な理由で絵美に抗議しているときだった。


    　突然、体育用具倉庫の扉とびらが開き、浅あさ野のが現れる。


    「やあやあ、皆さんおそろいで」


    「なに勝手に入ってきてるのさ」


    　いくみは浅野の顔を見ると、いまにも飛びかからんばかりの体勢をとる。猫だったら背中の毛を逆立てている状態だろう。


    「僕だって部員のひとりなんだから、いいじゃないか」


    　いくみに睨にらみつけられても、浅野はまったく気にするそぶりはない。ずけずけと僕たちの輪のなかに入ってくる。


    「で、なんの用？」


    　彩あや香かの浅野に対する態度も以前にも増して厳しい。


    「君たち、苦戦してるんじゃないかって思ってさ。副会長たちが、君たちにだけは入れるなと、言って回ってるからね。生徒会長が好きじゃない人はいても、会長に歯向かいたい人は君たちぐらいだからね」


    「やっぱり、香か織おりのやつ……」


    　彩香が悔くやしそうな表情を浮かべる。


    「それを言いにきたの？　あんたの大事な十字靭じん帯たいが切れないうちに帰りなよ」


    　いくみはすでにいつでもタックルできように、低く身構えている。


    「だから、同じ部の仲間になったのに。冷たいなあ」


    「なにが仲間なのさ。会長の手下のくせに」


    「まあ、以前はね。でも、寝返ろうと思ってね。その証しよう拠こに君たちに一票入れてあげてもいいけど、それくらいじゃ意味ないだろ。そこで、君たちにもっといいものをプレゼントしようと思ってさ」


    　浅野の言うプレゼントは極秘の印が押された書類の束たば……。そこに書かれているのは、なんと今日きようまでのおこめ券獲かく得とくのパーセンテージだった。


    　白しら河かわ香織、32パーセント、遠えん藤どう梨り乃の、７パーセント、村むら上かみ絵美、６パーセント、九く条じようふみ、５パーセント、二に階かい堂どう彩香、５パーセント、鈴すず木きいくみ４パーセント……以下、ほかの参加者が続くが、いずれも１パーセント前後の獲得率だ。そしてまだ誰にも入れていない未投票分が30パーセントほど。


    「選挙の出口調査ってあるだろ。まああれみたいなものだけど、生徒会が強引に聞いてるから、かなり正確な数字だと思うよ。君たちの合計が27パーセントでここからもう伸びないだろうし、会長はさらに伸びるだろうから、厳しい戦いだね」


    「なんでこんな大切な資料を？」


    　彩あや香かはいぶかしげに浅あさ野のに尋ねる。


    「そりゃ、彩香への愛さと言いたいところだけど、僕も会長の尻しつ尾ぽ切りに使われたからね、軽く仕返ししないとね」


    「浅野……おまえのこと本物のクズだと思ってけど、ちょっとは見直したよ」


    　彩香の言葉に、浅野は自じ嘲ちようしながら言葉を続ける。


    「まあ、データがわかったからって勝てるわけじゃないと思うけど、いまごろ生徒会長は勝ったと思って油断してるだろうから、なんとか工夫してみてよ。じゃあ」


    　浅野はそれだけ言うと部室から出ていってしまう。キザな態度の浅野だが、初めて本当にキザな真ま似ねをしてくれた。


    「あとは明日あした、一日だけですね……」


    　ふみもこの調査結果を相当厳しいものと受け取っているようで、表情は硬い。


    「こうなったら、明日の放課後、最終投票にかけるしかないか……」


    　彩香の声もなんだか元気がない。


    「元気出そうよ。まだ負けって決まったわけじゃないし！」


    　いくみだけは元気だ。ひとりで拳こぶしを突き上げ、やる気をアピールしている。


    「そうですね。まだやれることは残っているかもしれませんものね」


    　ふみもいくみの元気をもらったのか、ようやく表情が明るくなる。


    「さあ、じゃあ、明日の気合い入れるために、みんなでカラオケでも行こうか」


    　そう言ったのは浅野だった。


    「なんで戻ってきたのさ！」


    　盛り上がりの腰を折られて、いくみが不満げに言う。


    「だってここは僕の部室でもあるんだ。ゆっくりさせてもらうよ」


    「さっき、かっこよく立ち去ったくせにっ！」


    「バカなことを言わないでくれるかな。女子がいるところから自発的に立ち去ったことなど、生しよう涯がい一度もないさ！　そしてこれからもないだろう」


    　力強く宣言するが、それに応こたえる人間は誰もいなかった。


    　僕たちは浅野を残して帰宅した。


    



    　翌日の放課後、いよいよ最終局面。


    　体育館には中止となった美少女コンテストよりも、さらに多くの観客がつめかけている。舞ぶ台たい上にはエントリーした女子たちが全員登壇する予定だったが、かなりの女子が途中でリタイアしてしまったようで、いまの舞ぶ台たいには十人ほどしかいない。


    　当然ながら、そのなかには梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美みの姿がある。舞台の一番右端が彩あや香かだ。そして舞台に最後に登壇し、一番左端に立ったのは香か織おり。


    　前回のコンテストよりもさらにきらびやかな衣装。披露宴のお色直しクラスの派は手でさだ。照明を浴びて、身につけているアクセサリーとスパンコールがキラキラと輝かがやく。自信に満ちあふれた表情。おそらく自分の勝利を微み塵じんも疑っていないのだろう。


    　司会進行役の副会長がマイクを手に取る。


    「では、まだ投票をする権利がある人は、登壇して、この学校を代表するにふさわしいと思った美女におこめ券を贈呈してください」


    　僕は投票開始の宣言と同時に真っ先に席を立つ。


    　すでに自分の券は梨乃に渡してしまったので、投票権はない。それでもまっすぐに舞台へと向かう。昨日きのうみんなと別れてからも、僕はずっと考えていた。なにか自分にもできることはないかと。


    　──舞台に上がって、自分の口から事情を訴える。


    　ひと晩考えても、浮かんだアイディアはこれだけだった。


    　この一週間、みんなが頑張っているのに、僕だけなにもできなかった。こんなことでどうにかなるとは思わないけど、せめて自分の気持ちだけでも。


    　投票のために舞台に上がったと思われているせいで、副会長たちも僕を止めには入らない。


    「投票の前にちょっと聞いてください」


    　僕は舞台の中央に立つと思いっきり叫んだ。


    　覚悟を決めたはずなのに、膝ひざが震えている。どれだけ脚に力を入れてもその震えは止まらない。それならそれで、かまわない、震えさせておく。


    「僕たち第二新聞部は部がなくなるピンチです。もしこのコンテストで勝てなければ第二新聞部はなくなってしまいます。理由は生徒会長とのトラブルです。みなさんご存じのとおり、この学校では生徒会長の権力は絶大です。おそらく、多くの人に僕たちの関係者には投票しないように圧力がかかっているのではないでしょうか。でもちょっとだけ勇気を出して、少しだけこの学校の風通しをよくする助けになってほしいんです」


    「なに勝手なことやってんだ！」


    「黙れ！」


    「目立ちたがり屋。ひっこめ」


    「早くあきらめろ。部を乗っ取って俺おれのハーレムにしてやるっ！」


    　返ってきたのは野や次じと罵ば声せい、しかも最後のは確実に浅あさ野のだ。


    「どうか、僕たちに力を貸してください」


    　僕はそう絶叫すると、深々と頭を下げた。


    　野や次じと罵ば声せいにかき消されそうになりながらも、かすかに拍はく手しゆが聞こえる。


    　頭を上げると拍手をしているのは見覚えのある顔。たしか相談者のひとり、自信が持てないとの相談を送ってくれた香こう月づき君だ。


    　ゆっくりとではあるが拍手のボリュームが増していく。顔まではわからないがきっと相談を送ってくれた人たちだろう。


    　いつのまにか脚の震えは止まっていた。その代わり、目頭がジンと熱くなっている。


    「ありがとうございます」


    　僕はもう一度頭を下げようとしたところで副会長たちに両りよう脇わきを抱えられ、舞ぶ台たいを引きずりおろされてしまった。


    



    　体育館の一番後方にある、準備倉庫。そこが僕の監かん禁きん場所だった。


    「ここで反省してろ！」


    「そうだ。この寒い倉庫で十四～三十五日間くらい頭を冷やせ。乾かん燥そう熟じゆく成せい肉にくのように」


    　副会長たちに跳び箱と平均台の間に放り込まれると、外から施せ錠じようされてしまう。グラウンドの用具倉庫から、今度は体育館の準備倉庫。まったく、実に体育の備品と縁えんのある日々だ。


    　……さっきの副会長のひとり。乾燥熟成肉とか言ってたな。さてはあいつがうちの部の予算を食べちゃったグルメか！　こっちはゲーム売ったんだぞ！


    　しかし文句を言おうにも、すでに扉とびらは固く施錠されている。見えるのは鉄製の両開きの扉だけだ……。


    　扉の向こうから、僕の先ほどの行動への罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえてくる。


    「なんなんだよ。あいつ」


    「男のクセになんで美少女コンテストで本気になってんだよ」


    　ひどい言われようだ……。普段ならいたく傷ついただろうが、不思議と気にならない。


    　頭の中には相談者たちが送ってくれた拍手がまだ鳴なり響ひびいているのだ。


    　力になれたかどうかはわからないけど、僕にできることはしたつもりだ。あとはみんなの力を信じるだけだ。


    　乱暴に放り込まれたときに強打した腰に痛みを覚えながらも、身体からだを起こし、施錠された扉に顔を近づける。


    　左右の扉の隙すき間まから外の様子がかすかに見える。


    　どうやら投票は仕切りなおされるようだ。


    　舞台に並ぶ参加者たち。手にはそれぞれ小さな箱を持っているのが見える。券を入れる投票箱だろう。


    　投票権を持った人たちが右側から登壇して、投票し、左側から舞台を降りていく。


    　ひとり、またひとりと投票を終えていく。


    　客席から見る限りでは誰も第二新聞部メンバーには投票していないようだ。


    　一番右端に立つ彩あや香かが、なにか投票者にささやいているようだが、ささやきかけられた生徒も結局は彩香には投票せずに素す通どおりしていく。


    　ついに投票は終わってしまった。


    　舞ぶ台たい袖そでへと引き上げていく参加者たち。


    　舞台には僕を拘こう束そくして舞台から引きずり下ろした屈くつ強きような副会長だけが残る。


    「これから舞台裏で参加者全員監視のもと開票作業が行おこなわれます」


    　副会長はそう説明をする。


    



    　十五分ほどの間まがあって、副会長が集計が完了したことを告げる。


    　再び舞台袖から現れる参加者たち。


    　そして副会長の手には封筒に入った審査結果が握られている。


    　副会長は封を切り、結果を確認する。


    「優勝は……山やま中なか君きみ江えさんです」


    　山中さん!?　エントリーしてたのかよ！


    　あれほど、ナンバーワンになる必要なんてないって言ってたのに！


    　盛大な拍はく手しゆを受け、賞品である獲かく得とくしたおこめ券六十万二千円分を受け取る。


    「ほんと信じられないっす。夢のようなのす！」


    　山中さんは観客に向かって、何度も何度もお辞儀をする。


    　その様子を鬼のような形ぎよう相そうで睨にらみつける香か織おり。いままでどんな状況でも、どこか余裕があった香織が冷静さを失っている。


    　腹立たしげに、副会長のひとりを突き飛ばすと、勝手に舞台を降りてしまった。


    　僕はようやく彩香がなにをささやいていたのか理解した。


    　彩香は自分たちに投票してくれそうな人を見つけ次第、山中さんに投票するように頼んでいたのだ。


    　それなら相談者たちが僕たちに協力したことで、なにかしらの嫌がらせを受けることもない。


    　結果、相談者たちのおこめ券はすべて山中さんへと流れた。


    　そしてさらに、第二新聞部のみんなで獲得したおこめ券をすべて山中さんに譲じよう渡としたのだ。


    　こうして、山中さんが香織をぎりぎりかわして一位となったのだった。


    　山中さんの勝者のスピーチが始められる。


    「まさかワダスみたいなものが、こんな都会の学校の娘っ子の代表になれるなんて、まんず感激なのす。勝因をあげるとすれば、やはり肌はだのきめ細やかさが都会のもんとは比べ物にならんのっす。肌は健康のバロメーターちゅうやつなんす。おばあちゃん手作りの野菜と、おじいちゃんが自みずからハントした野生動物、そしてお母さんがコンビニで買ってきたからあげくんを食べてれば、それだけでお肌もちもちなんす。あとは適切な洗顔用品と美顔ローラー、そしてコラーゲン入りのパックをするだけで、問題ないのす。やっぱり、人間勝たなければウソなのす。個性だけじゃダメなのす。勝ってなんぼなんす。これで都会のおしゃれぶった女子はべこしゃぬま、結局は牛にふんづけられて、ＪＡのトラクターでずんぼろぼすのむっこのっすわっふるわっふる」


    　勢い余って、都会の人間をディスりまくっていると思われるが、幸いなことになにを言っているのか理解できた人間はいなかったようだ。


    　山やま中なかさんがスピーチを終え、ぺこりとお辞儀すると、大きな拍はく手しゆが沸わき起こる。


    　こうして、全校生徒を巻き込み、大騒動となった美少女コンテストは山中さんの勝利で幕を閉じたのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　長いものに巻かれるのは、必ずしも悪いことではありません。しかし、巻かれていい長いものと、巻かれてはいけない長いものがあると思います。ただ相手が目上だから、先輩だから。それだけではまだ巻かれるには足りないと思います。


    　もう一度自分の心に、その相手が巻かれるに足りる人物なのか問いかけてください。


    　本気で巻かれたい人間に会ったときは、年齢や立場に関係なく巻かれてしまいましょう。


    　それが太いものに巻かれるということなのだと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「腹に力が入ってないのっす。大事なのは腹っす」

  



  
    　翌日、僕たちは部室に集まっていた。


    　グラウンドの隅すみにたたずむ、体育用具倉庫ではなく、本来の部室である、旧校務員室であった和室へと集まっているのだ。


    　コンテストで優勝した山やま中なかさんは快く「部活設置の権利」を購買で購入してくれ、第二新聞部を復活させてくれた。それを条件として、すべてのおこめ券を譲ゆずったので当然といえば当然なのだが。それに従い、部室も本来の場所へと戻ることができたのだ。


    　購入した残りのおこめ券は、協力してくれたお礼として山中さんに譲ることになった。できれば換金して部費の足しにしたかったのだが、それは欲ばりすぎってことだろう。


    「キミちゃんが、ちらちら『保健室を一時的にエステサロンとして使用する権利』のほうを見てたから、ちょっと不安になっちゃったよ」


    　いくみがポッキーをくわえたまま、畳の上でごろりと横になる。じつにだらしない。美少女コンテストで生徒会長の圧力にも負けず、数パーセントの支持を集めた女子とは思えない。


    「まさか……山中さんは信用できる人ですよ。自然に囲まれて育った、気のいい方です」


    　ふみはいくみの疑いを否定しているが……どうも優勝のスピーチを聞いていると、いい人とは言い切れない心の闇やみを感じてしまう。とはいえ僕たちの恩人であることに変わりはないので、悪口はよくない。


    「そうそう。勇ゆう樹き、ひとつ書いてもらう記事があるから。勇樹は知らないだろうけど、舞ぶ台たいの裏で山やま中なかさんにお願いしたときの交換条件だから」


    　彩あや香かと山中さんとの間で交わされた交換条件。それは、学校ナンバーワンの美少女に認定された山中さんの特集記事だった。


    「タイトルは『山中君きみ江え、その美の秘密に迫る。激白二万字インタビュー』にしてくれって言われているから」


    　二万字！　音楽専門誌におけるロックスターの特集記事並みのボリュームじゃないか。


    　山中さん。そんなに語るつもりなのか……。いや、助けてもらったお返しだから、何万字分でも記事にさせていただくけど。一万字くらいは聞き取れなさそうだ。おそらく地獄のような作業になるだろう。


    「それにしても、浅あさ野のが部長にならなくてよかったよ」


    　いくみはそう言いながら、新しいポッキーを口に運ぶ。誰とでも打ち解けるいくみでも、浅野だけは苦手なようだ。


    「結局、復活した第一新聞部はよしたかが新部長になったらしいよ。浅野は新よしたかとして坊ぼう主ずにされそうになってるって」


    　彩香には第一新聞部の新体制についての情報も入っている。よしたか……出世したな。そして新よしたか必要なのか？　とにかく浅野は三年も終わりにさしかかって、新入部員レベルへと地位が下落してしまったようだ。


    「ところで、生徒会長のインチキを暴あばくのはどうするの？　号外出すんじゃなかったの」


    　いくみはそう言うと、さらに新しいポッキーをほおばる。


    　すっかり昔の話に思えるが、元々この騒動のきっかけは、生徒会長の不正を暴くためにいくみが美少女コンテストに参加したことだった。


    「いくみちゃんには悪いんだけど、今回は記事にしないでおこうと思うの」


    　彩香の答えは僕にとっても意外だった。


    　てっきりこれから、この顛てん末まつを記事にして香か織おりを追い込むつもりなのかと思っていた。


    「どういうことなのですか？」


    　ふみもやはり真意を測りかねているようだ。


    「今回は本当にみんなに迷惑かけたし助けてもらった。それでつくづく自分の力がまだ不足していることを感じたの。それにいまはまだ、正面から香織とぶつかるのは早い。あいつは嫌なヤツだし、生徒会費で自分の物を買っちゃうけど、生徒会長としての能力はあるからね」


    「だからといってただ引き下がるの？」


    　絵え美みはそう言うと彩香の顔をじっと見つめる。


    「引き下がるわけじゃないよ。ただ、生徒会長を引きずり下ろすんじゃなくて、ほかの方法はないかなって考えてるの。このお悩み相談コーナーをもっと発展させて……生徒会じゃない生徒のための組織に……」


    　自分のなかでもまだアイディアが固まっていないのか、彩あや香かの言葉にしては歯切れが悪い。


    「それは反政府組織のような……レジスタンスのようなものを作るということでしょうか？」


    　ふみは身を乗り出して彩香に尋たずねる。


    「そんな大げさなものじゃないけど……。今回も私たちを助けようとしてくれた人たちがいたじゃない。お悩み相談コーナーを続けてきた成果だと思うの。だからお悩み相談コーナーをもっと発展させて、困っている生徒を助けるような……新聞のコーナーだけじゃくて……」


    「レジスタンス……かっこいい。燃えてきたの、まずはレジスタンス政府のマークをデザインするの」


    　絵え美みはいたくこのアイディアを気に入ったようで、さっそくスケッチブックを開く。


    「絵美さん、マークはあとでもいいと思いますよ」


    　絵美の暴走の気け配はいを察さつ知ちしたふみがあわてて制止する。


    「そうだよ。まずはレジスタンスの歌からでしょ。澄すんだ空を見て誓ちかう～」


    「いくみさん、それもあとでいいと思います」


    「いまのはただのアイディアだから。ちょっと心の片かた隅すみにでも。とにかく私はこの活動をもっと広げていきたいってだけ」


    　彩香はそう言うと、この話を打ち切ってしまう。


    　いまは部費すらままならない第二新聞部の一コーナーにすぎないけど、もしかしたら、もっと大きなことができるかもしれない……。


    　……やっかいなことも増えそうだけど。


    　とにかく今日きようのところは無事に第二新聞部が復活したことを喜ぼう。


    「せっかくだから、みんなで第二新聞部復活を祝って乾杯でも」


    　僕は用意していた飲み物と、紙コップをみんなに配る。


    「おおっ気が利くじゃん」


    　いくみは真っ先に自分のコップにジュースを注ぎいれる。


    「じゃあ、乾杯を……」


    　僕が紙コップを掲かかげたときだった。


    「そうだっ！　思い出した」


    　いくみが乾杯を中断する。


    「赤あか松まつはさあ、コンテストで誰に入れたの？」


    「誰って……最終的には山やま中なかさんになったんじゃないかな？」


    「そんなの知ってるよ。でも最初は誰かに入れたんでしょ。誰に入れたの？」


    　いくみはそう言うと、紙コップを持ったまま、じっと僕の目を見つめる。


    「いや、だから、みんなに……」


    　ちらっと梨り乃のを見ると、梨乃は顔を真っ赤かにしてひたすら小さくなっている。


    　……バレバレじゃないか。いくみに見つかったら、はやし立てられるのは目に見えている。


    「じゃあ、そういうことで乾杯！」


    　僕はいくみを無視して乾杯を強行する。


    「ちゃんと答えてないっ！」


    「乾杯ったら乾杯！」


    　こうして、冬の足音がすぐ近くまで迫る旧校務員室に僕の乾杯の音頭が何度となく響いたのであった。

  


  [image: ]



  
    あとがき


    



    　川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。「人生」シリーズもついに五巻目に突入。僕個人としては前作「邪じや神しん大おお沼ぬま」シリーズから通算十三回目のあとがきになります。多いわけではないですが、そこそこの回数、あとがきを書かせていただいております。


    　あとがき界でいうところの、ミドルあとがきライターです。ちなみに「あとがき界ってなによ？」とのツッコミは受け付けません。


    　とにかく、十三回のあとがきを通して、あとがきの楽しさ、苦しさ、あとがき界の光と闇やみ。その両方の面を経験してきました。そして、これからもあとがきを頑張っていく。その意欲もあります。だからこそ、ここでひとつの問題を提てい起きしたいのです。


    　それはあとがき界に横たわる最大の問題についてです。誰だれしもがその問題に気づいていながら、見て見ぬふりをし、ある意味その問題についてふれることがタブーとされている問題……。


    　それこそが「あとがきって謝しや辞じいるのか？」問題です。


    　賢けん明めいなあとがき読者である皆さんはお気づきかもしれませんが、ライトノベルのあとがきには必ずといっていいほど、謝辞があります。担当編集様、イラストレーター様、そして編集長、かかわっていただいたすべての皆様への謝辞からの、アドバイスをくれた友達を挟はさんでーの、読者への謝辞！　基本これであとがきが終わるパターンは全体の九割以上に達しているのではないでしょうか。


    　あとがきとは基本的には読者にむけて書かれるもの。


    　担当編集の方にお礼が言いたいなら、直接言えばいいんじゃないのか。イラストレーターさんに感謝していることなんて、当然のことなんじゃないのか？　友達がアドバイスしてくれたかどうかなんか、読者的にはどうでもいいわい！　そう思われても仕し方かたがありません。それでもなぜ謝辞があるのか……。僕はあえて言いたい。その理由は、「単に作者が嫌いやなヤツだと思われたくないからだ」と！　謝辞すら書かない作者は性格が捻ねじ曲がってる。そう思われたくないのだと。もちろん僕もそうです！　危ない人間だと思われたくないし、謝辞を書かないことで、誰かと関係がこじれてるんじゃね？　みたいな詮せん索さくは絶対に受けたくない！　だって僕は担当編集の具ぐ志し堅けんさんと仲悪くないし！　昨日きのうもロイホでご飯食べさせてもらったし！　ななせめるちさんもすげーいい人でしっかりした方だし！　編集長も申し訳ないくらい、良くしてくれてるし！　でも、でも、むしろそれだからこそ、自分がいい人だと思われたいだけで謝辞に利用するのはいかがなものかと思うんです！


    　だから、今回、僕は謝辞をお休みしてやろうと思います。


    　俺は謝辞をやめるぞ！　ジョジョーッ！


    　謝辞をやめて、オリジナルのエンディングテーマソングで締しめてやるぞ！　ジョジョーッ！


    　……と、いうような感じで、世の中には、小さなことから大きなことまで、様々な問題や悩なやみに満ち溢あふれております。そんなお悩みをお寄せいただき、ゆるーい感じで考える読者参加型ライトノベル、それが「人生」なのです。


    　あとがきには謝辞が必要なのかレベルの、どうでもいい悩みでもまったく問題ありません。


    　どんなことでもお悩み相談コーナー一同が真剣かつ、ゆるーく、お答えいたします。


    　応募は僕のツイッターのアカウント（@ougyo_kawagishi）へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール jinseisoudan@live.jp までお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームでもＯＫです）と名前のふりがなも添そえてお送りいただけるとありがたいです。


    　第四回の応募期間は二〇一三年五月十七日より二〇一三年六月十七日までとさせていただきます。本当になんでも大丈夫ですので、気軽に送っていただければと思います。ご応募お待ちしております！　また、次巻刊行は、諸事情によりやや間が空あくかもしれませんが、気長に待っていただければ嬉うれしいです。


    



    　さて、告知も終了。エンディングテーマの時間です！


    「人生 第５章」エンディングテーマ　～男の海～


    



    　はぁ～はぁあぁ～　えんやとっと　えんやとっと


    　人生はよぉ～　人生第５章もよ～　これでおしまいだよ～


    　次の人生第６章～　おたのしみにね～　男の海だよ～


    　相談もよ～　お待ちしているよ～　いまのうちに～　いまのうちに～


    　応募すれば～　いいことあるかもよ～　兄きよう弟だい船だよ～


    　担当編集具ぐ志し堅けんさん～　いつもいつもありがとう～


    　ななせめるちさん～　マジ、サンキュ～　編集長も読者も感謝感謝の荒波よぉ～


    　アドバイスくれた友達はひとりもいない～　いないんだぜ～


    　えんやとっと　えんやとっと


    　はぁ～はぁあぁ～　伊い勢せの海に～　伊勢の海に～　船が沈しずむよ～


    　いい人に～　思われたい～　ちゃんとした人に思われたい～


    　編集部とこじれてないよ～　ななせさんともこじれてないよ～


    　はぁ～第６章のあとがきは～　普通にやるよ～


    　えんやとっと　えんやとっと　わちゃごなどぅ～


    
      ありがとうございました。

    


    



    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    　たくちゃん


    　望月柚香（もちづき・ゆか）


    　大熊猫野郎（ぱんだやろう）


    　キンチョール


    　田中翔太（たなか・しょうた）


    　くろあめ大逆転（くろあめ・だいぎゃくてん）


    　水瀬春留（みなせ・はる）


    　やごしゆうと

  



  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、山賊に襲われ、金50といっしょにプロフィールも奪われてしまいました。やむをえずモンゴルのことわざを掲載します。「ベーコンを求めてソーセージを投げる」この言葉を肝に銘じ、今後は山賊の襲来を退ける武力を身につけたいと思います。
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